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第 １ 号 
 

１２月１０日（火） 



令 和 元 年１２月１０日 (火)　

午  前  １０時００分　開　会　

１．議事日程

会議録署名議員指名　10番　福田　秀憲 議員　11番　濱田　憲治 議員

　(1)議長

　(2)町長

　(3)監査委員

  (4)総務常任委員会委員長

　(5)経済建設常任委員会委員長

　(6)社会文教常任委員会委員長

　(7)美里町議会改革調査特別委員会委員長

　(8)宇城広域連合議会議員

町長提出議案の一括上程（議案第73号から議案第88号及び同意第６号から

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について

令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号）

令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号）

日程第６ 議案第73号

令和元年第４回美里町議会定例会会議録（第１号）

日程第１

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４

同意第10号並びに諮問第３号）

日程第５ 町長提出議案の提案理由説明

日程第７ 議案第74号

日程第８ 議案第75号

日程第９ 議案第76号

日程第10 議案第77号

日程第11 議案第78号

日程第12 議案第79号

日程第13 議案第80号

日程第14 議案第81号

日程第15 議案第82号
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令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）

令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

２．出席議員（１２名）

１番 髙　田　美千子　君 ２番 光　井　博　幸　君

３番 今　田　政　行　君 ４番 坂　田　竜　義　君

５番 上　田　 　 孝　君 ６番 松　永　正　憲　君

７番 中　川　政　司　君 ８番 吉　田　起　登　君

９番 上　村　則　幸　君 １０番 福　田　秀　憲　君

１１番 濱　田　憲　治　君 １２番 吉　田　美　好　君

３．欠席議員（なし）

４．説明のため出席した者

上　田　泰　弘　君 吉　住　慎　二　君

吉　永　公　力　君 宮　嵜　幸　仁　君

下　田　幸　輔　君 田　上　和　則　君

山　田　輝　臣　君 中　村　武　志　君

松　永　栄　作　君 富　永　英　司　君

髙　田　浩　幸　君 長　井　寿　浩　君

北　島　浩　徳　君 池　永　英　治　君

坂　村　　　浩　君 中　川　幸　生　君

５．事務局職員出席者

倉　田　辰　実　君 津　田　里美子　君

副 町 長

日程第16 議案第83号

日程第17 議案第84号

町 長

教 育 長 総 務 課 長

企画情報課長 税 務 課 長

住 民 課 長 福 祉 課 長

学校教育課長 社会教育課長

事 務 局 長 書 記

健康保険課長 経 済 課 長

林務観光課長 建 設 課 長

水道衛生課長 会 計 課 長
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） ただいまから、令和元年第４回美里町議会定例会を開会いたし

ます。 

本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員指名 

○議長（吉田美好君） 日程第１、会議録署名議員指名を行います。会議録署名議員

は、会議規則第１２０条の規定により、１０番、福田秀憲君、１１番、濱田憲治君

を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（吉田美好君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

１１月２９日に議会運営委員会が開催されていますので、議会運営委員長の報告

を求めます。議会運営委員長、濱田憲治君。 

○議会運営委員長（濱田憲治君） 改めまして、おはようございます。 

令和元年第４回議会運営委員会の委員長の報告をいたします。 

去る１１月２９日午前９時３０分より、中央庁舎議会委員会室において、令和元

年第４回議会運営委員会を開催をいたしました。 

出席者は議会より、吉田美好議長、今田総務常任委員長、上田経済建設常任委員

長、坂田社会文教常任委員長と私、濱田、執行部より、上田町長、吉住副町長、宮

嵜総務課長、事務局より、倉田事務局長と津田参事出席のもと開会をいたしまし

た。 

議題としまして、（１）執行部提出議案について、（２）議員提出議案（請願・

陳情・意見書等）について、（３）一般質問について、（４）日程・会期等につい

て、（５）その他の議題といたしました。 

まず、（１）の執行部提出議案について、条例関係６件、令和元年度補正予算６

件、その他１０件、合計２２議案の説明を受けております。 

次に、（２）議員提出議案（請願・陳情・意見書等）について、令和元年８月２

８日以降、令和元年１１月２７日までに３件の請願・陳情を受け付けております。 

受付番号１、安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と大幅増員を求める

陳情書が提出されております。 

受付番号２、介護施設の人員配置基準の引き上げのため国に対し意見書の提出を

求める陳情書が提出されております。 
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受付番号３、国民健康保険財政への国庫負担割合を増やすことを求める陳情書が

提出をされております。 

議会運営委員会としましてはいずれも不受理とし、全議員に資料の配付をするよ

うに決定しております。 

次に、（３）一般質問について、受付順で私、濱田、坂田竜義議員、上田孝議員

から通告があっており、質問順については抽選の結果、最初に上田孝議員、次に

私、濱田、最後に坂田竜義議員の順番に決定しております。 

次に、（４）日程・会期等について、執行部提出議案２２件と一般質問者３名を

考慮し、会期を会期予定表（案）のとおり、１２月１０日より１２月１３日までの

４日間と予定しております。日程の内容につきましては、議案集の令和元年第４回

美里町議会定例会会期予定表（案）のとおりでございます。 

議会初日、本日は、令和元年第４回美里町議会定例会議事予定表（案）より、日

程第３、諸般の報告、日程第４、町長提出議案一括上程（議案第７３号から議案第

８８号及び同意第６号から同意第１０号、並びに諮問第３号）を行います。日程第

５、町長提出議案の提案理由説明を受けていきます。日程第６、議案第７３号「美

里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」から、日程第１１、議案第７８号「消費税率及び地方消費税率の引き

上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」、内容の説明・質疑・

討論・採決を行います。 

次に、日程第１２、議案第７９号「令和元年度美里町一般会計補正予算（第５

号）」から、日程第１７、議案第８４号「令和元年度美里町簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）」の内容説明を行います。質疑・討論・採決は議会最終日１２

月１３日に行います。 

１２月１１日は、一般質問を行います。質問順につきましては、上田孝議員、

私、濱田、坂田竜義議員の順番で実施をします。 

１２月１２日は休会とし、各常任委員会を実施します。 

１２月１３日、議会最終日は、各常任委員会の委員長の報告及び質疑を実施しま

す。その後、議案第７９号「令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号）」か

ら、議案第８４号「令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）」

を再度上程し、内容説明は既に終わっているので、質疑・討論・採決を行います。 

次に、議案第８５号「フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者の指定につ

いて」から、議案第８８号「熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更

及び規約の一部変更について」の内容説明を受け、質疑・討論・採決を行います。 

次に、同意第６号「美里町教育長の任命につき同意を求めることについて」か
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ら、同意第１０号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求め

ることについて」内容説明を受け、質疑・討論・採決を行います。 

次に、諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

て」内容説明を受け、質疑・討論・採決を行います。 

以上が、１１月２９日に行われました議会運営委員会の委員長の報告といたしま

す。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議会運営委員長の報告を終わります。 

お諮りします。ただいま議会運営委員長の報告のとおり、会期は、本日１２月１

０日から１２月１３日までの４日間としたいと思いますが、ご異議ございません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、会期は、本日１２月１０日から１２月１３日までの４日間に決

定をいたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（吉田美好君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

まず、議長から９月定例会以降の報告を行います。 

９月１１日水曜日でありますが、令和元年第４回議会全員協議会が委員会室で行

われておりまして、全議員出席であります。 

そののち、令和元年第８回議会広報委員会が委員会室で行われておりまして、全

議員出席でございます。 

９月１４日土曜日、宇土・宇城・下益城県民体育祭の開会式がウィング松橋で行

われまして、全議員出席していただいております。 

９月１５日日曜日であります。令和元年度遠野体協球技大会、励徳小学校で行わ

れまして、私が所用のため欠席をいたしましたので中川議員にご挨拶をお願いいた

しております。 

９月１７日火曜日、令和元年第１回熊本県市町村総合事務組合議会臨時会が自治

会館で開催をされまして出席をし、私が議長職をさせていただいております。 

９月１９日木曜日、美里町交通安全対策協議会評議員会議が中央庁舎で行われま

して、出席をいたしております。 

９月２０日金曜日、議会研修ということで町有林視察、これは町内全域というこ

とで全議員に出席をしていただいております。 

９月２１日土曜日、第１７回宇城・上益城地域統一畜産共進会が矢部畜産センタ
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ー・畝野屋内ゲートボール場で開催をされておりまして、全議員に出席案内がきて

おります。 

９月２６日木曜日、令和元年第９回議会広報委員会が委員会室で行われまして、

正副委員長、正副議長、各常任委員長が出席となっております。 

９月３０日月曜日、第４回指定管理者選定審議会、これは第１次審査であります

が、砥用庁舎で行われまして、私と上村議員が出席をいたしております。 

１０月１日火曜日、令和元年第２回宇城広域連合議会定例会の事前打ち合わせが

中央庁舎議長室で行われまして、私が出席でございます。 

同じく１日、令和元年度熊本県町村議会議員研修会が嘉島町町民会館で行われま

して、全議員出席となっております。 

１０月２日水曜日、２日、３日、４日であります。国会陳情及び議会議員行政視

察研修は東京都から山梨県において行われまして、全議員出席であります。 

１０月６日日曜日、美里町民体育祭が美里町総合運動公園グラウンドで行われま

して、全議員出席をしていただいております。 

１０月７日月曜日、令和元年第１回熊本県町村総合事務組合議会定例会が自治会

館で行われまして出席をいたしております。 

１０月８日、令和元年第１０回議会広報委員会が委員会室で行われまして、全議

員出席となっております。 

同じく８日、令和元年度熊本県防災・危機管理トップセミナー、これ県庁で行わ

れまして、私と副議長、今田委員長が出席をいたしております。 

１０月９日、令和元年第２回宇城広域連合議会定例会の議案等説明会が広域連合

事務所で行われまして、私と光井議員が出席をいたしております。 

１０月１０日木曜日、佐賀県議会、これは総務常任委員会行政視察研修に対応し

ていただいておりまして、砥用庁舎とフォレストアドベンチャーの現地で視察をさ

れております。これにつきましては、副議長と上田委員長に対応をお願いいたしま

した。 

同じく１０月１０日から１１日にかけまして、熊本県町村議会議長会理事・事務

局長合同研修会が益城町で行われましたので出席をいたしております。 

１０月１３日日曜日であります。令和元年度中央中学校の文化祭が全議員にご案

内がきとったと思いますが、美里町総合体育館で行われております。 

１０月１７日木曜日、令和元年第２回宇城広域連合議会定例会、広域連合で行わ

れまして、私と光井議員が出席をいたしております。 

１０月１８日金曜日、令和元年度一般道県道三本松～甲佐線道路整備促進期成会

総会及び要望活動が中央庁舎で行われまして、県央広域本部まで要望活動をいたし
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ております。このとき、私と今田議員が出席でございます。 

１０月１９日土曜日、石段の郷佐俣の湯温泉祭りが道の駅佐俣の湯で行われまし

て、全議員出席であります。 

１０月２１日月曜日、令和元年第１１回議会広報委員会、委員会室で行われまし

て、全議員出席でございます。 

同じく、美里町議会改革調査特別委員会研修会、これ委員会室で行われまして、

古家局長を招いての研修会が行われております。 

１０月２３日水曜日、第５回指定管理者選定審議会、これは二次審査であります

が、砥用庁舎で行われまして、私と上村議員が出席でございます。 

１０月２４日木曜日、南九州西廻り自動車道整備促進要望活動が九州地方整備局

において行われまして、私が県の会長代理で出席をいたしております。 

１０月２７日日曜日でございます。令和元年度砥用中学校学習成果発表会が文化

交流センターひびきで行われまして、全議員出席となっております。 

１０月２８日から２９、３０日、経済建設常任委員会の行政視察研修が、福岡県

築上町及び長崎市において行われております。このときには、林務観光課長、経済

課長が随行していただいております。 

１１月１日金曜日、令和元年度教育の日講演会ということで、文化交流センター

ひびきで行われまして、全議員が出席ということであります。 

１１月３日日曜日、令和元年度美里町文化祭、文化交流センターで行われまし

て、全議員出席ということでございます。 

１１月５日火曜日、美里町子ども議会、議会議場ということで、全議員が出席を

されております。 

１１月８日金曜日、浜戸川改修促進期成会要望活動としまして、熊本河川国道事

務所・九州地方整備局に要望に行っております。ここに議長、私が出席をいたして

おります。 

１１月１２日、令和元年第５回議会全員協議会が委員会室で行われておりまし

て、全員参加ということでございます。 

１１月１３日水曜日、第６３回議長全国大会、ＮＨＫホールで行われまして私が

出席をいたしております。 

１１月１４、１５にわたりまして、厚生年金への地方議会の加入を求める全国大

会、これはホテルグランドアーク半蔵門で行われておりまして、 

そのあと、１５日、地方議員活性化シンポジュウム、シェラトン都ホテル東京で

行われまして、私が出席をいたしております。 

１１月１６日土曜日、第３５回アタック・ザ・日本一、御坂駐車場で行われまし
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て、全議員出席でございます。 

１１月２３日土曜日、令和元年度宇城植樹祭が美里町林業総合センターで行われ

まして、全議員出席していただいております。 

１１月２８日木曜日、令和元年第２回宇城広域連合議会臨時会の事前打ち合わせ

がここ議長室で行われまして、私が立ち会っております。 

１１月２９日金曜日、令和元年第４回議会運営委員会が委員会室で行われまし

て、議会運営委員さん方とともに私が出席をいたしております。 

同じく２９日であります。主要地方道小川嘉島線道路整備促進要望活動を県土木

部において行いまして、私が出席をいたしております。 

１２月８日日曜日、第１６回美里町駅伝競走大会が、開会式が中央小学校体育館

で行われましたので、私が出席をいたしております。 

それから、本日１２月１０日、令和元年第４回美里町議会定例会ということで、

全議員に出席していただいております。 

以上で報告を終わりますが、最後に、教育委員会より毎年提出されています教育

に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果報告書が１１月２９日に

提出されております。机上に配付しておりますので、ご確認をいただきたいと思い

ます。 

以上で、議長の報告を終わります。 

次に、町長に行政報告を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） それでは、私のほうから９月議会後の行政報告をさせていただ

きます。大変多くなりますので、要約して報告をいたします。 

９月の１４日、熊本県民体育祭の宇城地域大会の開会式に出席をしております。 

９月の１５日、朝から遠野体育協会の球技大会に出席をし、その後、熊本県民体

育祭の剣道競技会の開会式に出席をし、そのあと、なごみの里１５周年記念行事に

出席をしたあと、永富の津留区、岩下区、涌井区、萱野区、有安区の敬老会に出席

をいたしております。そのあと、県民体育祭の宇城地域大会の閉会式に出席をして

おります。 

９月の１６日、この日は川越地区、豊富・甲佐平地区、西山区、堅志田区、上中

郡区の敬老会にそれぞれ出席をしております。 

９月の１９日、美里町身体障害者福祉協議会のグラウンドゴルフ大会。午後から

美里町交通安全対策協議会。その後、交通指導員会議に出席をいたしております。 

９月の２０日、秋の交通安全祈願祭、早朝から若宮神社で開催されました。出席

をしております。お昼から議会の皆さんと合流をさせていただきまして、町有林視

察を行っております。 
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９月の２１日、宇城・上益城統一畜産共進会を開催をしております。 

９月の２３日、交通安全県民大会に出席をし、 

９月の２４日、災害時破棄物収集運搬認定調印式を、このときは有限会社プログ

レさんと結ばせていただいております。 

９月２７日、地域資源を活かし、笑顔で地域の絆を深めよう研究大会ｉｎ宇城に

出席をし、午後から、石段の郷中央の役員会に出席をしております。 

１０月の１日、上京をいたしまして、ダム発電関係市町村全国協議会の常任理事

会に出席をし、 

１０月の２日から議会の皆さんと合流をさせていただきまして、国会陳情並びに

研修に同行をさせていただいております。 

１０月の４日、美里に戻りまして、夜、美里町の嘱託会の役員会に出席をいたし

ております。 

１０月の６日、美里町の町民体育祭に出席をしております。 

１０月の８日、課長会議、それから復旧復興会議を開催し、午後から、熊本県の

防災危機管理トップセミナーに出席をしております。 

１０月の９日、宇城広域連合正副連合長会議。 

１０月の１０日、宇城地域木材需要拡大協議会の要望活動。午後から、佐賀県の

佐賀県議会の視察の対応をさせていただいております。 

１０月の１１日、ふるさと祭りの実行委員会並びにやまびこ祭りの実行委員会、

反省会を行っております。その後、午後から、災害時廃棄物収集運搬協定調印式、

今度は有限会社クリーン砥用さんと結ばせていただいております。 

１０月の１３日、中央中学校の文化祭。 

１０月の１５日、１００歳到達者、町内１００歳到達者表敬訪問を行っておりま

す。今年は７名の方を訪問をいたしました。 

１０月１６日、国有林野等所在市町村長有志協議会にお昼から出席をし、夜に

は、ＪＡ下東の中央地区青壮年部の座談会に出席をしております。 

１０月の１７日、美里町と古民家再生協会熊本支部との協定調印式に出席をし、

午後から、宇城広域連合の第２回の定例会に出席しております。 

１０月の１８日、一般県道三本松甲佐線の期成会の役員会、それから総会、それ

から要望活動を行ったのち、意見交換会に出席をしております。 

１０月の１９日、佐俣の湯の温泉祭り。その後、熊本県人権教育研究大会、これ

は宇城大会が今年開かれまして、その開会式に出席をし、その開会式のあと上京を

いたしております。 

そして、１０月の２０日から１０月の２６日まで、熊本県の町村会の海外研修で
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スウェーデンとフィンランドを訪問をいたしております。 

１０月の２６日、日本に帰りまして、砥用ライオンズクラブの結成４５周年記念

例会に出席をいたしております。 

１０月の２７日、砥用中学校学習成果発表会。その後、第４回メルカドこもれび

に出席をいたしております。 

１０月の２９日、上京いたしまして、安全・安心の道づくりを求める全国大会に

出席をし、 

次の３０日から３１日まで、熊本県砂防協会の役員研修会で岐阜県の多治見市の

砂防施設を視察をいたしております。 

１１月の１日、美里町の善行表彰式、善行表彰を行わせていただいております。

今年は４名の方を表彰いたしております。午後から、宇城地域振興協議会に出席を

し、夜は、教育の日講演会に出席をいたしております。 

１１月の２日、美里町の職員採用試験の二次面接試験を行っております。 

１１月の３日、美里町の文化祭。 

１１月の５日、子ども議会を行っております。 

１１月の６日、治水事業促進全国大会。上京いたしまして、治水事業促進全国大

会に出席をいたしております。 

１１月の８日、浜戸川改修期成会の要望活動ということで、熊本県庁、それから

熊本河川国土事務所、それから福岡にあります九州地方整備局に要望活動を行って

おります。 

１１月の１０日、朝の６時から非常招集訓練を行いまして、その後、宇城広域連

合の職員採用試験（二次試験）に臨んでおります。 

１１月の１１日、４期成会合同要望活動ということで、球磨、八代、それから氷

川の方々と一緒に、熊本県庁、それから熊本県議会、それから九州地方整備局に要

望活動を行っております。 

１１月の１２日、議会全員協議会に出席をしたあと、上京をしております。 

１３日は朝８時から、東京のほうで九州地方国道整備促進総決起大会に出席を

し、午後から、浜戸川・潤川・国道３号の３期成会の要望活動で、国会議員会館、

それから国土交通省に要望活動を行っております。 

翌１１月１４日、衆議院の第一議員会館で、恋人の聖地観光協会の市町村長大会

があっております、に出席をいたしております。 

１１月の１５日、東京のほうで全国過疎地域自立促進連盟の理事会。その後、全

国過疎地域自立促進連盟の第５０回の定期総会。そのあと、新過疎法の制定実現総

決起大会にそれぞれ出席をいたしております。 
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１１月の１６日、アタック・ザ・日本一に出席をいたしております。 

１１月の１９日、上京をいたしまして、全国治水砂防促進大会に出席をいたして

おります。 

翌１１月の２０日、東京で行われました全国簡易水道整備促進大会。その後、熊

本県の簡易水道関係の予算要望活動を厚生労働省並びに議員会館に行っておりま

す。 

翌１１月２１日は、４期成会の合同要望活動で、これも議員会館並びに国土交通

省に要望活動を行っております。 

１１月の２２日、帰りまして、定例の監査報告を監査委員の方から受けておりま

す。 

１１月の２３日、宇城植樹祭に出席をし、その後、いきいき上永富の収穫祭に出

席をし、夕方は、自衛隊熊本地方協力本部長を囲む会に出席をいたしております。 

１１月の２５日、また上京をいたしまして、ダム発電関係市町村全国協議会の理

事会。その後、ダム発電関係市町村等振興議員連盟との共同勉強会に出席をいたし

ております。 

１１月の２７日、東京で行われました全国町村長大会に出席をし、その後、全国

過疎地域自立促進連盟の熊本県支部の役員によります要望活動を議員会館で行って

おります。 

１１月の２９日、議会運営委員会に出席をし、午後から、主要地方道の小川嘉島

線要望活動に出席をいたしております。 

１１月の３０日、補正予算、これからあります国の大型補正予算についての意見

交換会に出席をいたしております。 

１２月の２日、１２月議会に係わる課長会議。そして午後から、年末特別警戒の

出発式に出席をいたしております。 

１２月の３日、通いの場の交流会。 

１２月の４日、土地改良区の美里町土地改良区の理事会。 

１２月の５日、宇城消防職員協議会の旗納め及び親睦会に出席をいたしておりま

す。 

１２月６日、美里町地域公共交通活性化協議会。お昼から、民生委員・児童委員

の委嘱状交付式にそれぞれ出席をいたしております。 

１２月の７日、ＪＡ祭り、砥用会場のＪＡ祭に出席をし、 

１２月の８日、美里町の駅伝大会の開会式。 

そして昨日、１２月９日、九州電力によります新甲佐発電所の竣工式に出席をい

たしております。 
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以上で、９月議会後の私の行政報告とさせていただきます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

次に、監査委員の例月現金出納検査報告及び定例監査報告を求めます。４番、坂

田竜義君。 

○監査委員（坂田竜義君） まず、例月現金出納検査の結果の報告をいたします。 

美里監第３６号、令和元年９月２６日 

美里町議会議長 吉田美好様 

美里町監査委員 遠山史朗 

美里町監査委員 坂田竜義 

例月現金出納検査の結果に関する報告書の提出について 

地方自治法第２３５条の２第１項により、令和元年８月分の出納検査を行ったの

で、同条第３項の規定により、その結果に関する報告をします。 

記 

１、検査対象、会計管理者所管の一般会計、特別会計、歳入歳出外現金に関する

現金、一時借入金（計算表は別紙のとおり）。 

２、検査時期、令和元年９月２５日、９月分につきましては１０月３０日、１０

月分につきましては１１月２２日に検査を行っております。 

検査の結果、諸帳簿及び提出された諸表の計算は正確であり、不正、不当な出納

はなく確実なものと認めたところでございます。 

以上です。 

引き続きまして、定例監査の報告を行います。 

美里監第４３号、令和元年１１月２２日 

美里町長 上田泰弘様 

美里町議会議長 吉田美好様 

美里町教育委員会教育長 吉永公力様 

美里町農業委員会会長 吉田美好様 

美里町監査委員 遠山史朗 

美里町監査委員 坂田竜義 

令和元年度定例監査結果報告について 

地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、定例監査を実施したので、その結

果を同条第９項及び第１０項の規定により、意見を添えて別紙のとおり報告しま

す。 

２ページですが、監査の期日及び対象ということで、ここにお読み取りいただき

たいと思いますが、１１日間にわたりまして各課の監査、それから現場視察を行っ
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たところでございます。 

３ページ、監査の総括。 

第１、監査の総括 

定例監査を実施するに当たっては、各課等から事前に提出された監査資料に基づ

き、事業内容及び事業推進上の課題等について聴取し、次の点に主眼を置いて行っ

た。 

１）町の財務に関する事務が関係法令等に準拠し適正か 

２）町の運営に係る事業の管理が合理的かつ効率的か 

３）財産の管理は適正に行われているか 

４）町の事務事業の執行に係る工事について、当該工事の設計、施工状況等が適

正か 

当日は、担当課長及び担当係長に出席を求め、諸帳簿及び証書類の整理記帳は完

全か、財産の管理はどうか等、指摘すべきは指摘をして、改善を要する点について

は適切な処理を講ずるよう指示をしたところであります。 

また、昨年の指摘事項の措置状況は事前に提出されていた改善スケジュールに沿

って概ね適正に処理されておりました。 

監査結果について、各項目のとおり報告をいたします。 

第２、各項目について 

１、予算の執行 

財政を取り巻く環境は、普通交付税の合併算定替による減額が本年度中に終了す

るが、今後も宇城広域連合の大型施設整備や町の建築系施設のインフラ整備の経費

増が見込まれ、厳しい状況が続くと思われる。この状況を全ての職員が正しく認識

し、事業の重要度、優先度を見極め、事務・事業の遂行に努力することが大切であ

る。 

事務処理上、改善及び検討を要する点については、その都度指示してきたところ

であるが、予算の適正な執行と事務の合理化、効率化にさらに努力されたい。 

４ページ。 

２、収入事務 

調定事務・徴収事務・現金取扱事務については、適正に処理されている。今後も

町税や各種使用料等の滞納については、各課横断した「債権収納対策機構」を積極

的に活用し、早期に徴収を進めて、高額化・長期化しないように対処しなければな

らない。そのためにも、請求・督促の通知と併せて、直接訪問等足を運ぶ対応も強

化するなど、職員のなお一層の奮起を望む。 

３、町税 
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台帳・帳簿・証拠書類は整備され、記帳は適正に処理されている。所得の把握は

町民税や国民健康保険税の課税をはじめ多くの面に影響を及ぼしてくるため、個人

の所得調査には万全を期す努力とともに、極力未申告者の一掃に努め、公平な課

税・徴収に努められたい。 

４、起債及び一時借入 

起債の目的・資金種別・時期・限度額・方法・借入先・利率及び償還の方法等は

適切である。 

投資的経費に係る起債については、現在５億円を上回っているが、今後とも３億

円以内を目安に事業の精査を行い、起債発行額の抑制と効率的な財政運営に努めら

れたい。 

５、支出事務 

財務会計システムを利用した会計処理により計算相違は無く、関係簿冊及び証書

類は正確に整備されている。 

５ページ。 

６、現金及び有価証券等の保管 

現金については、保管体制とその責任の所在が確立されており、かつ毎月末の預

金の残高証明書を取り、照合を確認されているのは当を得ており良好である。 

有価証券及び出資による権利証券は、会計課で的確に保管されている。 

７、契約事務 

契約事務については、法令及び条例等に則して処理され、適正な契約がなされて

いる。 

なお、随意契約の締結については、今後とも慎重な対応が望まれる。 

８、工事関係事務 

施工伺から竣工検査に至るまでの関係書類はよく整備されている。 

諸工事については、適切な指導監督により成果が得られている。 

現在、災害関連の工事も多い中、担当課においては円滑な工事の実施及び事故防

止の点からも、随時現場に出向き進捗状況の把握に努められたい。 

９、財産管理事務 

備品台帳は、総務課行革管財係で管理されており整備も進んでいる。 

学校備品の管理番号については、本年度から新しい採番での整理票が貼付されて

おり、速やかな移行が行われつつある。 

また、指定管理者施設の備品についても、町の備品と管理者の備品を明確に区分

して、備品監査においても管理場所ごとに帳票化するなど管理者も監査委員もわか

りやすい備品台帳の作成が進められている。 
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第３、結語 

今回も前年同様、指導に重点をおいて監査したものであり、項目ごとに記述した

ほか書類監査及び現地調査の時点において、それぞれ指摘してあるので速やかに実

行に移していただきたい。 

普通交付税の合併算定替に伴う税収の減で、財政の硬直化が懸念されるが、先に

取り組んだ第１次及び第２次の町行財政改革の趣旨を忘れることなく、これからも

常に問題意識を持って、より計画的でかつ効率的な財政運営に努められたい。 

過疎化・少子高齢化、町の基幹産業である農業の後継者不足等々、いずれも歯止

めのかからない状況が続いている。「小さくてもキラリと光るまちづくり」には、

町民のニーズを的確に捉えた丁寧で速やかな対応が必要である。 

地震・豪雨災害からの復旧・復興も着実に進み、多くの町民が平常の生活に戻り

つつあるので、今後とも住民の期待に応えられるよう、なお一層努力されることを

望んで結語とする。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 以上で、監査委員の例月現金出納検査報告及び定例監査報告を

終わります。 

次に、総務常任委員会委員長の報告を求めます。 

３番、今田政行君。 

○３番（今田政行君） おはようございます。 

総務常任委員会の行政視察研修報告を行います。 

去る１１月２０日より２２日までの２泊３日で、総務常任委員会において行政視

察研修を行いましたので報告をいたします。 

参加者は、吉田起登委員、松永委員、濱田委員、私、今田と吉住副町長、総務課

の高森係長の６名で、初日は京都府与謝野町議会を訪問し、「議会改革について」

を研修を行いました。 

与謝野町は、平成１８年に３町が合併して誕生した町でありまして、人口が２万

１,０００名、議員定数１６名であります。 

議会の活動は、住民との対話が織りなす議会活性化を目指して、平成２２年に

「議会活性化特別委員会」を立ち上げ、平成２３年には「町民アンケート調査」を

実施されております。また、議員の資質の向上を図るため、各方面より講師を招き

研修会を開催されておられます。 

そのような活動を踏まえ、平成２４年３月には「議会基本条例」を制定されまし

た。 

その後の活動としまして、「議員懇談会の開催」各自治区ごと、あるいは小学校
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区単位、旧町単位で、年により開催手法・テーマを変えながら実施されておられま

す。 

また、常任委員会と各種団体との懇談会も開催され、議会活動に活かされている

とのことでありました。ほか、こども議会を開催。子どもが議員となり、議会議員

が答弁者として一般質問形式で疑似本会議を行い、その後、班に分かれて座談会形

式で懇談をし、学校での課題や問題点、あるいは町づくりなどに活発な意見が出て

いるということでありました。 

また、議会だより（広報紙）にも力を入れておられ、「多くの町民に手に取って

読んでもらえるをモットーに」わかりやすく興味を持ってもらえる紙面づくりに努

力しておられることでありました。原稿は全ての議員が自身が行った質疑を基に執

筆し、編集は広報委員会でプロジェクターを用いて原稿を映し出して、確認あるい

は構成をするということでありました。 

ちなみに、一般質問は３０分でありますが、毎回ほぼ全員が登壇しているという

ことでありました。 

そのほか、議員間討議の実施。議会災害対策本部設置要綱の制定についての説明

を受けました。 

最後に、「議会改革には到達点はない。こだわりを持って継続することが大事」

ということを述べられておられました。 

このような活動が認められて、全国町村議会特別表彰を受けておられます。 

２日目は、岐阜県大垣市で開催の「地域力の強化に向けた全国市長村長サミット

２０１９ｉｎ岐阜」に参加し、第２分科会の「関係人口の創出・拡大」を傍聴しま

した。事例発表で岐阜県飛騨市の都竹市長が「飛騨市ファン増大計画」について

と、長野県泰阜村の横前村長が「新たな担い手・関係人口」について発表されまし

た。双方とも、人口減少先進地ではあるものの確実に「ファン」がいる。我々は定

住人口が減少する中、交流人口を増やすことにより、地域の活力を高めていこうと

いう意識で観光・レジャー・イベントなどに力を入れているが、その交流人口から

関係人口にステップアップしていただき、イベントのスタッフとして参加し新たな

体験を通して地域のファンになって、地域の活力を高めていく取り組みでありま

す。 

ファンクラブを組織し、会員には特典付きの会員証と名刺をプレゼントし、その

名刺は町のＰＲのために知り合いなどに配付してもらう。会員は会員証、会員以外

は名刺を持参することにより、町内の協力店にてサービスを受けられるシステムも

構築し、ファンの集いやバスツアーを開催し、会員と直接コミュニケーションを取

る事業も実施し、関係人口を増やすことで確実に地域力を高めておられる取り組み
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に共感を持ったところであります。 

３日目は、滋賀県米原市山東庁舎を訪問し、「携帯電話通信網を利用した防災情

報伝達システム」について研修をしました。 

米原市においては、１万４,０００世帯を網羅するアナログ防災行政無線の老朽

化に加え、合併前の旧４町で使っていた複数のシステムを統合運用しており、利便

性の悪さも課題となっていた。また、国の方針により、２０２２年１２月までデジ

タル化を行う必要にも迫られていたが、従来の方法ではデジタル化を行うには相当

なコストが必要だった。こうした背景から、携帯電話通信網を利用した低コストか

つ柔軟性に優れる減災コミュニケーションシステムの導入を決定。事業費も半分以

下までに抑え、なおかつ住民にとって利便性の高い防災情報伝達システムを実現さ

れておられました。米原市の防災情報伝達システムの特徴は、携帯電話通信網を利

用して、屋外スピーカー、スマートフォン、ガラケー、タブレットに配信される仕

組みで、どこにいても情報を受信することができる。また、自宅の固定電話から専

用ダイヤルに電話すれば、指定する自治会で配信した１週間分の放送を確認するこ

とができる「放送内容電話確認システム」も取り入れておられました。 

本町も防災行政無線にて情報の伝達が実施されておりますが、機器の老朽化で近

い将来、更新も検討せねばならないと思われますが、非常に参考になる事例であり

ました。 

以上、総務常任委員会の行政視察研修の報告を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。 

他の委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 補足なしと認めます。 

以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。 

次に、経済建設常任委員会委員長の報告を求めます。５番、上田孝君。 

○５番（上田 孝君） 改めまして、おはようございます。 

経済建設常任委員会行政視察研修報告を行います。 

令和元年１０月２８日から３０日において、経済建設常任委員会の行政視察研修

を行いましたので報告いたします。 

参加者は、経済建設常任委員会より吉田美好委員、上村委員、光井委員、上田の

４名、随行者として執行部より、髙田林務観光課長、富永経済課長に同行していた

だきました。 

研修内容としては、福岡県築上町において、特産品の産地化等について、長崎県

長崎市において、森林・林業・林産業活性化九州大会への参加を通して、林業の現
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状と先進地事例の研修を行うこととしました。 

１０月２８日午前９時に役場中央庁舎を出発し、最初の研修地福岡県築上町に向

かいました。午後１時過ぎに築上町役場に到着し、１時３０分より議会委員会室に

おいて研修を開始しております。 

研修内容としては、特産品の産地化に係る、町・ＪＡ・生産者の関係性につい

て、並びに６次産業化の取り組みと現状等について、主にキクイモの取り組みにつ

いて、築上町農林業元気づくり協議会の赤松会長や役場産業課より説明を受けてお

ります。 

主なものとして、農林業の維持・振興と併せ、地域の活性化を図るため、直売所

を中心とした町内特産品開発の情報共有のために連絡協議会を設立していること、

佐賀大学との連携、加工用機械の補助金による導入支援等が挙げられます。合わせ

て、キクイモは近年機能性食品として注目され、潜在的需要が大きいこと、中山間

地域の水稲の代替え作物としても適している等の説明を受けております。 

委員より、獣害の被害状況、補助金の内容等の質疑があり、机上での研修を終了

し、現地視察に向かいました。 

現地視察は役場産業課鍛冶課長、太田主任主事、築上町きくいもクラブ福田副会

長同行のもと、キクイモの栽培圃場へ向かいました。中山間地にある圃場は、周囲

をワイヤーメッシュで囲われており、獣害の対策は美里町同様に大変そうでござい

ました。収穫を間近に控えた頃で、実際に数株を掘り起こしていただきました。植

え付け後は数回の草刈作業ぐらいであまり手はかからないということでしたが、病

害に対しては農薬がないために苦労されているそうです。 

次に、加工場施設へ向かいました。農協の施設を借り受けた施設内には、昨年度

導入された乾燥機や洗浄研磨機等が設置されておりました。生姜に似た形状のキク

イモは洗浄が大変だということですが、機械の導入で生産者の労力は随分楽になっ

ているとのことでした。 

美里町においても、少数の農家でキクイモの栽培は行われているようですが、今

後特産品として取り組むことも可能ではないかと思われたところです。 

午後４時３０分に本日の視察研修を終了しました。 

１０月２９日午前９時に、福岡市の宿泊地を出発し長崎市へ向かいました。午後

１２時３０分に会場の長崎市民会館に到着し、森林・林業・林産業活性化九州大会

に参加しております。熊本県からも県議会、市町村議会、林業関係団体等大勢の参

加者が見受けられたところです。 

開会後、東京大学名誉教授太田猛彦氏による基調講演「持続可能な社会と今後の

森林管理」を聞きました。地球環境のことから、自然災害、里山の成り立ち等、多
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岐にわたる内容で、多少難しすぎる内容とは思われましたが、林業の視野を広める

ということではよかったと思われます。 

先進地事例の発表は、美里町にも森林を所有されている真樹販売株式会社の佐賀

里政則氏の「森林資源を最大化して林業の未来をつくる」と、ヤベホーム株式会社

矢部福徳氏の「県産材住宅の普及で長崎の森林を守ります」の２件の発表を聞くこ

とができました。 

最後に、地球温暖化防止対策、緑の国土強靭化の推進等、五つの大会決議を採択

し閉会しております。 

当日は、長崎市に宿泊し、１０月３０日正午に帰庁いたしております。 

以上で報告を終わりますが、報告漏れがございましたら他の委員さんの補足をお

願いいたします。 

○議長（吉田美好君） 以上で、経済建設常任委員会委員長の報告を終わります。 

他の委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 補足なしと認めます。 

以上で、経済建設常任委員会委員長の報告を終わります。 

次に、社会文教常任委員会委員長の報告を求めます。４番、坂田竜義君。 

○４番（坂田竜義君） 社会文教委員会の報告をいたします。 

社会文教常任委員会行政視察（ＩＣＴ教育先進地）視察報告を行います。 

令和元年１０月２４日午後に、山江村の山田小学校ＩＣＴ教育の現状を視察しま

した。 

参加者は、福田議員、中川議員、髙田議員、坂田、執行部から坂村学校教育課

長、石田審議員、寺床主事であります。 

当日は東京都西多摩郡瑞穂町議会の皆さんと合同の研修会となりました。 

まず、山江村議会中竹議長の挨拶、両議会挨拶から始まりまして、授業視察、４

５分間の授業の視察を行いました。その後、藤本教育長から「ＩＣＴを活用した学

校教育の取り組みについて」と題して、事業概要の説明がございました。 

山江村は２０１１年に１０年化構想というのを立てられまして、「山江村教育１

０年化構想」というのを立てられまして今年で９年目を迎えたということで、その

成果といたしまして、定住が進むとともに移住も増え、「ＩＣＴ教育で子どもが減

らない村」になったということが特徴的に説明がございました。小学校２校、中学

校１校において、電子黒板と無線ＬＡＮは全教室に整備されており、児童生徒用端

末は０.７５人に１台の整備率で、毎年計画的に入れ替え、タブレットパソコン、

アンドロイド端末、ｉＰａｄを使い分け、持ち帰り学習も行っておるということで
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ございます。また、全教員に校務用タブレットパソコンを配備し、クラウド環境で

テレワークもできると。また、Ｗｅｂ会議システム、中学校の教員が小学校で英語

の授業をしたり、オーストラリアやシンガポールとの英語での交流、中学校ではＡ

Ｉ英語教材を活用し始めているなど、成果として始めておられまして、成果として

学力が向上し、全国平均よりかなり上位になっているということでございました。

非常に参考になったところでございます。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 以上で、社会文教常任委員会委員長の報告を終わります。 

他の委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 補足なしと認めます。 

以上で、社会文教常任委員会委員長の報告を終わります。 

次に、美里町議会改革調査特別委員会委員長の報告を求めます。１１番、濱田憲

治君。 

○１１番（濱田憲治君） 美里町議会改革調査特別委員会委員長の報告をいたします。 

令和元年１０月２１日月曜日、美里町役場中央庁舎議会委員会室にて行いまし

た。 

今回の議会改革調査特別委員会は、講師に熊本県町村議会議長会の事務局長、古

家陽介氏を招いて研修会を実施しております。 

研修会の資料として、 

（１）議員必携より「発言」について 

（２）美里町の議会改革の取組について 

資料をいただいております。 

研修会の内容としまして、 

（１）議員必携より「発言」についてということで、発言の自由と責任や、一般

質問の通告内容が具体的でなければならないこと。議会は執行機関に対する要望団

体ではない。住民から選ばれた議員が、住民のニーズを本会議の場で反映し、執行

機関に公式の所信や対策を求めるところである。住民のために政策論争をして、知

恵を出し合い、より良い施策、経費の効率的使用を図ることを目的としている。こ

れに対し、要望は一方的な行為であり、議会本来の役目ではない。と、基礎的な解

説及び議会の目的等を示していただいております。 

（２）美里町の議会改革の取組について 

特別委員会が調査する項目を３分類にし、９つの項目で現状や効果、課題等につ

いて熊本県、また全国の数値を基に説明を受けております。 
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内容は、 

①情報公開の項目 

議事録の公開・議員個人の賛否結果の公開・議員の視察報告の公開・議長交際費

の公開についてであります。 

②住民参加の項目として、議会報告会、住民説明会、意見交換会等・議会報告会

等で出た質問・要望及びその回答についての取り扱いであります。 

③機能強化の項目として、議員報酬、議長選挙の実施、議会としてＩＴ化への取

組についてでございます。 

中身では、地方自治法１１５条では、普通地方公共団体の議会はこれを公開す

る。議会の会議とは本会議を指し、委員会等は含まれないこと。 

また、議会報告会・住民懇談会の開催は、熊本県町村議会実態調査では実施して

いる自治体は７町村で、率で言えば県で２２.６％の開催であるという報告であり

ました。 

議員報酬として、全国でなり手不足が深刻化しており、全国町村議会議長会が議

会の機能強化及び多様な人材を確保するための環境整備に関する重点要望を決議さ

れる予定であります。などの説明を受けております。 

次回以降の特別委員会で、この研修会で示された内容を参考にし、９つの項目の

調査を実施し、次のステップにつなげていきたいと思ったところでございます。 

以上、報告とします。報告漏れがございましたならば、他の委員さんより補足を

お願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 以上で、美里町議会改革調査特別委員会委員長の報告を終わり

ます。 

他の委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 補足なしと認めます。 

以上で、美里町議会改革調査特別委員会委員長の報告を終わります。 

次に、宇城広域連合議会議員の報告を求めます。２番、光井博幸君。 

○２番（光井博幸君） 改めまして、おはようございます。 

令和元年第２回宇城広域連合議会定例会の報告をいたします。 

宇城広域連合議会議員 光井博幸 

日時、令和元年１０月１７日１５時から行われました。 

場所、宇城広域連合２階交流プラザ 

出席者、宇城広域連合議員１０名、正副連合長３名、執行部から１１名 
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日程に入ります。 

日程第１、会議録署名議員の指名 

日程第２、会期の決定、当日１日間に決定しております。 

日程第３、諸報告、報告事案なしのため、議事日程から削除されました。 

日程第４、一般質問、通告なしのため、議事日程から削除されました。 

日程第５、認定第１号、平成３０年度宇城広域連合一般会計歳入歳出決算の認定

について 

日程第６、認定第２号、平成３０年度宇城広域連合宇城ふるさと市町村圏基金特

別会計歳入歳出決算の認定について 

関連があるものとして、認定第１号、認定第２号を一括して提案理由の説明があ

りました。 

認定第１号について、平成３０年度の一般会計の歳入歳出決算は、歳入が３５億

６,９２０万２,６２６円、歳出が３２億９,６６１万２,９３０円、歳入歳出差引残

金が２億７,２５８万９,６９６円とする決算でした。審議・採決の結果、賛成多

数、原案のとおり認定されました。 

認定第２号について、平成３０年度の特別会計の歳入歳出決算は、歳入が１９３

万３,８２１円、歳出が１４３万４,６７３円、歳入歳出差引残金が４９万９,１４

８円とする決算でした。審議・採決の結果、全員賛成、原案のとおり認定されまし

た。 

日程第７、議案第１７号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 

日程第８、議案第１８号、宇城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例の制定について 

日程第９、議案第１９号、令和元年度宇城広域連合一般会計補正予算（第１号）

について 

日程第１０、議案第２０号、令和元年度宇城広域連合宇城ふるさと市町村圏基金

特別会計補正予算（第１号）について 

議案については、全て原案のとおり可決されました。 

追加日程第１、選第１号、宇城広域連合選挙管理委員補充員の選挙について 

宇城広域連合選挙管理委員補充員の選挙を行うべき事由が生じたため、指名推選

の方法にて選挙を実施されました。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、宇城広域連合議会議員の報告を終わります。 

これで、諸般の報告を終わります。 
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ここでしばらく休憩をいたします。再開を１１時２０分とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０８分 

再開 午前１１時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 町長提出議案の一括上程 

○議長（吉田美好君） 日程第４、町長提出議案の一括上程を行います。 

議案第７３号から議案第８８号及び同意第６号から同意第１０号、並びに諮問第

３号までの案件を一括して上程し、案件のみ議会事務局長に朗読をさせます。倉田

議会事務局長。 

○事務局長（倉田辰実君） それでは、議案書の２枚目をお開きください。それでは読

み上げます。 

議案第７３号 美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

議案第７４号 美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

議案第７５号 美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第７６号 美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

議案第７７号 フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

次のページをお開きください。 

議案第７８号 消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の整備に関

する条例の制定について 

議案第７９号 令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号） 

議案第８０号 令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第８１号 令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第８２号 令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

議案第８３号 令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

議案第８４号 令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第８５号 フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者の指定について 
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議案第８６号 町有住宅中央庁舎復興団地改修工事請負契約の締結について 

議案第８７号 町有住宅くすのき平復興団地改修工事請負契約の締結について 

議案第８８号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の

一部変更について 

同意第 ６ 号 美里町教育長の任命につき同意を求めることについて 

同意第 ７ 号 美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

同意第 ８ 号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについて 

同意第 ９ 号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについて 

同意第１０号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについて 

諮問第 ３ 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議会事務局長の朗読を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 町長提出議案の提案理由説明 

○議長（吉田美好君） 日程第５、町長提出議案の提案理由説明を行います。 

町長に、町長提出議案の提案理由の説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） それでは、提案理由をご説明申し上げます。 

今定例会に提案しております議案は、条例６件、補正予算６件、その他１０件の

計２２件でございます。 

はじめに、議案第７３号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例の制定及び議案第７４号、美里町長等の給料、諸手当及

び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、人事院勧告に合

わせ、期末手当の支給率を０.０５月分引き上げるものでございます。 

続きまして、議案第７５号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例の制定につきましては、人事院勧告に基づき、一般職の職員の給料及び

住居手当の改定並びに勤勉手当の支給率を０.０５月分引き上げるものでございま

す。 

続きまして、議案第７６号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の

一部を改正する条例の制定につきましては、人事院勧告に基づき、特定任期付職員

の給料の改定及び期末手当の支給率を０.０５月分引き上げるものでございます。 

続きまして、議案第７７号、フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関
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する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、同施設を指定管理者が管理

運営できるよう所要の改正を行い、併せて消費税率及び地方消費税率の引き上げ等

を勘案し、利用料金の改正を行うものでございます。 

続きまして、議案第７８号、消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条

例の整備に関する条例の制定につきましては、本年１０月１日付で税率の引き上げ

及び料金見直し等により、各公共施設の利用料金を改正するものでございます。 

次に、議案第７９号、令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号）につきまし

ては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８,５６３万１,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を８５億１,２０８万円とするものでございます。 

歳入の主なものでございますが、分担金及び負担金では、民生費負担金の保育所

保護者負担金を９４１万２,０００円減額し、国庫支出金では、土木費国庫補助金

の社会資本整備総合交付金防災・安全分を６４８万５,０００円増額、県支出金で

は、企業局水力発電所地元振興支援事業交付金１,０００万円、地域支え合いセン

ター設置・運営事業補助金震災分７００万８,０００円、農用地等災害復旧事業補

助金現年災分２,０７０万円をぞれぞれ計上いたしております。また、繰入金で

は、財政調整基金を９,８２９万３,０００円増額、平成２８年熊本地震復興基金を

６５３万７,０００円減額計上し、町債では、旧合併特例事業債の福祉事業分３,４

６０万円、公共土木施設整備事業分７２０万円、緊急自然災害防止対策事業債の公

共土木分７００万円をそれぞれ増額、過疎対策事業債の公共土木施設整備事業分６

５０万円を減額計上いたしております。 

続きまして、歳出の主なものでございますが、民生費では、償還金、利子及び割

引料において、過年度分の障害者自立支援給付費の国庫・県負担金及び障害者医療

費の国庫・県負担金等の返還金、合わせて１,０２６万７,０００円、福祉保健セン

ター湯の香苑の体育施設分の耐震改修工事費４,３００万円、放課後児童健全育成

事業委託料５４２万７,０００円を計上いたしております。 

農林水産業費では、鳥獣被害防止緊急捕獲支援事業交付金５００万円を計上し、

商工費では、フォレストアドベンチャー・美里における安全性向上のため、備品購

入費９８０万円を計上いたしております。 

土木費では、単県工事負担金８６９万３,０００円を計上し、道路新設改良費に

おいて、事業内容の変更により工事費を１,４００万円減額、立木等補償費を１,４

００万円増額し、住宅管理費において、町営住宅修繕料６８８万５,０００円、社

会資本整備総合交付金事業の応急仮設住宅利活用事業分工事費５４０万円を計上い

たしております。 

教育費では、教科書改訂関連で消耗品費５０５万４,０００円、備品購入費４７
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９万５,０００円を計上し、災害復旧費では、過年度分の重機等借上料５００万

円、現年度分の農用地等災害復旧工事費２,３００万円を計上いたしております。 

続きまして、議案第８０号、令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）から、議案第８４号、令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）までにつきましては、人事院勧告に基づく人件費及びその他必要経費を

補正いたしております。 

続きまして、議案第８５号、フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者の指

定につきましては、地方自治法並びに美里町公の施設の指定管理者の指定の手続き

等に関する条例の規定により、議会の議決を経るものでございます。また、議案第

８６号、町有住宅中央庁舎復興団地改修工事請負契約の締結及び議案第８７号、町

有住宅くすのき平復興団地改修工事請負契約の締結につきましては、予定価格が

５,０００万円を超える案件のため、地方自治法並びに議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得または処分に関する条例の規定により、議会の議決を経るものでご

ざいます。 

続きまして、議案第８８号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変

更及び規約の一部変更につきましては、事務対象の構成団体を追加することに伴

い、地方自治法の規定により、議会の議決を経るものでございます。 

続きまして、同意第６号、美里町教育長の任命につき同意を求めることにつきま

しては、教育長の任期が令和元年１２月２２日で満了するため、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律に基づき、教育長の任命につきまして、議会の同意を求め

るものでございます。また、同意第７号、美里町教育委員会委員の任命につき同意

を求めることにつきましては、委員１名の任期が令和元年１２月２２日で満了する

ため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、委員の任命につきまし

て、議会の同意を求めるものでございます。 

続きまして、同意第８号から同意第１０号まで、美里町固定資産評価審査委員会

の委員の選任につき同意を求めることにつきましては、委員の任期が令和元年１２

月２２日で満了するため、地方税法に基づき、委員の選任につきまして、議会の同

意を求めるものでございます。 

最後に、諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつき

ましては、委員１名の任期が令和２年３月３１日で満了するため、人権擁護委員法

に基づき、委員候補者の推薦につきまして、議会の意見を求めるものでございま

す。 

以上で、提案理由の説明を終わりますが、詳細につきましては担当課長に説明を

いたさせますので、慎重なるご審議をいただき、速やかなるご議決をお願いいたし
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まして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、町長提出議案の提案理由説明を終わります。 

ここでしばらく休憩をいたします。再開を午後１時といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時３４分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第７３号 美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○議長（吉田美好君） 日程第６、議案第７３号、美里町議会の議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） それでは、議案第７３号について、ご説明申し上げます。 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり定める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院が国家公務員一般職の勤勉手当を引き上げるよう

勧告したことに基づき、議会議員の期末手当の支給率を改定したいため提案するも

のでございます。 

今回の改正につきましては、本年１２月の期末手当の支給率を改定し、令和２年

度以降の期末手当の支給率を平準化するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

改正条例案につきましては、第１条及び第２条の２条立てとなっております。改

正内容につきましては、説明資料の新旧対照表により説明させていただきます。 

別冊の議案第７３号資料、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の新旧対照表をご覧願います。左側が改正前、右側が改正後となっておりま

す。 

はじめに、改正条例案の第１条関係でございます。期末手当第２条の２につきま

しては、本年１２月の期末手当の支給率を、４行目下線部の「１００分の１５５」
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から「１００分の１６０」に改めるものでございます。 

次のページをお開き願います。 

改正条例案の第２条関係でございます。期末手当第２条の２につきましては、令

和２年度以降の期末手当の支給率を平準化するもので、４行目下線部の「１００分

の１６０」を「１００分の１５７.５」に改めるものでございます。 

議案書にお戻り願います。 

中ほどの附則でございます。まず、施行期日の規定でございます。第１項、この

条例は公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和２年４月１日から施

行する。第２項、第１条の規定による改正後の美里町議会の議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例（以下、「改正後の条例」という。）の規定は、令和元年１

２月１日から適用するといたしております。 

次に、期末手当の内払の規定でございます。第３項、改正後の条例の規定を適用

する場合には、第１条の規定による改正前の美里町議会の議員の議員報酬及び費用

弁償等に関する条例の規定に基づいて支給された期末手当は、改正後の条例の規定

による期末手当の内払とみなすといたしております。 

以上で、議案第７３号の説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。これから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第７３号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を

求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立であります。 

したがいまして、議案第７３号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されまし

た。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第７４号 美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

○議長（吉田美好君） 日程第７、議案第７４号、美里町長等の給料、諸手当及び旅費

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） 議案第７４号について、ご説明申し上げます。 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院が国家公務員一般職の勤勉手当を引き上げるよう

勧告したことに基づき、特別職の期末手当の支給率を改定したいため提案するもの

でございます。 

今回の改正につきましては、本年１２月の期末手当の支給率を改定し、令和２年

度以降の期末手当の支給率を平準化するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

改正条例案につきましては、第１条及び第２条の２条立てとなっております。内

容につきましては、説明資料の新旧対照表にて説明をさせていただきます。 

別冊の議案第７４号資料、美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の新

旧対照表をご覧願います。こちらも左側が改正前、右側が改正後となっておりま

す。 

はじめに、改正条例案の第１条関係でございます。通勤手当及び期末手当の額等

第５条につきましては、本年１２月の期末手当の支給率を、４行目の下線部「１０

０分の１５５」から「１００分の１６０」に改めるものでございます。 

次のページをお開き願います。 

改正条例案の第２条関係でございます。通勤手当及び期末手当の額等第５条につ

きましては、令和２年度以降の期末手当の支給率を平準化するもので、４行目下線

部の「１００分の１６０」を「１００分の１５７.５」に改めるものでございま

す。 

議案書にお戻り願います。 

中ほどの附則でございます。まず、施行期日等の規定でございます。第１項、こ
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の条例は公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和２年４月１日から

施行する。第２項、第１条の規定による改正後の美里町長等の給料、諸手当及び旅

費に関する条例（以下「改正後の条例」という。）の規定は、令和元年１２月１日

から適用するといたしております。 

次に、期末手当の内払の規定でございます。第３項、改正後の条例の規定を適用

する場合には、第１条の規定による改正前の美里町長等の給料、諸手当及び旅費に

関する条例の規定に基づいて支給された期末手当は、改正後の条例の規定による期

末手当の内払とみなすといたしております。 

以上で、議案第７４号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。これから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第７４号、美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第７４号、美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第７５号 美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（吉田美好君） 日程第８、議案第７５号、美里町一般職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） 議案第７５号について、ご説明申し上げます。 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
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美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定

める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院勧告に基づき、一般職の給与を改定したいため提

案するものでございます。 

今回の改正につきましては、一般職の給料の改定、住居手当の改定及び勤勉手当

について、本年１２月の支給率の改定と、令和２年度以降の平準化を行うものでご

ざいます。 

次のページをお開き願います。 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

改正条例案につきましては、第１条及び第２条の２条立てとなっております。内

容につきましては、説明資料の新旧対照表により説明させていただきます。 

別冊の議案第７５号資料、美里町一般職の職員の給与に関する条例の新旧対照表

をご覧願います。左側が改正前、右側が改正後となっております。 

はじめに、改正条例案の第１条関係でございます。勤勉手当、第１７条第２項第

１号につきましては、勤勉手当の支給率を「１００分の９２.５」から「、６月に

支給する場合には１００分の９２.５、１２月に支給する場合には１００分の９７.

５」に改めるものでございます。 

次に、別表第１につきましては、次の２ページから７ページのとおり、再任用職

員を含む一般職の行政職給料表を改めるものでございます。 

８ページをお開き願います。 

改正条例案の第２条関係でございます。住居手当、第９条の２第１項につきまし

ては、手当の対象となる家賃の月額の下限を「１万２,０００円」から「１万６,０

００円に改めるものでございます。第２項におきましては、２行目の「掲げる額」

を「定める額」に改め、手当を算定する際の家賃の区分月額を「２万３,０００

円」から「２万７,０００円」に改め、第１号で区分月額以下の場合の控除額「１

万２,０００円」を「１万６,０００円」に改め、第２号で区分月額を超える場合の

控除額を「２万３,０００円」から「２万７,０００円」に改め、算定による上限額

「１万６,０００円」を「１万７,０００円」に改め、手当の上限額を「２万７,０

００円」から「２万８,０００円」に引き上げるものでございます。 

次に、勤勉手当、第１７条につきましては、令和２年度以降の勤勉手当の支給率

を平準化するもので、次のページ、９ページをお願いいたします。 

第２項第１号におきまして、下線部の「、６月に支給する場合には１００分の９

２.５、１２月に支給する場合には１００分の９７.５」を「１００分の９５」に改
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めるものでございます。 

議案書にお戻り願います。 

５ページでございます。 

中ほどの附則でございます。まず、施行期日等の規定でございます。第１項、こ

の条例は公布の日から施行する。ただし、第２条及び第４項の規定は、令和２年４

月１日から施行する。第２項、第１条の規定による改正後の美里町一般職の職員の

給与に関する条例（以下「改正後の給与条例」という。）の規定は、平成３１年４

月１日から適用するといたしております。 

次に、給与の内払の規定でございます。第３項、改正後の給与条例の規定を適用

する場合には、第１条の規定による改正前の美里町一般職の職員の給与に関する条

例（以下「改正前の給与条例」という。）の規定に基づいて支給された給与は、改

正後の給与条例の規定による給与の内払とみなすといたしております。 

次に、住居手当に関する経過措置の規定でございます。第４項、第２条の規定の

施行の日（以下この項において「一部施行日」という。）の前日において同条の規

定による改正前の給与条例第９条の２の規定により支給されていた住居手当の月額

が２,０００円を超える職員であって、一部施行日以後においても引き続き当該住

居手当に係る住宅（貸間を含む。）を借り受け、家賃（使用料を含む。以下この項

において同じ。）を支払っているもののうち、次の各号にいずれかに該当するもの

（規則で定めるものを除く。）に対しては、一部施行日から令和３年３月３１日ま

での間、第２条、次のページをお願いします、の規定による改正後の給与条例第９

条の２の規定にかかわらず、当該住居手当の月額に相当する額（当該住居手当に係

る家賃の月額に変更があった場合には、当該相当する額を超えない範囲内で規則で

定める額。第２号において「旧手当額」という。）から２,０００円を控除した額

の住居手当を支給するといたしております。 

その対象となるものとしましては、第１号、第２条の規定による改正後の給与条

例第９条の２、各号のいずれにも該当しないこととなる職員。第２号、旧手当額か

ら第２条の規定による改正後の給与条例第９条の２の規定により算出される住居手

当の月額に相当する額を減じた額が２,０００円を超えることとなる職員といたし

ております。これは、改正前に２,０００円を超える手当を支給されているもの

で、引き続き同じところを借りているものが、支給に該当しなくなった、２,００

０円を超える減額となった場合に対して、１年間はこれまでの手当から２,０００

円を減額して支給するものでございます。第５項、前項に定めるもののほか、同項

の規定による住居手当の支給に関し必要な事項は、規則で定めると致しておりま

す。 
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最後に、規則への委任への規定でございます。第６条、前２項に定めるもののほ

か、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定めるといたしております。 

以上で、議案第７５号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。これから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第７５号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立であります。 

したがいまして、議案第７５号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第７６号 美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

○議長（吉田美好君） 日程第９、議案第７６号、美里町一般職の任期付職員の採用等

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） 議案第７６号について、ご説明申し上げます。 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院勧告に基づき、一般職の任期付職員の給与を改定

したいため提案するものでございます。 

今回の改正につきましては、特定任期付職員の給料月額の改定及び本年１２月の
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期末手当の支給率の改定並びに令和２年度以降の期末手当の支給率の平準化に係る

ものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

改正条例案につきましては、第１条及び第２条の２条立てとなっております。内

容につきましては、説明資料の新旧対照表により説明させていただきます。 

議案第７６号資料、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の新旧対照

表をご覧願います。左側が改正前、右側が改正後となっております。 

はじめに、改正条例案の第１条関係でございます。給与に関する特例、第５条に

つきましては、特定任期付職員の給料月額を表のとおり改めるものでございます。 

次に、給与条例の適用除外等第６条第２項につきましては、次のページをお願い

します。特定任期付職員の期末手当の支給率を、４行目下線部「１００分の１６

７.５」から「、６月に支給する場合には１００分の１６７.５、１２月に支給する

場合には１００分の１７２.５」に改めるものでございます。 

次のページをお開き願います。 

改正条例案の第２条関係でございます。給与条例の適用除外等第６条第２項につ

きましては、令和２年度以降の特定任期付職員の期末手当の支給率を平準化するも

ので、９行目の下線部「、６月に支給する場合には１００分の１６７.５、１２月

に支給する場合には１００分の１７２.５」を「１００分の１７０」に改めるもの

でございます。 

議案書にお戻り願います。 

中ほどの附則でございます。まず、施行期日等の規定でございます。第１項、こ

の条例は公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和２年４月１日から

施行する。第２項、第１条の規定による改正後の美里町一般職の任期付職員の採用

等に関する条例（以下「改正後の任期付職員条例」という。）の規定は、平成３１

年４月１日から適用するといたしております。 

次に、給与の内払の規定でございます。第３項、改正後の任期付職員条例の規定

を適用する場合には、第１条の規定による改正前の美里町一般職の任期付職員の採

用等に関する条例の規定に基づいて支給された給与は、改正後の任期付職員条例の

規定による給与の内払とみなすといたしております。 

以上で、議案第７６号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。これから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第７６号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立であります。 

したがいまして、議案第７６号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第７７号 フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（吉田美好君） 日程第１０、議案第７７号、フォレストアドベンチャー・美里

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。髙田林務観光課長。 

○林務観光課長（髙田浩幸君） それでは、議案第７７号の内容説明をいたします。 

議案第７７号、フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例を別紙のとおり定める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。フォレストアドベンチャー・美里について、指定管理者

による管理運営を行うために、関係条例を改正したいので提案するものでございま

す。 

次のページをご覧ください。 

フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する条例の一部を次のように

改正する。「第１２条」を「第１７条」とし、第９条から第１１条までを５条ずつ

繰り下げ、第８条の次に次の５条を加える。 

別紙議案第７７号の資料、新旧対照表をご覧ください。 
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議案第７７号資料、フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する条例

新旧対照表。左が改正前、右が改正後となっております。 

まず、第９条です。利用料の減額または免除に関するものの規定。 

次に、第１０条では、地方自治法第２４４条の２第３項の規定により、法人その

他の団体であって町長が指定するものに行わせる規定でございます。同条の第２項

では、町長の承認を受け、利用時間の変更、休業日を定める規定であり、また、第

３項では指定管理者への読み替えでございます。 

次に、第１１条では、業務の範囲を規定しております。 

次のページをご覧ください。 

利用料金でございます。第１２条では、料金を指定管理者の収入として収受させ

る規定でございます。同条第２項では、利用料金額は、最後のページにございます

が、別表に定める額の上限額の規定をしております。同条第３項では、町長の承認

を受け、利用料金の減額、免除の規定であります。 

また、第１３条では、指定期間が満了したときの原状回復の義務の規定でありま

す。第２項では、それらの義務を履行しない場合の費用の徴収の規定でございま

す。 

最後のページをご覧ください。最後のページの別表でございます。 

今回の改正で、アドベンチャーコース、ロングジップスライドコース、二つござ

いますが、大人及び子供料金を一律に改定し、消費税込みのそれぞれ３,８００

円、２,０００円に改定いたしますが、同第１２条第３項の規定により、運営上子

供料金相当額及び季節料金設定も可能であるという提案でございます。 

議案書の２ページにお戻りください。 

附則です。この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

以上で、議案第７７条の説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。これから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 
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議案第７７号、フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立

を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第７７号、フォレストアドベンチャー・美里設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第７８号 消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について 

○議長（吉田美好君） 日程第１１、議案第７８号、消費税率及び地方消費税率の引上

げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） 議案第７８号について、ご説明申し上げます。 

消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について 

消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例を別紙

のとおり定める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。消費税法及び地方税法の一部を改正する法律が施行さ

れ、消費税及び地方消費税の税率が引き上げられることに伴い、施設使用料金の見

直しも併せて行うことついて、関係条例を改正する必要が生じたため提案するもの

でございます。 

次のページをお開き願います。 

消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例 

改正条例案につきましては、第１条から第１３条までとなっており、関係する公

共施設の使用等に関し、利用料金等を一部改正するものでございます。内容につき

ましては、説明資料の新旧対照表により説明させていただきます。 

別冊の議案第７８号資料、消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例

の整備に関する条例の新旧対照表をご覧願います。 

まず、第１条関係、美里町立学校体育施設等の使用に関する条例の一部改正でご

ざいます。左側が改正前、右側が改正後となっております。 

まず、小中学校のグラウンド及び体育館の利用料金につきまして、別表の中、
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「１,０８０円」を「１,１００円」に、「２,１６０円」を「２,２００円」に、

「４,３２０円」を「４,４００円」に、「５４０円」を「５５０円」に改め、次の

ページ、中央小学校陶芸室の欄でございますが、「１００円」を「１１０円」に、

「６５０円」を「６６０円」に改めるものでございます。 

その次のページ、３ページをお開き願います。 

第２条関係、美里町公民館条例の一部改正でございます。別表におきまして、

（１）が中央公民館、（２）が西分館となっております。３ページから４ページの

表の中におきまして、まず「６５０円」を「６６０円」、「５４０円」を「５５０

円」、「１,０８０円」を「１,１００円」に改めるものでございます。 

５ページをお開き願います。 

第３条関係、美里町文化交流センター条例の一部改正でございます。別表１の表

の中におきまして、５ページから６ページまでが別表１、７ページに別表２、７ペ

ージから９ページまで別表３といたしております。これにつきましては、各施設等

の料金を記載しておりますが、この文化交流センター分につきましては、消費税率

等分の引き上げばかりでなく、全体的な見直しも併せた改正となっております。 

１０ページをお開き願います。 

第４条関係、美里町陶芸室条例の一部改正でございます。別表の中「４１０円」

を「４４０円」に、「５１０円」を「５５０円」に、「素焼き１,５４０円・本焼

き２,５７０円」を「素焼き１,６５０円・本焼き２,７５０円」に改めるものでご

ざいます。 

次のページ、１１ページをお開き願います。 

第５条関係、美里町体育館施設条例の一部改正でございます。別表第２の中にお

きまして、「５４０円」を「５５０円」に、「１,０８０円」を「１,１００円」

に、「８７０円」を「８８０円」に、「２,１６０円」を「２,２００円」に改める

ものでございます。 

１３ページをお願いいたします。 

第６条関係、美里町グラウンド施設条例の一部改正でございます。１３ページの

別表第１が美里町町営球技場、その下、別表第３が美里町カントリーパーク、その

次のページで別表第４が美里町農山村広場、その下、別表第５が美里町スポーツセ

ンター、別表６、その次のページ、別表第６が美里町佐俣せせらぎ広場となってお

ります。この全ての表の中におきまして、まず「１,５２０円」を「１,５４０円」

に、「７６０円」を「７７０円」に、「１,０８０円」を「１,１００円」に、「５

４０円」を「５５０円」に、「２,１６０円」を「２,２００円」に、それと「８７

０円」を「８８０円」に改めるものでございます。 
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１６ページをお開き願います。 

第７条関係、美里町総合運動公園グラウンド施設条例の一部改正でございます。

別表内におきまして、「５４０円」を「５５０円」に、「２,１６０円」を「２,２

００円」に、「４,３２０円」を「４,４００円」に、「１,０８０円」を「１,１０

０円」に、「３,２４０円」を「３,３００円」に、「６,４８０円」を「６,６００

円」に、「８７０円」を「８８０円」に、「６５０円」を「６６０円」にそれぞれ

改めるものでございます。 

次のページ、１７ページをお開き願います。 

第８条関係、美里町砥用Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正でございます。最初

の表の中で「８７０円」を「８８０円」に、次の表の中で「１,０８０円」を「１,

１００円」に、「２,１６０円」を「２,２００円」に。 

それから、次のページをお願いいたします。 

「５４０円」を「５５０円」に、「７６０円」を「７７０円」にそれぞれ改める

ものでございます。 

１９ページをお開き願います。 

第９条関係、美里町中央屋内ゲートボール場条例の一部改正でございます。別表

の中「１００円」を「１１０円」に、「２００円」を「２２０円」に改めるもので

ございます。 

２０ページをお開き願います。 

第１０条関係、美里町農村婦人の家条例の一部改正でございます。これにつきま

しては、表全体を改正しております。主に消費税率等引上げ相当分の改定となって

おります。下から四つ目の洗濯室の欄を削除をいたしております。 

その次のページをお願いします。 

このページで、ポン菓子機と食品乾燥機の欄を削除し、味噌作りについては区分

の変更を行っております。 

２２ページをお開き願います。 

第１１条関係、美里町総合交流ターミナル条例の一部改正でございます。別表第

２の中で、この施設につきましては、入館料と宿泊料の一部見直しをして改正をい

たしております。まず、入館料につきましては「５００円」を「５５０円」に、

「５,０００円」を「５,５００円」に改め、次のページをお願いいたします。宿泊

施設の中で休日前及びシーズンの「１万２,０００円」を「１万５,０００円」に改

めるものでございます。 

２４ページをお開き願います。 

第１２条関係、美里町ガーデンプレイス・家族村条例の一部改正でございます。
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別表全体を改めており、消費税率等引上げ相当分に見直し分を加えた改定となって

おります。また、テントと木炭の一部の欄を削除いたしております。 

２６ページをお開き願います。 

第１３条関係、美里町やすらぎ交流体験施設条例の一部改正でございます。別表

の中「３,０８０円」を「３,３００円」に、「４,１２０円」を「４,４００円」

に、「２１０円」を「２２０円」に改めるものでございます。 

議案書にお戻り願います。 

条例案の７ページになります。 

最後の附則でございます。この条例は、令和２年４月１日から施行するといたし

ております。 

以上で、議案第７８号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。これから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

１１番、濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 質問いたします。 

別冊の資料、７８号の資料の１７ページの美里町砥用Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の

新旧対照表で、１８ページの欄で、カヌーからローボート（４人乗）というのがご

ざいますけども、昨年あたりの利用状況等がわかればと思ってお尋ねをしたいんで

すけども、多分、すぐには多分答えが出てこないかもしれませんので、まずお尋ね

します。 

○議長（吉田美好君） 中川社会教育課長。 

○社会教育課長（中川幸生君） ご説明をいたします。 

ただいまローボート（２人乗）、それからローボート（４人乗）の利用状況なん

ですけども、のちほど調べましてご回答させていただきます。 

よろしいでしょうか。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） ローボート二つも含めて、上の段からカヌーからＯＰヨット

ですかね、全てわかればと思ってお尋ねしたところですので、また後日でも結構で

すのでお知らせいただければと思います。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 濱田議員、後日でいいですか。これ料金改正ですから今日決定

をしますけども。 

濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 失礼しました。改正については賛否をしますので、この私の
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質問に関しては後日で結構でございます。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） ほかに質疑はありませんか。 

１０番、福田君。 

○１０番（福田秀憲君） ただいま上程中の議案第７８号について、質問をいたしま

す。 

１６ページを開けていただきまして、ここのですね、総合運動公園の中に登はん

施設っていうのがありますが、これは今使っているのかどうか。これは確か使って

ないんじゃないかなと思うんですけれども。 

○議長（吉田美好君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（中川幸生君） ご説明をいたします。 

登はん施設でございます。今の、現在のですね登はん施設の利用についてはござ

いません。ただ、施設をですね管理ということで、こちらのほうで、社会教育施設

ということで管理は行っているところです。利用についてはありません。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 私がちょっと監査なんかやって聞いたところによりますと、

もう使っていないというか、これはもう廃棄するんだということでお聞きしており

ます。危ないんでもうそれ使わせないんだということでありますので、このあたり

はいらないんじゃないかなという思いがしておりますが、いかがですか。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 確かにそういう話も出ているところです。ただ、まだ正式に撤

去するという決定と、それから予算付けもまだしておりませんので、一応はこの料

金表には載せていただいておりますが、正式にもう撤去をする、それから予算をお

願いするような状況になりましたら削除をさせていただくことになると考えており

ます。 

○議長（吉田美好君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 施設があって、もう危険だということで使わせない、近くに

も寄ってはいけないということでしておられますので、早急に対応したほうが私は

いいんじゃないかなという思いがしております。何かがあったときは遅いと思いま

すので、ぜひ対応をお願いしたいと思います。 

終わります。 

○議長（吉田美好君） ほかにありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第７８号、消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の整備に関

する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第７８号、消費税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関

係条例の整備に関する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

ここでしばらく休憩をします。再開を２時１０分とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時４８分 

再開 午後２時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第７９号 令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号） 

日程第１３ 議案第８０号 令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 

日程第１４ 議案第８１号 令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第１５ 議案第８２号 令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

日程第１６ 議案第８３号 令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第１７ 議案第８４号 令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号） 

○議長（吉田美好君） 日程第１２、議案第７９号、令和元年度美里町一般会計補正予

算（第５号）から、日程第１７、議案第８４号、令和元年度美里町簡易水道事業特

別会計補正予算（第３号）までの補正予算６案件についてを一括して議題としたい

と思います。 



 － 45 － 

お諮りします。日程第１２、議案第７９号から日程第１７、議案第８４号までの

６案件についてを一括議題とし、本日は内容説明のみ行い、質疑、討論、採決は最

終日に行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、日程第１２、議案第７９号から日程第１７、議案第８４号まで

を一括議題とし、本日は内容説明のみを行い、質疑、討論、採決は最終日に行うこ

とに決定をいたしました。 

それでは、議案第７９号から議案第８４号までを一括議題とします。 

まず、議案第７９号、令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号）の内容説明

を求めます。宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） それでは、議案第７９号について、ご説明申し上げます。 

別冊の一般会計補正予算書（第５号）の１ページをお開き願います。 

議案第７９号、令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号） 

令和元年度美里町の一般会計の補正予算（第５号）は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８,

５６３万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８５億１,

２０８万円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為

補正」による。 

地方債の補正、第３条、地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」によ

る。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

５ページをお開き願います。 

第２表、債務負担行為補正でございます。 

はじめに、複写機等パフォーマンス契約、中央庁舎２台・砥用庁舎２台分でござ

います。期間につきましては、令和２年度から令和６年度まで、限度額につきまし

ては、複写機等パフォーマンス契約により美里町が支払うべき額といたしておりま

す。これは現在の機器が導入から６年目となり、不具合の増加で事務への影響が見

られるために更新するものでございます。 

次に、教育の日講演会委託業務、期間につきましては令和２年度から令和２年度
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まで、限度額につきましては３００万円といたしております。これは令和２年度が

教育の日が定められて１５回目の記念講演であり、早い段階で講師の確保を行うた

めのものでございます。 

次のページをお願いします。 

第３表、地方債補正でございます。 

はじめに、地方債の追加でございます。緊急自然災害防止対策事業（公共土木施

設）分、限度額７００万円、旧合併特例事業（福祉事業）分３,４６０万、計２

件、限度額の合計が４,１６０万円を追加いたしております。起債の方法、利率、

償還の方法は表内記載のとおりでございます。 

次のページをお願いします。 

次に地方債の変更でございます。過疎対策事業（公共土木施設整備事業）分の限

度額を「２億１,７５０万円」から「２億１,１００万円」に、旧合併特例事業（公

共土木施設整備事業）分の限度額を「８,０５０万円」から「８,７７０万円」にそ

れぞれ変更いたしております。起債の方法、利率、償還の方法については変更はご

ざいません。 

１０ページをお開き願います。 

歳入歳出補正予算事項別明細書の２、歳入でございます。 

はじめに、一つ目の枠、款の１２分担金及び負担金、項の１分担金、目の２災害

復旧費分担金におきましては、農用地等災害復旧事業分担金、現年災分として、事

業費の１割を見込み２３０万円を計上いたしております。 

次の枠、項の２負担金、目の１民生費負担金におきましては、１０月からの認定

こども園等の無償化により、保育所保護者負担金（現年分）９４１万２,０００円

を減額いたしております。 

四つ目の枠、款の１４国庫支出金、項の１国庫負担金、目の２民生費国庫負担金

におきましては、実績見込みによりまして障害児通所支援給付費負担金２１１万

４,０００円を計上し、項の２国庫補助金、目の２民生費国庫補助金におきまして

は、補助交付基準の改正により、放課後児童健全育成事業補助金２３３万３,００

０円を計上いたしております。 

次のページをお開き願います。 

一つ目の枠、目の４土木費国庫補助金におきましては、実績見込みにより、がけ

地近接等危険住宅移転事業補助金を２０８万４,０００円減額し、福祉保健センタ

ー湯の香苑体育施設耐震改修工事及び管理の補助対象分として、その下、社会資本

整備総合交付金（防災・安全）分６４８万５,０００円を計上いたしております。 

三つ目の枠、款の１５県支出金、項の１県負担金、目の１民生費負担金におきま
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しては、障害児通所支援給付費負担金１０５万７,０００円を計上いたしておりま

す。 

四つ目の枠、項の２県補助金、目の１総務費県補助金におきましては、国の消費

活性化対策として、個人番号カード利用環境整備費補助金１５４万５,０００円を

計上、その下、熊本県企業局水力発電所地元振興支援事業交付金１,０００万円に

つきましては、県企業局が所有する水力発電所のうち、リニューアル事業の対象発

電所施設が所在する自治体に対し、地域課題等への対応を支援し、地域の活性化を

図ることにより地域住民等の水力発電に対する理解や協力を得ながら、リニューア

ル事業を円滑に完了させることを目的とし、対象経費に対して１０分の１０の定額

補助で上限１,０００万円、事業期間は本年度から令和３年度まで、今回の計上が

初年分となり、森林体験公園施設の備品購入等へ充てることとしております。目の

２民生費補助金におきましては、地域支え合いセンター設置・運営事業補助金（震

災分）７００万８,０００円を計上しておりますが、これは当初、財源に平成２８

年熊本地震復興基金繰入金を充てていたものの、県補助金が活用可能となったため

財源変更によるものでございます。その下、放課後児童健全育成事業補助金につき

ましては、交付基準の改正により２３３万３,０００円を計上いたしております。 

次のページをご覧願います。 

一つ目の枠、目の４農林水産業費県補助金におきましては、農用地等災害復旧事

業補助金（Ｒ１災）分として２,０７０万円を計上、目の５土木費県補助金におき

ましては、実績見込みによりがけ地近接等危険住宅移転事業補助金を１０４万２,

０００円減額いたしております。 

一番下の枠、款の１６財産収入、項の２財産売払収入、目の２物品売払収入にお

きましては、インターネットによる公用車３台分の売払収入として３２万４,００

０円を計上いたしております。 

次のページをお開き願います。 

一つ目の枠、款の１７寄附金、項の１寄附金、目の３教育費寄附金におきまして

は、教育費寄附金（学校教育）分１００万円を計上し、各小中学校の備品購入に充

てることといたしております。 

二つ目の枠、款の１８繰入金、項の１基金繰入金、目の１基金繰入金におきまし

ては、財源調整のため財政調整基金繰入を９,８２９万３,０００円計上し、その

下、平成２８年熊本地震復興金繰入金につきましては、先ほどの地域支え合いセン

ター設置運営事業の財源組み替え等により６５３万７,０００円を減額いたしてお

ります。 

三つ目の枠、款の２０諸収入、項の５雑入、目の４過年度収入におきましては、
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被用者等の過不足の決定により、児童手当交付金（追加交付分）、国・県合わせて

３４９万６,０００円を計上いたしております。 

四つ目の枠、款の２１町債、項の１町債、目の２民生債におきましては、旧合併

特例事業（福祉事業）分３,４６０万円を計上しております。これは福祉保健セン

ター湯の香苑の体育施設耐震改修事業に充てるものでございます。目の６土木債に

おきましては、町道維持工事等の事業内容を変更に伴い、過疎対策事業債（公共土

木施設整備事業）分を６５０万円減額し、旧合併特例事業債（公共土木施設整備事

業）分を７２０万円増額計上いたしております。 

次のページをお願いします。 

緊急自然災害防止対策事業債（公共土木分）として７００万円を計上しておりま

す。これは単県工事負担分の増額によるものでございます。 

次のページをお開き願います。 

１５ページからが歳入歳出補正予算事項別明細書の３、歳出でございます。 

１６ページをご覧願います。 

款の２総務費、項の１総務管理費、目の１一般管理費におきましては、宇城広域

連合負担金（総務費）分として１１３万８,０００円を計上しております。目の５

財産管理費におきましては、両庁舎の電気代等支出見込の見直しにより、光熱費を

１８０万円計上いたしております。 

１８ページをお開き願います。 

款の３民生費、項の１社会福祉費、目の３障害者福祉費におきましては、節の２

０扶助費におきまして、利用者数及び利用率の増加により障害児通所支援給付費４

２２万８,０００円を計上、その下、節の２３償還金、利子及び割引料におきまし

ては、負担金の清算に伴い、平成３０年度障害者自立支援給付費国庫負担金返還金

１９６万７,０００円、県費負担金返還金１１５万１,０００円、障害児通所給付費

国庫負担金返還金７１万５,０００円、県費負担金返還金３５万８,０００円、障害

者医療国庫負担金返還金４１６万円、県費負担金返還金１９１万４,０００円、障

害者総合支援事業国庫補助金返還金２,０００円、合わせて１,０２６万７,０００

円を計上いたしております。 

次のページをお開き願います。 

目の５介護保険事務費におきましては、介護給付費及び事務費用としまして介護

保険特別会計繰出金３４６万１,０００円を計上、目の６後期高齢者医療費におき

ましては、後期高齢者医療広域連合療養給付費過年度清算分負担金３７８万５,０

００円を計上いたしております。目の７社会福祉施設費におきましては、保健セン

ター湯の香苑（体育施設）耐震改修工事の監理業務委託料２４０万円、工事費４,



 － 49 － 

３００万円を計上いたしております。 

２０ページをご覧願います。 

二つ目の枠、項の３児童福祉費、目の１児童福祉総務費におきましては、補助基

準の算定方法が改正されたことにより、放課後児童健全育成事業委託料５４２万

７,０００円を増額、目の２児童措置費におきましては、制度改正に伴い、延長保

育促進事業補助金等４補助金合わせて２３３万９,０００円を計上、その下、児童

手当国交付金返還金につきましては、平成３０年度分の交付額の決定により３２９

万３,０００円を計上いたしております。 

次のページをお開き願います。 

一つ目の枠、款の４衛生費、項の１保健衛生費、目の５環境衛生費におきまして

は、白石野地区共同墓地復旧支援事業補助金として６０万４,０００円を計上いた

しておりますが、平成２８年熊本地震復興基金交付金により事業費の２分の１を補

助するものでございます。目の７水道施設整備費におきましては、施設の修繕、拡

張給水工事、管の布設替え等のため、簡易水道事業特別会計繰出金３４５万６,０

００円を計上いたしております。 

２２ページをご覧願います。 

一つ目の枠、款の５農林水産業費、項の１農業費、目の４農業振興費におきまし

ては、イノシシ、シカ等の捕獲見込みにより、鳥獣被害防止緊急捕獲支援事業交付

金５００万円を計上いたしております。 

次のページをお開き願います。２３ページです。 

二つ目の枠、款の６商工費、項の１商工振興費、目の３森林体験公園費におきま

しては、ロングジップ施設の修繕のため、森林体験公園施設修繕料１７０万円を計

上し、先ほど歳入で説明いたしました熊本県企業局水力発電所地元振興支援事業交

付金を充当し、施設内誘導サイン等製作設置手数料５３万円、スタッフ研修委託料

２６万４,０００円、安全装備品の改善のため、森林体験公園設備品購入費として

９８０万円を計上いたしております。 

その下の枠、款の７土木費、項の１土木管理費、目の１土木総務費におきまして

は、単県工事費負担金８６９万３,０００円を増額、当初予算と合わせて１,８６９

万３,０００円となり、９件の単県事業の町負担分となっております。その下、が

け地近接等危険住宅移転事業補助金につきましては、実績見込みにより４１６万

８,０００円を減額、住宅耐震化支援事業（設計・改修）補助金につきましては、

実施見込みがないため２００万円を減額いたしております。 

次のページをご覧願います。 

一つ目の枠、項の２道路橋梁費、目の３道路新設改良費におきましては、工事請
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負費において、社会資本整備総合交付金事業分２,１００万円を減額し、道整備交

付金事業分７００万円を増額、その下、立木補償費１,４００万円を計上しており

ますが、内容としましては社公金事業分を２,１００万円増額、道整備事業分を７

００万円減額しているもので、それぞれの事業費の総額に変更はなく、事業内容の

変更に対応したものとなっております。 

一番下の枠、項の４住宅費、目の１住宅管理費におきましては、八幡原団地及び

片平団地の水道施設、その他町営住宅修繕料として６８８万５,０００円を計上、

その下、社会資本整備総合交付金事業（応急仮設住宅利活用事業）分の工事費５４

０万円を計上いたしております。 

２５ページをお開き願います。 

一つ目の枠、款の８消防費、項の１消防費、目の１非常備消防費におきまして

は、防火水槽整備工事費２３０万円を計上いたしておりますが、小筵及び有安地区

の工事において、追加の仮設工事及び地盤補強等を行う必要が生じたために増額す

るものでございます。その下、宇城広域連合負担金（消防費）分としまして１１６

万１,０００円を計上いたしております。 

２６ページをご覧願います。 

一つ目の枠、款の９教育費、項の２小学校費、目の２教育振興費におきまして

は、令和２年度から使用する教科書改訂関連消耗品費５０５万４,０００円、教科

書改訂関連備品購入費４７９万５,０００円をそれぞれ計上いたしております。 

二つ目の枠、項の３中学校費、目の１学校管理費おきましては、励徳小学校区の

スクールバス委託料１６３万３,０００円を計上し、目の２教育振興費におきまし

ては、要保護準要保護児童生徒援助費として１１０万円を計上いたしております。 

２８ページをお開き願います。 

一つ目の枠、款の１０災害復旧費、項の１農林水産業施設災害復旧費、目の１農

用地等災害復旧費におきましては、平成２８年災に係る重機等借上料５００万円を

計上、農用地等災害復旧工事費、令和元年度分につきましては２,３００万円計上

しておりますが、施設３件、農地５件分の工事費となっております。その下、災害

復旧資材代につきましては、これも平成２８年災に係るもので２００万円を計上い

たしております。 

二つ目の枠、項の２公共土木施設災害復旧費、目の２国庫負担災害復旧費の災害

復旧工事費（平成３０災単独負担分）２５０万円につきましては、町道２路線の工

事に係るものでございます。 

以上で、議案第７９号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議案第７９号の内容説明を終わります。 
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次に、議案第８０号、令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）の内容説明を求めます。松永健康保険課長。 

○健康保険課長（松永栄作君） 議案第８０号について、ご説明申し上げます。 

別冊の議案第８０号、令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算書（第２

号）の１ページをお開き願います。 

議案第８０号、令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

令和元年度美里町の国民健康保険特別会計の補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２,

５２８万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億１,

７０３万７,０００円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補

正」による。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

予算の詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書によりご説明いたし

ます。 

４ページをお開き願います。 

歳入支出補正予算事項別明細書の２、歳入でございます。 

第３款、第２項の国庫補助金につきましては、第１目システム開発費等補助金に

おきまして２３８万７,０００円を追加しております。歳出における国民健康保険

システム改修委託料の増額補正に伴い、特定財源として計上したものでございま

す。 

第４款、第１項県負担金につきましては、第１目保険給付費等交付金におきまし

て、普通交付金を１億２,２７６万円追加しております。歳出における一般被保険

者療養給付費及び一般被保険者高額療養費の増額補正に伴い、特定財源として計上

したものでございます。 

第６款、第１項他会計繰入金につきましては、第１目一般会計繰入金におきまし

て１０万２,０００円を追加しております。事務費繰入金を計上したものでござい

ます。 

第８款、第２項雑入につきましては、特定健康診査・特定保健指導等事業返還金

を３万４,０００円追加しております。熊本県国保連合会の同事業特別会計の平成

３０年度における剰余金が返還されるものでございます。 

５ページをお開き願います。 

３、歳出でございます。 
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第１款、第１項総務管理費につきましては、第１目一般管理費におきまして、第

三者行為求償事務委託料及び国民健康保険システム改修委託料の不足が見込まれる

ため２４１万１,０００円を追加しております。なお、国民健康保険システム改修

委託料につきましては、法改正に伴うものであり、国庫補助金の同額を特定財源と

しております。 

第１款、第３項運営協議会費につきましては４万８,０００円を追加しておりま

す。 

第２款、第１項療養諸費につきましては、第１目一般被保険者療養給付費におき

まして１億３７０万４,０００円追加しております。 

また、次の枠になりますが、第２款、第２項高額療養費につきましては、第１目

一般被保険者高額療養費におきまして１,９０５万６,０００円を追加しておりま

す。本年度の実績により一般被保険者療養給付費と一般被保険者高額療養費の不足

が見込まれますので増額するものでございます。保険給付等交付金を特定財源とし

ております。 

第５款、第２項保健事業費につきましては、第２目疾病予防費におきまして、カ

ラープリンター保守委託料の不足が見込まれるため５万４,０００円を追加してお

ります。 

６ページをご覧願います。 

第８款、第１項償還金及び還付加算金につきましては、過年度分の療養給付費等

負担金と財政調整交付金の一部を返還する必要がありますので１２１万６,０００

円を追加しております。 

第９款予備費につきましては、歳入歳出予算の調整により１２０万６,０００円

を減額しております。 

以上で、議案第８０号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議案第８０号の内容説明を終わります。 

次に、議案第８１号、令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算（第３号）の

内容説明を求めます。中村福祉課長。 

○福祉課長（中村武志君） 議案第８１号につきまして、ご説明申し上げます。 

別冊補正予算書、第３号、１ページをお開きください。 

議案第８１号、令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

令和元年度美里町の介護保険特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,８８

１万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０億６,２４
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２万９,０００円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分

ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」

による。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

５ページをお開きください。 

２の歳入につきまして、ご説明申し上げます。 

最初の枠をお願いいたします。款３国庫支出金、目１介護給付費負担金です。保

険給付費の増額に伴い３５９万５,０００円を計上しております。 

２段目の枠をお願いいたします。同じく国庫支出金、目１調整交付金です。保険

給付費の増額に伴い５３０万１,０００円を計上しております。次の欄をお願いい

たします。目９保険者機能強化推進交付金です。交付額確定により１１８万３,０

００円を計上しております。 

３段目の枠をお願いいたします。款４支払基金交付金、目１介護給付費交付金で

す。保険給付費の増額に伴い７４３万４,０００円を計上しております。 

４段目の枠をお願いいたします。款５県支出金、目１介護給付費負担金です。保

険給付費の増額に伴い５３５万２,０００円を計上しております。 

５段目の枠をお願いいたします。款５県支出金、項２県補助金、目３介護基盤緊

急整備特別対策事業補助金、節２施設開設準備経費助成特別対策事業補助金９８万

８,０００円を計上しております。これは介護医療院への転換整備に伴います研修

費、備品購入費としての県補助金でございます。なお、充当先につきましては、歳

出の款１総務費、節１９負担金、補助及び交付金へ充当しております。 

最後の枠をお願いいたします。款７繰入金、目１介護給付費繰入金です。保険給

付費の増額に伴い３４４万１,０００円を繰り入れております。同じく繰入金、目

５その他一般会計繰入金、節１事務費繰入金として２万円を繰り入れております。 

６ページをお願いいたします。 

款７繰入金、目１介護給付費基金繰入金です。保険給付費の増額に伴い１５０万

円を繰り入れております。 

７ページをお願いいたします。 

３、歳出につきまして、ご説明申し上げます。 

最初の枠をお願いいたします。款１総務費、目１一般管理費、節１９負担金、補

助及び交付金９８万８,０００円を計上しております。歳入でご説明いたしました

医療機関が介護医療院への転換整備を行うための県の補助金でございます。 

２段目の枠をお願いいたします。款２保険給付費、目１介護サービス等給付費、

節１９負担金、補助及び交付金２,７５６万２,０００円を追加補正しております。
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これは、介護給付費の見込み額の増額に伴うものでございます。なお、見込額につ

きましては、説明欄にあります各サービス給付費の増減額及び月平均給付費を算出

し、決算見込み額を試算しております。 

３段目の枠お願いいたします。款２保険給付費、目１介護サービス等給付費、節

１９負担金、補助及び交付金につきまして６９７万４,０００円を減額しておりま

す。これは、説明欄にあります各サービス給付費の増減額及び月平均給付費を算出

し、決算見込み額を試算しております。 

最後の枠をお願いいたします。款２保険給付費、目１高額介護サービス等費につ

きまして、決算見込みにより９５７万６,０００円を追加補正としております。 

８ページをお願いいたします。 

１段目の枠、款２保険給付費、目２高額医療費合算介護サービス等費につきまし

て、決算見込みにより２６３万３,０００円の減額補正をしております。 

２段目の枠をお願いいたします。同じく保険給付費、目１審査支払手数料につき

ましては、財源の組み替えを行っております。 

３段目の枠をお願いいたします。款３地域支援事業費、目１介護予防・生活支援

サービス事業費につきまして、決算見込みにより３０万円の追加補正をしておりま

す。 

４段目の枠をお願いいたします。同じく地域支援事業、目１一般介護予防事業費

につきましては、財源の組み替えを行っております。 

９ページをお願いいたします。 

最初の枠です。款５諸支出金、目１第１号被保険者保険料還付金として５万７,

０００円、同じく目２償還金として２７万円を追加補正しております。これは３０

年度分の地域支援事業県交付金の返還金でございます。 

最後の枠をお願いいたします。款６予備費です。歳入歳出の調整により３６万円

の減額補正を行っております。 

以上で、議案第８１号につきましての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議案第８１号の内容説明を終わります。 

次に、議案第８２号、令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号）の

内容説明を求めます。北島水道衛生課長。 

○水道衛生課長（北島浩徳君） 議案第８２号について、ご説明いたします。 

別冊補正予算書、１ページをお開き願います。 

議案第８２号、令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

令和元年度美里町の生活排水特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 
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歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６万３,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９,６４５万１,０

００円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額

並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをお開き願います。 

歳入についてご説明いたします。 

繰入金、一般会計繰入金につきましては、歳出補正予算の財源としまして６万

３,０００円を計上しております。 

次に、歳出についてご説明いたします。 

総務費、総務管理費、一般管理費におきましては、人事院勧告に伴い、給与、職

員手当等共済費等、合計６万３,０００円を増額しております。 

以上で、議案第８２号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議案第８２号の内容説明を終わります。 

次に、議案第８３号、令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）の内容説明を求めます。松永健康保険課長。 

○健康保険課長（松永栄作君） 議案第８３号について、ご説明申し上げます。 

別冊の令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算書（第２号）の１ペー

ジをお開き願います。 

議案第８３号、令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

令和元年度美里町の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５万

６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,９７２万円

とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

予算の詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書によりご説明いたし

ます。 

４ページをお開き願います。 

歳入歳出補正予算事項別明細書の２、歳入でございます。 

第３款、第１項一般会計繰入金につきましては、第２目保険基盤安定繰入金にお

きまして２５万６,０００円を追加しております。保険基盤安定負担金の確定によ

るものでございます。 
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次に、３、歳出でございます。 

第２款、第１項後期高齢者医療広域連合納付金につきましては２５万６,０００

円を追加をしております。歳入の保険基盤安定繰入金を特定財源とするもので、同

額を計上しております。 

以上で、議案第８３号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議案第８３号の内容説明を終わります。 

次に、議案第８４号、令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）の内容説明を求めます。北島水道衛生課長。 

○水道衛生課長（北島浩徳君） 議案第８４号について、ご説明いたします。 

別冊補正予算書、１ページをお開き願います。 

議案第８４号、令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

令和元年度美里町の簡易水道事業特別会計の補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７８５万

６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億８,３７１万

９,０００円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと

の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によ

る。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをお開き願います。 

まず、歳入についてご説明いたします。 

繰入金、一般会計繰入金につきましては、歳出補正予算の財源として３４５万

６,０００円計上をしております。 

次に、諸収入の雑入につきましては、県営事業の用水管布設替工事に伴います水

道布設替補償費としまして４４０万円計上をいたしております。 

次に、歳出についてご説明いたします。 

総務費、総務管理費、一般管理費におきましては、人事院勧告に伴い、給料、職

員手当等など、合計７万２,０００円を増額しております。次に、需用費の修繕料

につきましては、山出浄水場ろ過機及び減圧弁等の修繕料として１５１万８,００

０円増額しております。次に、工事請負費につきましては、鶴木野地区拡張工事の

給水工事増額分と県営事業用水管布設替工事に伴います水道管布設替工事分の合計

６２６万６,０００円を増額しております。公課費につきましては、消費税及び地

方消費税の不足分２９万円を増額。 

予備費につきましては、消費税増額に伴いまして２９万円減額をいたしておりま
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す。 

以上で、議案第８４号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、議案第８４号の内容説明を終わります。 

以上をもちまして、本日の日程は終了をしました。 

お諮りします。本日はこれで散会したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本日はこれで散会することに決定をいたしました。 

明日１１日水曜日は、午前１０時より会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時５５分 



 

 

第 ２ 号 
 

１２月１１日（水） 



令 和 元 年１２月１１日 (水)　

午  前  １０時００分　開　会　

１．議事日程

一般質問

順　番　(１)　５番　上　田　    孝　議　員　

順　番　(２)１１番　濱　田　憲　治　議　員　

順　番　(３)　４番　坂　田　竜　義　議　員　　

２．出席議員（１２名）

１番 髙　田　美千子　君 ２番 光　井　博　幸　君

３番 今　田　政　行　君 ４番 坂　田　竜　義　君

５番 上　田　 　 孝　君 ６番 松　永　正　憲　君

７番 中　川　政　司　君 ８番 吉　田　起　登　君

９番 上　村　則　幸　君 １０番 福　田　秀　憲　君

１１番 濱　田　憲　治　君 １２番 吉　田　美　好　君

３．欠席議員（なし）

４．説明のため出席した者

上　田　泰　弘　君 吉　住　慎　二　君

吉　永　公　力　君 宮　嵜　幸　仁　君

下　田　幸　輔　君 田　上　和　則　君

山　田　輝　臣　君 中　村　武　志　君

松　永　栄　作　君 富　永　英　司　君

髙　田　浩　幸　君 長　井　寿　浩　君

北　島　浩　徳　君 池　永　英　治　君

坂　村　    浩  君 中　川　幸　生　君

５．事務局職員出席者

倉　田　辰　実　君 津　田　里美子　君事 務 局 長 書 記

林務観光課長 建 設 課 長

水道衛生課長 会 計 課 長

学校教育課長 社会教育課長

企画情報課長 税 務 課 長

住 民 課 長 福 祉 課 長

健康保険課長 経 済 課 長

令和元年第４回美里町議会定例会会議録（第２号）

日程第１

町 長 副 町 長

教 育 長 総 務 課 長

－ 61 －



 － 62 － 

開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 本日の会議を開きます。 

一般質問の広報掲載のため、広報担当者、那須主事の議場内での写真撮影を許可

いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（吉田美好君） 日程第１、一般質問を行います。 

通告があっておりますので、順次発言を許します。なお、発言時間は申し合わせ

事項により、答弁を含め６０分以内となっておりますので申し添えます。 

５番、上田孝君の一般質問を行います。上田孝君。 

○５番（上田 孝君） 議席５番、上田でございます。一般質問を始める前に、先般１

０月に発生しました台風１９号等において、東日本を中心に、甚大な被害が発生し

ております。この場をお借りして被災された皆様に心からお見舞い申し上げるとと

もに、被災地の早急な復旧復興を祈念申し上げるところでございます。それでは、

通告に従って、一般質問を行います。 

最初に農業振興について質問いたします。 

まず、土地改良事業の推進についてでありますが、現時点における美里町の圃場

整備等の現状はどのようになっているか。例えば、全水田面積のうち、圃場整備事

業が完了している割合とか、現在進められている事業についてわかる範囲で構わな

いので説明をお願いいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

まず始めに、美里町における水田の圃場整備実施率につきましては、全体の農地

面積９１５ヘクタールに対してまして、整備済みの面積が３６４.８ヘクタールで

約４０％となっております。現在実施中の圃場整備の工事が完了しますと、整備済

み面積が３８８.８ヘクタールとなりまして、整備率が約４２％となる見込みとな

っております。 

続きまして、現在美里町におきまして実施をしております土地改良事業につきま

してご説明申し上げます。 

現在美里町におきましては、熊本県が工事を行う県営事業としまして、美里地区

中山間地域総合整備事業が実施をされております。圃場整備工区が３工区、農業用

水路の改修工区が２工区の計５工区で工事が行われております。圃場整備などの土

地改良事業を実施するにあたりましては、事業の内容は同じ圃場整備の工事であり
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ましても、圃場事業のメニューは数多くあります。その中で美里町では中山間地域

に特化した事業メニューであり、農家負担の割合も事業費の５％と農家負担が一番

少ない中山間地域総合整備事業に取り組んでるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 約４０％ほどが圃場整備が完了している。また、現在が５工区

で事業が実施されているということですが、まだ約６割の耕地が整備されていない

ということであります。事業の実施にあたっては、地域内における意見の集約等多

くの課題があるわけですが、高齢化が増々進行していく美里町の農業の環境におい

ては、今後耕作地は保有しているが、自分で営農することが少しずつ困難になって

いく農家が増えることは間違いのないところだと思われます。 

このような現状の中で、近年は田植え、稲刈り等の委託による営農が増加してい

る傾向にあります。また、受託事業者側においては受託面積の増加に伴い、機械の

大型化が進んでいるように思われます。大型機械になりますと、圃場整備されてい

ない狭い農地では機械が入ることができなかったり、作業効率が低下するため、委

託が困難になる農地が増えてくることが懸念されます。結果として、耕作を断念せ

ざるを得ない農地が増えてくるのでは心配されるところです。そのような農地が少

しでも少なくなるよう、今後も事業の推進を積極的に図っていくべきと考えていま

すが、町としてどのように考えておられるのかお伺いします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

現在工事をしております中山間地域総合整備事業の事業完了予定年度が令和４年

度以降というふうになっております。残りの工事量を見てみますと、用水路の隧道

改修など工事費が高額であることに加えて工事の施工時期が制限されること、工事

用の道路がないなどの施工条件もあるため、事業期間は今後延びることが予想をさ

れております。そのような事業の進捗ではありますが、いくつかの地域からは圃場

整備に取り組みたいという意向も聞いておりますので、次期圃場事業への取り組み

について要望調査を今年度中に実施をすることとしております。まずは、圃場整備

などの農業基盤整備事業に取り組む意欲がある地区の把握を行い、どの事業メニュ

ーがその地域の要望に合致をするのか、事業採択に向けての条件がクリアできるの

か。などの見極めを行って、熊本県とも連携を取りながら土地改良事業の推進を図

っていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 
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○５番（上田 孝君） ぜひとも積極的に事業の推進を進めていただくことを強く希望

しまして、次に移ります。 

新規振興作物について質問いたします。 

前回も１１番議員により同じような質問がありましたが、その後の委員会研修等

での流れも踏まえて、私なりの質問をしたいと思っております。 

まず、振興作物の選定の方法はどのようになっているのか。また、現在はどのよ

うな作物が取り組まれているのかを確認させていただきたいと思います。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

振興作物の取り組みにつきましては、美里町総合農政推進協議会におきまして、

ＪＡなどの関係機関や農家代表の委員などの意見を聞きながら取り組んでいく作物

の検討を行っております。現在町が指定する振興作物としましては、アスパラガス

やスナップエンドウ、栗やお茶などの１５品目の作物を指定をしております。現在

取り組んでいる代表的な新規振興作物の取り組みとしましては、農家所得の向上や

地域特産物の掘り起こしを目的に、ＪＡの協力を得て、美里カボチャの栽培に平成

２０年度から取り組んでいるところでもございます。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 現在の振興作物の取り組みにおきましては、農家の皆さんやＪ

Ａはもとより、経済課の皆様におかれましてもしっかり取り組まれていることに

は、深く敬意を表すところです。 

しかしながら、美里町における農業を取り巻く環境は決して安心できるものでは

ございません。美里町にとって、より適した作物を探求していくことは、今後も継

続していかなければならないことは、ここで述べるまでもないことであります。昨

日、行政視察研修報告でも触れたキクイモについても、美里町でも取り組めそうな

作物ではないかと思うところでございます。新規振興作物は、栽培方法の確立や販

路の開拓等課題も多くあると思いますが、今後の取り組み方の考え方、方向性につ

いてお伺いいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

今、議員のお話にありましたとおり、議会の経済建設常任委員会行政視察研修に

私も同行させていただきました。１０月の２８日に福岡県築上町にお伺いをし、築

上町で取り組んでおられますキクイモについて研修させていただきました。研修で

は実際にキクイモが植えてある農地に行って、研修をさせていただきましたが美里
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町のような中山間地域で栽培がされており、草切りなどの中間管理もほとんど必要

なく、加えてキクイモに含まれるイヌリンが食後血糖値の上昇を抑えることなど、

健康効果もあり、高い単価で取引ができ、西日本一の生産面積を誇る築上町でも需

要に対し供給が追い付いていないということでございました。町としましても、美

里町のような中山間地域の地形や気候条件などにあった作物で、あまり労力がかか

らず、高齢の方でも栽培可能な作物をＪＡなどの関係機関と協議をしながら新たな

振興作物の選定や普及を図っていくとともに、新たな振興作物を取り組みにあたっ

てのリーダーの発掘や育成にも努めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 美里カボチャのように町の名前を冠するような、また長く町民

に親しまれる振興作物も今後も探究され続けられることを強く希望いたしまして、

次の質問に移ります。 

美里米のブランド化について質問いたします。 

私事ではございますが、３０年ぐらい前のことで、熊本市内で飲食店のオーナー

さんに美里町出身、当時はあの砥用町でございましたが、出身であることを告げる

と、「砥用の米は美味かねー」といういきなり言われたことがございました。当時

私は若いこともありまして、両親の米作りを少しだけ手伝うくらいのことぐらいし

かしておりませんでしたが、それでもとても誇らしい思いをしたことを今も強く覚

えております。このように美里米は随分以前から飲食業界などでは美味しいことで

有名だったようです。ですが、ほとんどの一般消費者までは現在に至るまで、その

美味しさは伝わってはいないのではないでしょうか。美里米はブランド化していけ

るポテンシャルを十分に持っていると思いますが、町ではどう考えているのか。ま

た、どのような取り組みをされているのかお伺いいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

美里米のブランド化を図る上で、現在町が取り組んでいる事業としまして、美里

米食味コンクールを実施をしております。昔から美味しいお米と言われてきました

美里のお米を多くの消費者に知ってもらい、消費者から求められる米の産地を確立

するために、平成３０年度から実施をしております。平成３０年度の第１回大会が

出品数が６６、令和元年度の第２回大会が出品数が８３と少しずつではありますが、

出品数も増えている状況となっております。コンクールは玄米の状態で出品をされ

たお米を食味分析器を使い、タンパクや水分、脂肪酸度などの測定結果を基に数値

化を行いまして、食味スコア、点数をつけて一次審査を行います。最終的な審査は
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食味スコアの上位１０点を同時に炊いて、２４名の二次審査員が実際に食べて順位

づけを行っております。第２回からは審査員の中に５つ星お米マイスターの方に加

わっていただき、審査の方法や注意点などの指導を受け、より正確な審査に努めて

いるところでございます。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 食味美里米の食味コンクールにつきましては、私も立場上係わ

っているところでございますが、広く町民の皆様にも周知していただけるよう今回

の質問をさせていただいたところでございます。美里米食味コンクールを継続して

いくことが、とても重要になってくるところでございますし、参加者も今後増えて

いくことを期待したいところでございます。 

また、食味コンクールの実績を活かして、今後もさらなる取り組みを期待すると

ころですが、どのように考えておられるかをお伺いいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

今後の取り組みにつきましては、今後は上位入賞者の方々にお願いをしまして、

菊池市が主体となって開催をしております九州のお米食味コンクールへの出品を計

画をしております。九州のお米食味コンクールは、九州各地から１,１７０点あま

りが出品をされております。その中で個人部門、自治体部門での審査が行われ、表

彰を行われております。今年の美里米食味コンクールの上位入賞者の食味スコア、

点数は九州のお米食味コンクールの最終審査に残る上位３０点に選ばれる点数とな

っておりますので、そのような大きな大会への積極的な参加を促すことで、熊本県

内はもとより、九州一円への美里米の知名度アップを図っていくことで、美里米の

ブランド化に繋げていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 私も食味コンクールにおいて、上位１０点の食味をさせていた

だいておりますが、どれもこれも甲乙付けがたくてですね、もう美味しくて非常に

苦労しているところでございます。町長におかれても、次回あたりからぜひとも食

味コンクールの審査に参加していただいて、美里米のブランド化を推進していただ

けるよう祈念するところでございます。まああの、経済課の方にもさらなるご努力

を期待いたしまして、次の質問に移りたいと思います。 

過疎対策と土地の有効活用について、まず定住住宅団地の今後について質問いた

します。 
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美里町においては主に子育て世代の転出の抑制を目的として、若者定住住宅団地

の造成を推進されてこられたところですが、各団地は造成後間をおかずにほとんど

埋まってきていると認識しているところです。今後も適切な時期に新規の若者定住

住宅団地を計画されてもいいかと私は考えておりますが、町の考えをお伺いいたし

ます。 

○議長（吉田美好君） 下田企画情報課長。 

○企画情報課長（下田幸輔君） ご説明申し上げます。 

まず、現在までの取り組み、それと現在行っております内容についてご説明を申

し上げたいと思います。 

美里町では住みよく、快適な町づくりにつきまして平成２７年度に作成しており

ます、まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標の中にも定住促進施策として、

移住定住と良好な住宅の形成に取り組んでいるところでございます。現在まで、定

住を促進するために町内５カ所に定住促進団地を整備しております。全１０５戸の

うち、１０１戸、１０１世帯の定住化が図られ、先ほどおっしゃいましたように、

ほとんどの団地が大体埋まっておりますけれども、１カ所、残り４戸の４世帯の分

の空き区画がまだございます。それにつきまして、ホームページや熊日が発刊して

おりますフリーペーパーなどでお知らせをしながら、定住の促進を行っている状況

でございます。 

また、公営住宅や町有住宅の整備の面では、復興団地１０戸の建築、それと応急

仮設住宅を町有住宅としての改修による活用などに今取り組んでいるところでござ

います。 

そして、既存の個人住宅におきましては空き家の増加に関連する人口の減少も課

題となっております。利活用を図ること、えー空き家やバンクへの登録などを今推

奨しておりまして、それによります利活用を図ることにより、移住定住を併せて推

進をしているところでございます。このような状況の中、新たな定住住宅団地を求

めることにつきましては、現時点ではその計画はまだ行っていないところでござい

ます。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 過疎対策と土地の有効活用ということで、定住住宅団地の今後

についてのご質問でございます。今担当の課長からは現時点では検討していないと

いうことでありますが、過疎化が進む中でですね、若い方々が住める、そういう場

所を提供していくってことは非常に大事なことというふうに考えております。そう

いった意味におきましては、今後は町内バランスにもです。町内バランスにも配慮
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しつつ、選択と集中ということも念頭に、より選ばれる場所の選定に力を注ぐ必要

があると感じております。拙速に行動してしまいますと、宅地整備をしたはいいけ

ども購入希望者がいないというような状況、こういった状況だけは生じないように

しなければならないと考えているところであります。 

また、地震後の建物の解体等によりまして更地となった土地、こういった土地も

有効に活用していかなければいけないと思いますし、併せて民間アパートの誘致な

どそういったことにも取り組んでいかなければならないと考えております。 

また、先ほど課長のほうからも話が、説明がありましたが、現在仮設住宅を町有

住宅とさせて、町有住宅と仮設住宅がなりました。その中で今回改修の予算も計上、

改修の工事の承認も提案をさせていただいているところでございますが、その町有

住宅、かなりしっかりとした住宅でありまして、３ＤＫあるいは子育ての方々にも

入ってもらえるような環境ができるんではないかと思っておりますので、これから

先議会の皆様とも相談をさせていただきながら、町有住宅も若い方々も入ってもら

える、仮設住宅を改修したあとに町有住宅にも若い方々が入ってもらえる、そうい

う環境もできていけばと現在考えているところでございます。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 空き家バンク、もしくは既存の町有住宅の長寿命化、また今回

提案されている町有復興団地の事業等においても新規の物件が増えるということで、

今のところ計画の必要性は低いと理解しておりますが、町長が申されたとおり、幾

分前向きな発言もあったことに多少の安堵を覚えるところでございます。 

次に、土地の活用の制限についてお伺いいたします。本来であれば前段の内容を

絡めて質問をするところでございましたが、今のところ計画がないということでご

ざいますので、別の観点から質問させていただきます。 

現在、役場両庁舎周辺、特に中央庁舎周辺においてはおびただしい数の太陽光発

電パネルが設置されているのを見受けられます。本来は自然エネルギーへの転換に

ついては好意的に捉えられている町民がほとんどであると思いますが、最近の中央

庁舎周辺の状況を見た中においては、住環境の悪化と捉えられておられる町民の方

も少なくないと聞いております。太陽光の設置パネルの設置箇所はほとんどが農地

だと思われますが、現在どのくらいの面積と件数があるのか。また、農地の転用に

ついての流れについて説明をお願いいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

まず始めに、美里町における太陽光発電施設設置に伴う農用地、農地転用の実績
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につきましては、平成２６年度から平成３０年度までの５年間で２７件、６４筆で

面積が６万５,４１３平米となっております。農地に太陽光発電施設を設置する場

合は、農地圃場の転用申請を農業委員会に、農業振興地域内の農用地区域に該当す

る場合は、農用地区域からの除外申請を経済課に行う必要があります。農地圃場の

転用につきましては、１０ヘクタール以上の集団的農地内にある農地などの優良農

地である第１種農地は原則不許可となりますが、役場庁舎から５００メートル以内

の農地、第２種農地につきましては代替性の検討を行った結果などを踏まえて許可

をされる場合と不許可となる場合がございます。役場庁舎から３００メートル以内

の農地、第３種農地につきましては原則許可というふうになっております。また、

農業振興地域内の農用地区域からの除外につきましては、農地転用が確実に見込ま

れる場合や、除外要件に該当した場合が許可というふうなことになります。 

以上のように申請をする農地によって、転用なり農用地区域からの除外につきま

しては、検討を行って、許可不許可の判断をするということになります。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員がおっしゃいます太陽光発電事業、これに関するですね、

制限はできないかというようなご質問であります。今手続き上の話はありました。

ただ、これ全体で見ますと太陽光発電事業、いくつかの自治体で裁判にまで発展し

ているような事例もございます。しかしそのほとんどがメガソーラー発電事業に伴

う大規模開発行為に対するものでございます。なお、近年は自然環境の保全、景観

の保全、適切な土地開発の誘導等を目的とする条例に基づきまして、それぞれの目

的に応じた環境配慮を求める手続きを規定している自治体もあります。またあのう、

規模等の、例えばこの、これ、まあ役場の周辺辺りの規模でありますと、非常に小

規模な発電事業と言えると思いますが、そういった規模等の観点から条例の対象と

ならない小規模な事案に対応するため、ガイドラインなどを策定することで、事業

者による適切な環境配慮を促すような制度を設けているところもございます。 

しかしながら、事業者が法的に、適切に申請や手続きを進めていかれた場合、先

ほど述べましたような条例、あるいはガイドラインで土地活用を制限することは厳

しいと考えています。また、事業者と個人というこれはもう事業者、事業をされる

事業者と土地を持ってらっしゃる個人、民対民と民、民間と民間の関係の中で交渉

が進んでいきますと、このもう表面に、表にですね、話が出てきた時には既にある

程度の契約の寸前までいっているというような事案も多く、その前に情報を入手す

るっていうことは非常に困難な状況であります。 

以上のようなことから、行政によります強制力を持つような活用の制限というも
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のは今の時点では厳しいものがあると考えています。 

○議長（吉田美好君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 今後さらに農地の転用申請が出された場合、状況によっては許

可しないことができるのかとも思っておりましたが、なかなか町の条例とかガイド

ライン等によってはそれでも難しいという判断が各地でなされているということで、

そういったところを理解しておきたいと思います。今後はですね、電力の買い取り

価格の低下等によってさらなる増加は恐らく少ないとは思われますが、町民の中に

は環境の保全、そういった観点から非常に心配されておられる方がたくさんおられ

ることを忘れずに、今後の業務にあたられることを希望いたしまして私の質問を終

わらせていただきます。 

○議長（吉田美好君） これをもちまして、上田孝君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩をします。再開を１０時４０分とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３２分 

再開 午前１０時４０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、１１番、濱田憲治君の一般質問を行います。濱田憲治君。 

○１１番（濱田憲治君） 議長。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 通告に従いまして、質問させていただきます。今回は地域振

興と防災行政無線について二つの項目で三つの質問をいたします。 

まず始めに、町の人口減少に対する対策として質問をさせていただきます。 

１１月５日に行われました小学生の子ども議会の質問でも人口を増加させる方法

について質問をされております。また、その中では交通アクセスを便利にすること

や、町の観光、商業について、農業の特産品や農業の就労人口の減少についてを質

問をされております。町長の冒頭での挨拶の中に、「皆さんが大きくなって美里町

に誇りを持ってもらいたい。いつか自分がまたここに座りたいと思ってもらえるよ

うな時間になれば幸いです」と話されております。３校の６年生全員が一同に集い、

同じ空間で学ばれた体験は将来の道しるべにもなったのではないでしょうか。 

さて、質問に入ります。 

まず始めに人口減少が続く中、何らかの対策を講じないと人口減少がますます深

刻化するのではないでしょうか。また、交流人口を増やし地域振興を図ることが望
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まれているということから、投資的な財を使い、新しい事業を取り組む必要がある

のではないかという観点から質問させていただきます。 

美里町が誕生した平成１６年１１月１日の人口は１万,２９０２人であり、令和

元年１１月末では９,９２４人と１５年間で２,９７８人、約３,０００人の人口が

減少しております。人口ビジョンの将来展望では、２０６０年には４,１１７人の

推計値と試算されており、それに対して５,７５２人になるように町では創生総合

戦略として四つの基本目標を定め、各事業に取り組まれております。この創生総合

戦略とは別に戦略が必要ではないでしょうか。人口の細かくした割合で申し上げま

すと、１６年１１月の人口で砥用地区が７,７０９名、中央地区が５,１９３名であ

りました。令和元年１１月末時点では、砥用地区が５,６５４人、中央地区が４,２

７０人であり、砥用地区が２,０５５人の減、中央地区が９２３人の減少でありま

す。若者定住住宅団地と中央地区に砥用地区から移られるなど、減少に大きな違い

が発生しております。中央地区の中でも、中央小学校付近に移られるような流れも

ございます。しかし、中央地区には公営の上水道が整備されていないので、住まい

の確保には自前で井戸を掘る必要がございます。近隣自治体では多くのアパートな

どの賃貸住宅の建設が見受けられます。他の自治体では上水道が整備され、アパー

トなどの建設と同時に上水道の確保ができる仕組みであります。中央地区が上水道

が整っていない地域だから住宅やアパートの建設にいたらなく、堅志田地区でも多

くの空き地を抱えているのではないでしょうか。生活の利便性や通勤の時間等を考

えるならば、中央地区の旧北校区には早期の上水道が必要であると思います。国道

２１８号線沿いに上水道が整うことで、飲食店の新しい店舗や企業が進出されるこ

とになるかもしれません。そうなれば雇用の促進にも繋がり、新しく土地を求め住

宅建設にも繋がり、人口減少の割合が少しでも緩やかになるのではないでしょうか。 

宇土市にある轟泉水道、これは江戸時代に轟水源から市街地まで約４.８キロに

わたり上水道が整備をされ、今でも約１００軒の家庭で使用されており、使用され

ている上水道としては日本最古の水道であります。 

また、アフガニスタンで先日テロで亡くなられた中村哲医師は、病気にならない

ようにと水路を砂漠に引かれ、農産物が豊かに実る大地を生み出されました。この

ように、水は生命の源であり、生活に欠かせない存在であります。 

中央地区では上水道のアンケートを実施されましたが、各自の井戸を持たれ、上

水道の必要性が低く現在に至っていますが、若い世代の人は安心・安全な飲料水を

強く求められていると思います。水源が見つからないことで、上水道の整備が進ま

ないと、ますます人口は減少するかもしれません。 

先ほど述べたように、上水道が整えられている砥用地区では給水人口も減ってお
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り、旧東部水道と旧西部水道とを連結することで水量の確保ができ、小筵から萱野

へ、そして旧北校区全域へ延長することも考えられます。また、上水道水源の確保

を目的に、萱野地区で水源を調べる探査費用として本年度当初予算に２００万円が

組まれています。水源探査はこれから取り組まれると聞いております。この探査結

果が良好であるなら、佐俣まできている上水道と合わせることで旧北校区の水量の

確保ができるかもしれません。人口の減少の対策の１つとして旧北校区への上水道

の整備をどのように進められていくのか、また、他の対策を考えておられるのかお

尋ねをいたします。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 地域振興における上水道の必要性についてのご質問でございま

す。 

北校区地域は議員仰いましたように、熊本市内や大型ショッピング施設等へのア

クセスも良好な立地といえ、宅地等に関する問い合わせも多いと聞いております。

その際、どうしても敬遠されるのが水の問題でございます。現在、北校区地域で家

庭用の水を確保するためには地下水を掘り当てるしか方法がなく、その水質や水量

は掘ってみないとわからない状況でございます。また、地震や大雨のあとは、水質

が変化するといった事象も出ている状況です。そのような環境下で上水道の整備は

喫緊の課題であると考えております。本来、上水道を事業として運営していくため

には、概ね８割程度の加入率がないと事業として成り立って行かないと言われてお

ります。また近い将来、公営企業会計制度に移行された場合、加入率が高くなけれ

ば水道料金に直結してまいります。このあの、８割程度の加入率、これは先ほどア

ンケートで、アンケートの話もございましたが、やはりこの中央、旧中央地区は昔

から井戸水を使われているところが多くて、なかなか上水道を整備したときに加入

したいという方が非常に少ない状況で、もう以前からそういう状況でありました。

ただ、おっしゃいますように最近は若い世帯の方々からやはりこの上水道を引いて

くれというような要望もよく聞かれているところでございます。以前は非常に２割

程度の加入率のアンケート結果だったというふうに記憶をしているところでありま

すが、その関係でまあそういう加入率が低かったということで上水道を引くという

ことを断念したところでございます。しかしながら、その加入率の数値、まあよう

は８割程度と言われておりますが、それを目標値と設定をして事業を進めていくこ

とができないかなど、早急に協議を始めていく必要があると感じているところです。

また、その際に砥用地区の水道を延長するやり方がいいのか、あるいは今回探査を

するようになっておりますが、新たな水源を、もし探査をして出なかった場合新た

な水源を求めていくほうがいいのかなど、併せて検討してまいりたいと考えており
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ます。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 町長も喫緊の課題という認識を持っておられますので、もう

動かなければいけないような時期に私はなっているんじゃないかと思っております。

水源が今度萱野地区でうまくいけば、水が確保できるとしたときには、そのあとの

流れとしましては町長はどのように思っておられるのか、そこの萱野地区の結果次

第のところで先へ進んでいかれるのか、ちょっと確認をさせていただきたいと思い

ます。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 先ほど議員の質問の中で、給水人口が砥用地区でどんどん減っ

ているというようなお話もございました。もし新たな水源が見つかった場合は、例

えば砥用地区の水道を延長することで、例えば北校区だけに限って言いますと、そ

れがそれだけで全て足りるかどうかっていうのは現在のところ分かりませんので、

新たな水源と併せて供給していくのかというようなことも考えなければいけないと

思っております。ただ、ですからそのやり方等に関しましてはこれから検討してい

かなければいけないと思いますが、探査をするということはやっぱり水道を引いて

いかなければいけないということで探査をするわけでありますので、探査をしたか

らには前に進んでいくように議論を進めていかなければいけないと考えております。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 町長の答弁の通り、今から探査が終わったあとの話はそれに

取りかかっていくような姿勢が見られましたので、ぜひとも砥用地区の水道を中央

地区に引っ張っていくような形でも色々なやり方が考えられますので、人口減少に

対する施策としてどうか水道のことを考慮していただければと思っております。 

続きまして、町の観光の中のフォレストアドベンチャーについてお尋ねをしたい

と思います。 

町の観光の中で多くの利用者を期待できる施設として、平成２４年、あ２７年４

月オープンしましたフォレストアドベンチャー美里ですが、交流人口の増加等を目

的として整備をされております。「ここでしか体験できないことがある、大人は子

どもに返り、子どもは大人に成長できる場所」というコピーもあり、子どもから大

人まで幅広く体験できる施設であり、体験することで教育的な効果として、子ども

の自立心を養う場として、自分の安全は自分で守ることを学び、大人はリスクマネ

ージメントの能力養成にも繋がるとされております。現在、アドベンチャーコース

とロングジップスライドの２種類がコースとしてございます。このコースには利用

可能条件として、身長１４０センチ以上または小学生４年以上とされております。
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家族で来場され、この利用可能条件を満たしていない子どもがおられた場合は、現

在はどのようにして過ごしておられるのかまずお尋ねをしたいと思います。 

○議長（吉田美好君） 髙田林務観光課長。 

○林務観光課長（髙田浩幸君） それではご説明いたします。 

利用できない子どもさんは、当然ながら保護者と同伴でお越しいただいておりま

す。利用されているご家族、御兄弟でしょうけど、下から見られるとか、一緒に下

から同行するっていうのがほとんどであり、あとスタッフが、手作りをした木製パ

ズルや魚釣りに見立てた、引っかけて遊ぶような遊具も、スタッフが作っておりま

す。それでも時間が難しいのでガーデンプレイス内の、遊具等で遊ばれているとい

うのが現状です。ただ、予約されてる方は、小さい子どもさんが利用できないとい

うのは事前にスタッフのほうから言っておりますので、隣のキャンプ場あたりで宿

泊された方は当然そういうほうを知らないんで、なかなか時間を潰すっていうのが

苦慮されているというのはお聞きしております。 

以上で説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） スタッフの方で木製のパズルなど遊ぶ環境をつくっておられ

るということで、非常に嬉しく思ったところでございます。全国のフォレストアド

ベンチャーでは、この利用可能条件が満たしていない子どもたちのために、身長１

１０センチ以上かつ５歳以上でできるディスカバリーコースや身長が１１０センチ

以上のキャノピーコースもアドベンチャーコースと併設されている施設もございま

す。 

国会陳情の翌日の視察では、山梨県の鳴沢村にある日本で第一号とされて、第一

号として生まれましたフォレストアドベンチャー・フジを視察をしております。そ

の施設にはアドベンチャーコースとディスカバリーコース、キャノピーコースの三

つが揃っており、そのほかにもクリフ、チャレンジャーや遊具も整備されていて、

小さい子どもさんも含め、楽しめる環境を整えられておられました。新しいコース

を整備するには用地の問題や整備費も考えなければなりませんが、投資に見合うだ

けの来場者が望めるかもしれません。また、佐賀県でも県議会が主導でフォレスト

アドベンチャーの建設を考えられており、１０月に美里に視察に来られております。

このように九州でも現在は３カ所でございますが、まだ増えるかもしれません。勝

ち残るためにはほかの施設より優位な環境整備も必要ではないかと思います。今後

施設の対応策をどのように考えておられるのかお尋ねをいたします。 

○議長（吉田美好君） 髙田林務観光課長。 

○林務観光課長（髙田浩幸君） ご説明いたします。 
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全国には３１カ所のフォレストアドベンチャーの施設がございます。そのうち２

０カ所についてはキャノピーコース等を併設しており、例えば福岡県の糸島の場合

はです、アドベンチャーコース、キャノピーコース、両方ございまして、約４万人、

美里の１.５倍以上の集客があります。当然ながらあのフォレストアドベンチャー

のコースの中で冬場が営業できないパークもございます。しかしながら、今後考え

られるのがレーザータグとかマウンテンバイク、トランポリンなどのサブコンテン

ツを充実させた一日滞在できる施設が展開されているパークもございます。一つの

コースよりも、幅広い年代が利用できるっていうことは当然ながら有利になると考

えられます。今後は最終日に議案提出をさせていただきますが、指定管理者への、

結果もよりますが、現時点で今の施設の中で整備できるっていうのはキッズコース、

あるいはレーザータグ、先ほど申しましたが、レーザー銃でこう撃ち合うという遊

びなんですが、そういうのは可能であります。しかしながら、キャノピーコースと

かディスカバリーコース、当然ながら新たな土地が必要になってまいります。当然

ながら今後の指定管理者の候補者と調整や当パーク周辺の、関係自治、地権者ある

いはあのう現地辺りも、可能かどうかを見ながら、利用者のニーズに対応した施設

を整備し、併せて費用対効果も当然ながら考えながら、検討したいと考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 課長の話では糸島がいろいろなことをされて、子どもさんも

楽しめるということで１.５倍の集客があるという。まあ福岡県内に近いという立

地条件も踏まえてということでもありますけども、美里は美里の環境を有意義に働

かせるためには九州のど真ん中ですというようなイメージでですね、ＰＲをしてい

くのも一つの手であると思っております。まあディスカバリーコースやキャノピー

コースもできるということはできるんでしょうが、まあこれには先ほど言われたよ

うに費用が絡みますので、そこのところを投資的に投資をするのかということだけ

町長にちょっと伺いたいと思います。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 投資をするのかどうかというお話でございますが、先ほど課長

のほうからも説明がございましたが、現時点でもできるレーザータグあるいはキッ

ズコースというものもございます。このレーザータグというものはこれレーザー銃

で競い合うサバイバルゲームです。今非常に流行ってるというふうに聞いてます。

そういった意味では何があうのか、そして、ようは来たはいいけどもできなかった

人たちをどう拾っていくのかということが大事でありますので、そういう方々に何
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が合うのかということをまず考えなければいけないと思います。その後、例えばキ

ャノピーコースがやっぱり一番いいんではないかというような結論、方向性が出た

とするならば、今度はその次に土地が取得できるのか、どれくらいの予算がかかる

のかということをやっぱり慎重に議論をしながら進めていかなければいけないと思

っておりますので、じゃあ今ここですぐそりゃもう投資をしますとは言いにくい話

であります。ただ、そういう来たはいいけども何もすることがなくて、時間を持て

余している方がいらっしゃるということはもう非常にもったいない話ですし、何ら

かの手だてはしなければならないというような思いは持っているところでございま

す。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 今後いろいろな側面から見て検討をされるということでござ

います。昨日のあのう条例改正の中でＢ＆Ｇのヨットの件も出ましたが、周辺には

キャンプ場もあり、そのヨットができる環境もあるということで既存を活かすって

いうような形も全然夏場はいいんではないかなと思っております。また、湖面にで

すね、江津湖にあるようなその遊覧船ではないんですけどもそのようなこともでき

るんではないかなと思っておりますので、可能を、ができるのを進めてもらって、

来た方々に満足いくような形をとっていただければと思ったところでございます。 

それでは最後の質問に入ります。 

現在の防災行政無線は設置年数の経過や文字入力での音声など聞き取りにくいな

ど苦情があっていると聞いております。また、受信器は製造が終わっていて新しい

受信機は購入できないというようなことも聞いております。現在、この防災行政無

線の苦情の内容についてどのようなことが伝えておられ、伝えてあるのかお尋ねを

いたします。 

○議長（吉田美好君） 宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） ご説明申し上げます。 

現在の防災行政無線の設備は、平成１８年度に整備され平成１９年度から運用を

開始し、今年で１３年目となっております。当時の計画調査において、放送範囲が

広範囲であるため、住民への伝達が円滑かつ確実になされるよう個別受信器を主体

とした機器の配備といたしております。導入から１２年を過ぎ、経年劣化や落雷に

よる故障、樹木の育成等環境の変化による電波伝達の低下等により受信の不具合が

多数報告されるようになっております。不具合の内容としましては、受信しなくな

った、雑音がして聞きとれない、音声は流れるが聞きとれない、途切れ途切れで聞

こえる、ピーピーあるいはカタッカタッという音がするなどでございます。これに

対しましては放送終了信号の受信不良や電池切れなど簡易的なものにつきましては
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電話で対処方法をお伝えしており、それ以外は現地での調整や機器の修繕、交換等

で対応いたしております。その件数といたしましては、平成２８年度が２５１件、

平成２９年度が２１８件、平成３０年度が１８４件、今年度、令和元年度１１月末

で１０６件というような状況となっております。 

なお、受信器の製造に関しましては基本的に中止となっておりますが、今のとこ

ろ受注生産により製造をお願いしているところでございます。その台数としまして、

平成２８年度、２９年度におきましては１０台ずつ、平成３０年度には８０台、今

年度も５０台の購入を予定しているところでございます。ただ、部品調達等の関係

で納品に半年以上かかるというのと、いつ製造が完全に打ち切りになるか分からな

い状況となっているところでございます。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 現行のシステムは１８年度整備をされて１９年度から運用と

いうことで、２８年から、の報告では２５１件の、まあ連絡があったと。２９年が

２１８件、３１年が１８４件という非常に大きなやはり聞き取りにくいというよう

な状況があると思っております。受信機も先ほど言われたとおりに受注して購入す

るような形でいつ入るか分からないというような状況でございますので非常に心配

をするところでございます。本年も日本各地で台風災害など甚大な災害が発生して

おります。町民への緊急の避難情報が行き渡るのか、役場からの情報伝達がうまく

伝わるのかという観点から、１１月に総務常任委員会で滋賀県の米原市に行政視察

にまいりました。この米原市は携帯電話通信網を利用した防災情報伝達システムを

導入されております。米原市は四つの町が合併してできた市で、旧町単位で異なる

無線でアナログ方式であったため、２０２２年１２月にアナログ電波の使用ができ

なくなることで、平成２６年度から整備スケジュールを立てて整備をされておりま

す。平成２６年度に基本計画の業務を発注をされ、基本計画の策定、議会議決、契

約締結などをされ、平成２９年度から設置工事をされ、平成３０年度本格運用をさ

れておりました。防災情報伝達システムの特徴は、携帯電話通信網を利用して屋外

スピーカー、スマートフォン、ガラケー、タブレットに配信される仕組みでござい

ます。スマートフォン、タブレットは防災アプリをインストールすることで情報の

受信が可能になります。携帯電話ではメールの受信になるそうです。従来の防災無

線では、米原市でも市内だけで音声のみ世帯ごと一度きりの情報配信だったことが

システム導入により、どこでも音声または文字で各個人に何度でも見直すことがで

きる情報配信となっております。また、スマートフォンや携帯電話を持っておられ

ない方には専用のタブレットを配付をされております。また、各自治会長、各避難



 － 78 － 

所には放送機能付きのタブレットを配付されており、例えるならばコンテナ回収の

日に雨が降った時など、中止の連絡を美里でいえば区長さんから自らの地区の放送

ができるような仕組みでございました。この情報伝達システムは既存の携帯電話の

通信網を利用することで事業費も抑えられ、個人に情報が伝わり、何度でも確認が

取れ、地区内での放送も可能であることから、今後町が更新する場合、参考になる

システムであったと思っております。この米原市に副町長も同行していただきまし

たので、実際に見て感覚が分かっておられます。行政におられる立場でこのような

システムについてどのように感じられたのか、副町長にお尋ねしたいと思います。 

○議長（吉田美好君） 吉住副町長。 

○副町長（吉住慎二君） 行政視察を同行させていただきました。それを受けて、今後

の方針についてどのように考えているかというお尋ね、というふうに認識しており

ます。スケジュール的なことも含めてとは思いますが、スケジュール的なものにつ

きましてはこのあと総務課長のほうから説明をいたさせますので、私のほうからは

本町において今後整備する場合の方向性とか、求められるものについて少し説明を

させていただきます。 

ただいま議員より滋賀県米原市での行政視察のお話がありました。私も同行させ

ていただいたところですけども、内容については今詳しく説明がありましたので、

私のほうからもう差し控えたいと思いますけども、大変有意義な行政視察であった

というふうに思っております。今後、本町において防災情報の伝達手段を検討して

いく上で、非常に参考になるものであったというふうに認識をしております。内容

的にはいい面、悪い面、デメリットあたりもあるのかなというふうな認識を個人的

にはしたところでございます。ご承知の通り、防災情報につきましては本町のよう

な防災行政無線、個別受信器や屋外拡声器を利用しているもの、や米原市のように

携帯電話通信網を利用するもの、あるいはケーブルテレビ、Ｌアラートや緊急速報

メールなどさまざまな手段で情報が発信をされているところです。これから防災情

報の伝達手段を考えていくときには、当然あのう財政的な部分というのも非常に重

要なウエイトを占めてくるというふうには思っておりますが、これからの時代を見

据え、やはりあの拡張性の高いものでないといけないというふうな認識をいたして

いるところです。一旦構築をすれば、１５年２０年とこう長くこう使っていくもの

でもありますので、今国のほうでも提唱しておりますＳｏｃｉｅｔｙ５.０の時代

の到来であったり、あるいは今後展開されます５Ｇあたりの転換の状況そういうの

を見据えた仕組みあたりを構築していくということは重要なのではないかというふ

うに思っております。なおかつ災害時には防災行政無線やＬアラート、緊急速報メ

ールなどさまざまな手段で情報を発信をしておりますので、入力作業に多少職員に
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負担がかかるところがあります。ですので、新たなシステムについてはその入力作

業が負担にならないような仕組み。なおかつあの、災害時なおかつデジタル機器の

操作に不慣れな年齢層の方にも有効な情報の伝達が行われるような仕組みにしなけ

ればならないというふうに考えているところでございます。情報通信技術、これは

もうご承知の通り日進月歩でございます。今最新であってもすぐに新しいものに変

わっていく、そういう時代でございますので、なかなかあのどういうのが一番いい

のかっていうのは非常にこう難しい面もありますけども、そのあたりは専門家の話

を聞いたり、あるいは議会、住民の方々のご意見や先進事例を共有することによっ

て、本町の特性にあった効果的な情報伝達手段が検討できるというふうに考えてい

るところでございます。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 一緒に同行していただいて、本当にメリット、デメリットと

いう観点から副町長は見ていただいておりました。副町長のお話の中にスケジュー

ル的なことがもう話をされましたが、執行部的にこの防災無線について計画が、更

新の時期の計画があるのかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（吉田美好君） 宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） ご説明申し上げます。 

現在の防災行政無線のシステムのうち、関係規格の改正に伴い、今のままでは令

和４年１１月以降の使用ができなくなる設備がございます。その調査及び対応が必

要となっている状況でございます。そのため、システムの更新について早急に検討

していく必要があり、現在防災交通係におきまして、予備調査及び資料収集を行っ

ているところでございます。今後のスケジュールの案としましては、検討委員会を

設置し、令和２年度までに検討項目の選定及び決定、基本構想及び更新内容や行程

の検討を含む計画の策定を行い、令和３年度中に実施設計及び関係機関、団体等の

必要な協議調整を行い、令和３年１１月ごろまでに整備工事を発注し、操作説明会

や試験運用、各種調整等を経て、平成４年１０月ごろまでに事業を完了し、同年１

１月に運用を開始するという更新期限を令和４年１１月に設定する方向で検討をし

ていきたいと考えているところでございます。検討を進める中では、既存の設備を

活用できるのか、全て新たな設備とするのか、先ほど研修の内容としてお話があり

ましたように、同報系ばかりでなく移動系や携帯、タブレット端末等の機器との活

用、併用及び活用はできないかなども検討していきたいと考えているところでござ

います。 

以上です。 
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○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） 今、総務課長の話でよりますと、器具がもう更新しなければ

いけないような期間が令和４年１１月ということで、それまでにスケジュールを立

ててという更新のお話でございました。大きな台風が本当に、日本を全国襲ってお

るところであり、美里町も山間部を控え、ホントに災害等が発生することも考えら

れますので、町民への避難のこう伝達というのは非常に大きなウエイトを占めてい

かなければならないということで、今回質問をさせていただいたところでございま

す。スケジュールが立てるような形になっていって、町民が早く情報を伝達を受け

られるようにそういう環境を整備していただければと思っております。 

以上で通告しておりました質問を終わりたいと思います。 

○議長（吉田美好君） これをもちまして、濱田憲治君の一般質問を終わります。 

時間ははよございますが、ここでしばらく休憩をします。再開を午後１時としま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２１分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、４番、坂田竜義君の一般質問を行います。坂田君。 

○４番（坂田竜義君） 議長。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） ４番、坂田でございます。通告に従いまして３項目にわたりま

して質問をいたしたいと思います。１点目は幼児教育保育の無償化について、２点

目が農業農村政策について、３点目は高齢者の生きがいづくりについてお尋ねをい

たします。 

まず、幼児教育無償、幼児教育保育の無償化の関係でございますが、ご承知のよ

うに１０月１日から消費税が１０％に増税になりまして、その関連で政府からは幼

児教育保育の無償化ということを打ち出されております。この内容についてですね

まずどうなっているのかお尋ねをいたします。 

○議長（吉田美好君） 中村福祉課長。 

○福祉課長（中村武志君） ご説明申し上げます。 

本町の保育園、認定子ども園を利用する３歳から５歳児クラスまでの子ども及び

住民税非課税世帯の０歳から２歳児のクラスの子どもの利用料が無償化の対象とな
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っております。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） はい、そこでですね、いろいろあの熊日を含めて新聞でいろい

ろと取り出たされておりますけれども、この副食費が、今まで払ってなかったのが

払わなくてはならなくなったとか、いろいろ問題が出ているように思いますが、副

食費の負担の状況はどうなるんでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長（吉田美好君） 中村福祉課長。 

○福祉課長（中村武志君） ご説明申し上げます。 

副食費の取り扱いは、施設への直接納付または保育料の一部として保護者の負担

としておりますが、１０月からの幼児教育保育の無償化においてもこの考え方を基

本としております。３歳から５歳児クラスの１・２号認定の子どもの保育料は無償

化となりますが、副食費については無償化の対象とはなりません。また、０歳から

２歳児クラスの３号認定の子どもについては副食費が保育料の一部に含まれるため、

同じく保護者の負担となります。ただし、年収約３６０万円未満の世帯の子どもに

ついては副食費が免除されます。また、第三子以降の子どもについて所得の階層に

より、副食費が免除される世帯があります。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） あのう基本的にこの幼児教育保育の無償化ということで打ち出

されましたので、その副食費も含めてですね無償化になるんだろうと思われたとこ

ろ、結構多いわけですね、話を聞きますと。で、その中で９月の２４日の熊日新聞

に出ましたけれども、いわゆる独自にあのう自治体独自で、あのう制度を補ってい

るというのが県内で１２市町村あるということで、宇城におきましても隣の宇城市、

まあ芦北とか津奈木とかこの列挙してございますけども、宇城市においてはですね

そういう部分について全部市から補助するとこういうことが出ております。県内１

２市町村ですから全体では３１の１２ですからそういう状況ですけれども、せっか

く本町におきましては、子育て支援については、かなり県内でも先行していると私

は思っております。医療費も１８歳まで無料化したり、いろいろ新しく子どもがで

きたところの支援とかかなり他の市町村よりも先行しておりまして、子育て環境は

非常に整っているというふうに思っておりますけれど、この今度の幼保無償化の関

係で隣の宇城市がそういう副食費等について補助しているということになりますと、

ちょっと遅れをとるという形になりかねませんので、せっかく、こういういろんな

このいい流れで子育て支援の政策を打っておりますので、ぜひ新年度におきまして
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は、この部分についての、もう３の方に移っておりますが、ぜひ新年度において措

置ができるようにぜひ考えていただけないかということについてお尋ねいたします。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 国の利用者の所得階層区分によりまして、議員がおっしゃいま

す副食費の保護者負担につきましては算出いたしております。その中で副食費の負

担が新たに生じる世帯がございますが、現在町独自の支援は行っていない状況でご

ざいます。しかしながら、これは近隣の市、町との兼ね合いもございますが子育て

に手厚い政策を展開する美里町という思いの中で、副食費の無償化の新年度予算計

上も見据え、前向きに検討を進めてまいりたいと思っております。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） よろしくお願いいたしたいと思います。いろいろ、この今度の

増税に伴いまして県内の施設におきましては、県内では確認されていないというこ

とですが、要するに保育料を便乗値上げするというのが全国的に非常に多くなって

いるとこういうことが指摘されております。県内においては今のとこ確認されてお

りませんので、町内においてはそういうことが無いようにですねぜひ指導方をお願

いをしておきたいと思っております。今度の幼児教育保育の無償化についてはメリ

ット、デメリットというのが指摘されておるわけでございますが、デメリットとし

てはまずそのいわゆる無認可の保育園まで対象としてありますので、非常に一番保

育士を不足するというのが言われております。それから保育園とか幼稚園全体の質

が低下すると。それと待機児童が逆に増えはせんかということ。この４点目には消

費税増税に伴う経済的負担が増えると。現に消費動向を調べた結果が出ております

が、１０月１日に増税されましたがその前に駆け込みで９月にはずっと消費が少し

伸びたということで今になってみるとずっとまた買い控えというか下がっとるとい

うことでありまして、そういう意味では当然その８が１０になるわけですから個人

の懐はあの負担が増えるというところは当然予想ができるというふうに思います。

また財源不足ということでもう早々に財源不足が指摘されております。来年度、今

後の中で財源不足によりまして、将来的にさらに増税の可能性があるんじゃないか

という様な指摘がされているわけでございます。で、またメリットとしては子育て

における金銭的負担が低減される、２点目として幼児期の教育が全体的に活発にな

る、あるいは３点目は経済力に関係なく平等に教育を受けられるとこういうメリッ

トも指摘されておるわけでございますが、元々もうこの消費税の増税に伴う措置と

してはなんかいきなり出てきたような感じもいたします。ですからそういう面で早

急な制度導入のために不備が露呈しているという新聞の指摘もございますけども、

やっぱ不備な点は徐々に是正をしながら、先ほど言いますように副食費とか、ある
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いはほかにも送迎バス代だとか行事費とか、保護者の負担になる部分についてもぜ

ひ考慮していただいて、子育て支援の政策については、さらに強く打ち出していた

だくようにお願いしておきたいと思います。 

次に農業農村政策についてお尋ねをいたします。まず、よう私今からお尋ねする

ものほとんど日本農業新聞がネタでございます。非常に農業新聞はですね、かなり

いろんな政策課題について詳しく載せておりまして非常に私も毎日見ておるところ

でございます。その中で最新の色んな言葉で出ておりますけれど、２０１９年６月

１７日から日本農業新聞におきましてはスマート農業ということで、ずっとシリー

ズで連載されております。まず、ゆらぐ基ということでずっと連載されておりまし

て、それから１０月から危機のシグナルということでずっと連載がされております。

まずスマート農業っていうのが、なかなかまだ言葉は聞きますけれども馴染みが無

いと一般的にはそう捉えられていると思いますので、このスマート農業の推進につ

いての基本、スマート農業とは何かということから。それからこのスマート農業の

推進についての基本的考え方についてお尋ねをいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

スマート農業につきましては、農業従事者の減少や高齢化が進む中で、農作業の

省力化など労力の軽減や農業技術の継承などを目的に、平成２６年度より取り組み

が開始をされております。現在はスマート農業実証プロジェクトとしてトラクター

などの農業機械の自動走行実験や、積み下ろし作業などの重労働を軽減するアシス

トスーツの開発、ＡＩを使ったドローンなどによる農薬の散布など全国６９カ所で

実証実験、研究が行われております。スマート農業のメリットとしましては、省力

化による圃場の拡大や収量の向上、肉体への負担の軽減、農業技術のデータ化によ

る技術の継承などが見込まれております。 

一方ではスマート農業のデメリットとして、機械や製品、サービスが高価で導入

できる生産者が限定的であること、ＩＣＴ機器のソフトウェアのデータに、ソフト

ウェアのデータの形式にばらつきがあること、スマート農業実施者のＩＣＴ機器操

作技術の習得が必要となることなどが指摘をされております。このように導入にあ

たっては機械の導入費用が高額であることから、どれぐらいの経営規模で導入する

のが適当であるのか。過剰投資にはならないのか。などの検討が必要となってきま

す。地理的条件での作業効率の問題など、美里町のような中山間地域での実情に合

った農業の新技術の導入について、今後見極めが必要になるというふうに考えてお

ります。またスマート農業への取り組みに向けて、熊本県が町内の圃場整備の工事

を実施をした用来地区におきまして、スマート農業についてのアンケートを今年度
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行うこととしております。まだ導入する機械、時期についてはまだ確定はしてはお

りませんが、そのアンケートを基に今後中山間地域においてスマート農業として取

り組む場合は、どのような機械や設備が農家からの要望が多いのか、実際にそのよ

うな機械を中山間地域で使った場合、どのような効果があるのか、使い勝手はどう

なるのかなどの検証が見込まれますので、その結果を踏まえ、農家への周知と併せ

てこのようなスマート農業に取り組めるような集落営農組織などの経営体の育成に

も取り組んでいきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） 今、説明がありまして分かりましたが、一応、日本農業新聞で

もいろいろ例示してございました。水稲大規模法人に対してはロボトラ、それから

相馬市の中山間地ではドローンを使った農薬散布、あるいは集落へのこれは山口県

ですかね、ＩＣＴの管理システム、酪農におきましても牛舎の自動管理、大規模複

合経営として水管理、無人トラクターとこういったものが例示されてあります。今、

説明がありましたように２０１９年に県では本格的にスマート農林業の推進をする、

推進元年だというふうに位置づけておりますけれど、２０１８年に実証プロジェク

トとして６１億円、２０１９年には農業、農業情報サイトという開設するとなって

おりまして、私もアクセスしてみましたがまだこれできていないですかね、あの２

０１９年度中に農業情報サイトというのを開設するとこうなっております。それか

らＩＣＴ活用した山林の所有者情報を整備すると、その外国人労働者に対してもあ

れよパイロット地区を２カ所設定してあるとかいろいろ県の計画が出ておりまして、

この２０１９年度はまだ年度が終わっておりませんので、途中経過だろうというふ

うには思っております。非常に今ありますように本当に便利でも本当に経営にプラ

スになるのかといういろいろ疑問が出ているというふうに聞いておりますし、非常

に、平坦地の大規模なところなら、このスマート農業というのはある程度定着する

かもしれませんけれども、高額な機械を使ってですね、この我々のような中山間地

にどれだけこの適応ができるのかという点についてはいろいろとまあ疑問もありま

すけれども、ただ、いろいろ今言われたように用来地区においてはアンケートをと

ってどういう機械でやろうとするのかちょっとお尋ねします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

まだ具体的に、どういった機械というのは決まってはおりませんが、今のところ

地元からの要望といいますか、っていうことではあのう法面を自動で草を刈ること

ができるまあ自動草刈り機ですね、リモコンで動かすような自動草刈り機などにつ



 － 85 － 

いてですね要望があがっているというようなことで聞いております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） はい、大体分かりました。非常にあの中山間地に適応する方法

としてはいろいろ工夫が必要だなとは思いますけれども、でくっだけモデル地区を

設定するなどしてですね、やっぱ一般の農家、農家にですね分かりやすいような取

り組みをぜひしていただきたいというふうに思っております。 

２点目は、食料・農業・農村基本計画見直しについてお尋ねいたします。 

この基本計画についてはこの１０年刻みの計画ということで、５年おきに見直す

ということですかね制度としては。来年度から向こう１０年間の計画策定が今作業

がされているとこのように聞いているわけであります。非常に基本法に基づいて基

本計画を作るということですが、一説によりますと、ものすごい大体１年以上かけ

て前から議論していかなくちゃならないのを、なんか半年くらいでまとめようとし

ているように、いろんな学者先生達もちょっと批判されておりますね。ですから、

性急に１０年間の計画を立てるのにはちょっとどうかなという疑問もございますが、

まあ何を聞きたいかと言いますと、この大きな国の基本計画ではありますが、実際

は現場としては我々のような中山間地の農業がどう生きていくのかということに少

し焦点を当ててもらわないと、中央で研究者とか学者先生達が集まって、立派な計

画だけつくってもらってもなかなかこれは定着しないんじゃないかとこのように思

います。そういう意味で、こういう田舎の中山間地等の意見の反映というのをです

ね、この国のそういう討議機関の中でどのように意見が反映されていくのか。その

あたりについて、どうなってるのか尋ねていたします。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 現在、５年ごとのこと食料・農業・農村基本計画につきまして

は現在５年ごとの見直し時期を迎えているところであります。そのような中、国は

農林水産物輸出の１兆円目標を掲げるほか、農地の集積・集約化や大規模経営体の

育成など、構造改革による農業の成長産業化や強い農業を目指した政策展開を進め

ているところでありますが、過度に農業の生産性を追求した政策は条件によっては

地域の働く場やコミュニティ形成の場を消失させ、中山間地域をはじめ地域の人口

減少をさらに招き、集落の維持・発展を阻害することが強く懸念されます。このよ

うな中、美里町を含む全国町村会では、今後の農林漁業、農産漁村のあり方に関す

る研究会を設立し、都市・農村・共生社会の創造をスローガンに、これからの農

業・農村政策のあり方についての提言として取りまとめを行ったところでございま

す。また、先日行われました全国町村長大会におきましても、国に対し特別決議も
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行ったところ、特別、国に対する特別決議も可決をさせていただいたところでござ

います。その中身、詳細につきましては非常に長くなりますので省きますが、農業

の発展と農村の振興のバランスを取っていく必要があるというふうに思います。ま

た、この特別決議の中にも農村に関する国と自治体との協議の場を設置するととも

に、特に農村政策については府・省連携により総力を結集することと、つまり、地

方の自治体の話もしっかり聞いてくれというような内容も含めた特別決議を行った

ところでございます。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） はい。ぜひそういうことで、町村会、これは地方６団体全部関

連してくるだろうと思いますけれども、お願いしたいと思います。向こう１０年間

のこの農政の基本方向ということでございまして、今の政府は当初から農業の成長

産業化ということで、旗印に農政改革をやってまいりました。ただ１０年間で農地

利用の８割を担い手に集積して、法人経営体を５万法人に増やすということなどが

目標とされましたけれども、家族農業に配慮する姿勢が非常に弱いと。こういう指

摘がされております。家族農業を守ることは農業・農村の実情を踏まえないと極め

て、踏まえると極めて現実的な対応だということでございまして、このあたりをぜ

ひ今後ともですね、政府に対して重視をしていただくように要望していただきたい

とこのように思っております。中小規模農家の経営縮小や離農によって流失する農

地の担い手の規模拡大だけでは受け止めきれないということでございまして、農地

の減少これは規模拡大だけでは守れなくなってるとこういうことですので、ぜひそ

の実情をよく町村会と通じましてですね、政府に伝えていただきたいとこのように

思います。 

続きまして、農福連携ということで、お尋ねいたします。 

農業とまあ福祉の連携ということで農福連携ということで、よく今新聞等で出て

まいります。担い手不足、雇用の場確保という狭い視野でなくて、今後は観光とか

教育とか医療、その他の一次産業、商工業とも繋がって、持続可能な地域づくりの

基とすることが非常に大事だという指摘でございます。今後、この障害者だけでな

くて高齢者あるいは育児中の人、引きこもりの人、生活困窮の人等も含めて、そう

いう人も視野に入れてこの農福連携を図っていくべきだという指摘がされておりま

すが、現、農福連携のこの町の現状としてはどうなっているかお尋ねいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

農福連携は、農業と福祉が連携をし、障害者の農業分野での活躍を通じて農業経

営の発展とともに、障害者の自信や生きがいを創出し、社会参画を実現する取り組
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みとなっております。また、年々高齢化している農業現場での貴重な働き手となる

ことや、障害者の生活の質の向上が期待をされております。農福連携の取り組みの

形態につきましては大きく三つの形態に分かれております。まず一番目は、農業者

が障害者を直接雇用する形態。二番目が社会福祉法人や障害者就労支援事業所など

が農業に参入をする形態。三番目が農業者が作業の一部を障害者に担ってもらう作

業請負という形態の三つになっております。現在美里町におきましては、三つの事

業所において農業に取り組んでおられます。大根や白菜、シイタケやお茶などの生

産が行われております。それぞれの事業所において、農業に精通をした職員の方が

配置をされており、その内二つの事業所におきましては近隣農家などへ農作物の植

え付けや収穫作業、草刈りなどの作業を請け負っておられます。このような取り組

みは農業者にとっても労働力の確保、農地の維持などのメリットがあり、障害者に

とっても就労先の確保、一般就労のための訓練など、お互いにメリットがあるよい

取り組みだと考えております。また、障害者の雇用や就労を目的とする農園整備、

農機具倉庫などの付帯施設の建設など、ハード面での整備や農作物の生産技術習得、

販売方法の研修などソフト面に対する国の補助事業なども用意をされておりますの

で、今後は各事業所などにも随時情報提供などの周知を行っていきたいというふう

に考えております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） この農福連携の取り組みでございますが、今回、農福連携の事

業に取り組んでいらっしゃる施設等に聞き取りを行いました。その中で全ての施設

において、現在法人単独で機械等を購入をされているというような状況であります。

今、課長からも説明がありましたが、非常に有意義な取り組みであるというふうに

認識をしているところです。現在、農業法人あたりへの補助金っていうものはござ

います。また美里町では町単独で小型の農業機械導入等の補助を行っているところ

でございます。そういった意味では、今後この農福連携におきましても、これらの

制度を活用して、何らかこう手助けができないかということも含めて検討していき

たいと考えております。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） よろしくお願いしたいと思います。非常に今深刻な担い手不足

ということもありますし、非常に有効な農福連携の方策については、有効な手段で

あるというふうに思いますんで、よろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、生産基盤の強化ということでお尋ねいたします。 

肝心な農地と担い手が減りまして構造的弱体化が進んでおります。農業新聞のゆ
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らぐ基というのがずっとシリーズで先ほど紹介しましたように載ってきました。危

機のシグナルということで連載してありますけれども担い手の高齢化、耕作放棄地

の増大の実態、直接支払制度でも支えきれない状況が出ているということで指摘を

されておりました。全国的に農地が１９９５年に５０４万ヘクタールだったのがで

すね、２０１８年には４４２万ヘクタールの６２万ヘクタールが減ったと。それか

ら農村の高齢化、担い手不足は予想を超えるスピードで進んでいるという指摘がご

ざいます。そういう意味で、この生産基盤の強化についての基本的考え方について

どうなっているかお尋ねいたします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

農作物を作る上で田んぼや畑などの生産基盤の強化につきましては、農業従事者

の高齢化や担い手不足、労働力の減少などもあり、圃場整備や用水路の整備など農

業の基盤整備が求められているというふうに考えております。持続可能な農業を行

う上で、自分で耕作する場合それと農作業を個人や機械利用組合などに委託をする

場合においても農地の区画拡大や農地に繋がる道路など、できるだけ耕作条件をよ

くしておくことが必要だというふうに思っております。 

そのような中、町では小規模な農地整備や農道の改修などには美里町土地改良事

業費補助金による補助、大規模な圃場整備や用水路改修などにつきましては、県営

土地改良事業などを活用して生産基盤の強化を計っているところでございます。現

在、県営事業では圃場整備や用水路改修工事を行っておりますが、次の取り組みに

向けての要望につきまして、町内全域を対象に今年度中に要望調査を実施する予定

というふうにしております。要望が挙がってきた中で取り組む内容など、地域の要

望に合った事業メニューの選定、事業実施に向けた条件の把握など、地域との話し

合いを今後進めていきたいというふうに考えております。 

また、各集落が行う生産基盤の強化につきましては中山間地域等直接支払制度や

多面的機能支払制度を活用した共同活動として農道の舗装、用水路の補修などに取

り組んでいただいております。多面的機能支払制度につきましては、一部遅れて取

り組みを開始された協定を除きまして、今年度より二期目の取り組みを行っており

ます。中山間地域等直接支払制度におきましても、現在、四期対策の最終年度を迎

えており、次期第五期対策の実施について１２月中に各集落協定に対する説明会を

開催するということとしております。次期五期対策からは、５年間という事業期間

が長いため、その期間保全できなくなった場合の交付金の遡及返還や、協定のうち

全体への返還金波及への不安から取り組みの面積が減少が見込まれるため、交付金

の遡及返還措置の見直しが行われるということになっております。町としましても、
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農業の生産基盤の強化を図る上で農地の圃場整備のハード面での基盤整備に加えま

して、多面的機能支払制度や中山間地域等直接支払制度などの共同活動が生産基盤

の確保や、農地の保全という観点から重要な役割を担っているというふうに考えて

おります。高齢化や人口減少による担い手不足により、取り組み面積につきまして

も今後減少が予想されますが、今回のような制度の見直しを踏まえ、各地域や集落

協定に対して制度の周知・徹底を行いできるだけ多くの農地が維持・保全できるよ

うに推進をしていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） 分かりました。よろしく取り組み方お願いしたいと思います。 

最後に、５項目に、これ平成２９年度ですか。県の中山間地農業モデル地区支援

事業実施要領というのが、今持っておりますけれども、豊富・涌井地区だったと思

いますけれども指定されまして、今モデル事業が進められておりますが、その現状

がどうなっているかをお尋ねします。というのが、先ほどのスマート農業との関係

で、この実施要領の策定当初では、今先ほどの用来地区のようないわゆるリモコン

で動く草刈機とか、そういったものは想定されてなかったかもしれませんけれども、

新たにこの三カ年計画でしたかね、五カ年かな。途中でそういうスマート農業のに

関連するように機械を導入してこの試験的に実施するようなことはできるのかどう

かも合わせてお尋ねします。 

○議長（吉田美好君） 富永経済課長。 

○経済課長（富永英司君） ご説明申し上げます。 

熊本県中山間農村モデル地区につきましては、平成２９年度に熊本県の県単独補

助事業として事業が始まっております。その後、モデル地区としての地区指定のあ

と、事業期間が平成３０年度から令和２年度までの三年間ということで事業が開始

をされております。本町におきましては涌井地区と隣接する豊富地区の一部を対象

に地区の指定がなされ、平成３０年度におきまして住み続けられるふるさとづくり

をスローガンに、涌井・豊富中山間農業モデル地区ビジョンが作成をされ、そのビ

ジョンを基にですね計画をされた取り組みにつきまして現在進められているという

ところでございます。本地区のビジョンにつきましては、高齢化による担い手不足

や不成形な狭小農地の問題、耕作放棄地対策など地区が抱えている課題に対しての

対応策が提案をされております。具体的な対策としましては、耕作道路や用排水路

の整備などの小規模な農業基盤整備の実施や、美里カボチャなどの高単価作物の導

入のほか、フットパスなどの地域の環境を活用した環境事業との連携が計画をされ

ております。計画をされた事業の中で昨年度まで完了した事業内容としましては、
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耕作道路、用排水路の整備、それと農業用機械格納庫の整備等につきましては、完

了をしております。本年度に農業用機械の導入、来年度に暗渠排水の整備が計画を

されております。議員ご指摘のスマート農業についての取り組みということに、ま

あ途中で追加はできないかということになると思いますが、まあ元々ビジョンを作

りましてその中の計画に沿って今事業をやっているというようなことなっておりま

すので、途中での追加についてはですね、難しいんではないかというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） 大体分かりました。とにかく中山間地の農家の現状て非常に厳

しいものがございますので、先ほど言われましたような着実にこの政策を進めて、

前に進めていただきたいとこのように思います。 

３点目は高齢者の生きがいづくりについてお尋ねをいたします。 

１点目は、いきいき１００歳体操ということ、あるいは通いの場づくりというこ

とで、いろいろ取り組みが進められております。私たち社会文教委員会も昨年、鳥

取県の智頭町八頭町とか、視察に行きまして非常にためになったといいますか、勉

強してきたところでございますけれど、この間ずっと新聞記事ば見ておりますとで

すね、山都町緑川の老人会では毎週通いの場で毎週集まっておられて、大体７０歳

以上の方が３０人大体集まって最高齢は８８歳ということで非常に、健康寿命を延

ばすという意味では有効だということで、皆さんの感想も少しずつ体力がついて皆

生き生きしているということで、活動を続けてみんなが元気で長生きしたいとこう

いう感想も出ておりました。玉名市の横島公民館においてもですね、ここは関連し

ますけれどもこの認知症予防に特化してというか、内容的にはそう変わらないよう

に思いましたけれども、そういう認知症予防に特化して脳トレとか、そういうこと

をやっているという記事が紹介されておりました。非常に高齢者の対策については

非常に本町におきましても、私は進んでるというふうに思っておりますけれど、こ

の一つ、いろんな生きがい対策では、今グラウンドゴルフが非常に盛んですね。大

体協会には当時ピークの時は５００人くらい入っておられたということも聞いたこ

とがございますけれど、この非常に熊日にも成績が出てまいりますし、このグラウ

ンドゴルフのうちの坂貫のグラウンドは毎日午前午後満杯で、本当にいっぱいやっ

ておられます。非常にこりゃ健康長寿のためには非常にいい取り組みだというふう

に思っております。そこで１点目はいきいき１００歳体操、通いの場づくりの本町

における現状と方向性について、どうなっているかお尋ねします。 

○議長（吉田美好君） 中村福祉課長。 
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○福祉課長（中村武志君） ご説明申し上げます。 

通いの場は、平成３０年度から住民主体による介護予防事業として各地区の公民

館などで体操したり、趣味を楽しんだりする活動を行っております。通いの場の現

状としては、現在２３グループ、２６０名の方々が登録されています。主な活動と

して１００歳体操による筋力体操、お口の体操等を行っております。また、令和２

年度から認知症予防の脳活性化プログラムを導入し、認知症予防の取り組みなどを

計画しております。 

なお、今後の方向性としては、町民の健康寿命を延ばすためにも通いの場の立ち

上げの普及を進めていきたいと考えております。また、高齢者の保健事業と介護予

防の一体化を、一体的に実施していくとともに、住民主体による健康づくりや社会

参加などの活動を支援してまいります。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） はい、大体今、現状は分かりました。いきいきサロンっていう

のが従来から行われておりますけれど、これは大体月１回ですよね基本的に。でも

いきいき１００歳体操っていうのは週に１回ですかね。てそういうことで、今いき

いきサロンはもうこれ非常にあの県下では先行しての取り組みだというふうに聞い

ておりますけれども、このいきいきサロン、現在行われているいきいきサロンから

このいわゆる１００歳体操のほうに週１回のほうに段々移行させて行こうっていう

方向なのか、それとも今は今でそのいきいきサロン、月１回のいきいきサロンと、

こっちは別立てて考えているのかそのあたりはどうなっていることかお尋ねします。 

○議長（吉田美好君） 中村福祉課長。 

○福祉課長（中村武志君） ご説明申し上げます。 

いきいきサロンについては今議員がおっしゃったとおり、各サロン月１回程度開

催しております。町内の介護保健事業所に業務を委託し事業を行っております。し

かし、介護予防の強化および業務委託料等の面から、今後は通いの場への移行も考

えられると考えております。なお、いきいきサロンを開催しながら通いの場を行っ

ているグループもございます。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） はい、わかりました。 

３点目、認知症新大綱とその対応についてちょっとお尋ねいたします。 

認知症新大綱というのが６月の２０日ですか、決定されました。その前段の政府

の大綱の素案の中には、いわゆる数値目標というのが掲げられておりましたが、あ
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の本計画、大綱が決定された時点ではこの数値目標は見送りになったというこうい

う内容になっております。この認知症新大綱の、その詳しくはいりませんがその概

要と、どういう取り組みをですね本町でしていくのかお尋ねをいたします。 

○議長（吉田美好君） 中村福祉課長。 

○福祉課長（中村武志君） ご説明申し上げます。 

国では新しい大綱の基本的な考え方として、認知症の発症を遅らせ、認知症にな

っても地域で安心して暮らせる共生と、認知症の発病を遅らせる予防を車の両輪と

して、施策を推進していくこととしております。本町においても認知症対策として、

早期診断、早期対応のための体制整備として、認知症初期集中支援チーム及び認知

症地域支援推進委員の配置、また認知症の方やその家族の相談体制として、地域包

括支援センターによる総合相談などを行っております。医療介護関係職員の情報共

有及び連携としては、認知症学習会、認知症専門委員会などを開催しております。

また、認知症普及啓発については小中学校事業所等に対象に、認知症サポート養成

講座の開催及び認知症は、認知症徘徊模擬訓練等を行っております。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） 先ほどの説明の中で一応、いきいき１００歳体操の中にも認知

症のプログラムは入れていくと、新年度から入れていくというような説明でありま

したので、ぜひそういう認知症新大綱の考え方っていう、対応も含めて、ぜひ活か

していただきたいとこのように思います。 

ほか４点目の高齢者の生きがいづくりの今後の展開ということでお尋ねいたしま

す。 

現在先ほど言いますように、グラウンドゴルフとか非常に盛んでございます。そ

れからまた、この前これは１１月の５日の熊日に載りました大きく載りましたです

ね、あのガンバルーン。このガンバルーンっていうのは非常にこれはやっぱこれも

県下で非常に先行しているそうですね、このガンバルーンは。非常に私も出たこと

ありますけども、非常に面白いです。でこういうやっぱ県下で先行しているような

取り組みはどんどんやっぱり伸ばしていただきたいと思いますし、あと、全体的に

いろんなその老人会の諸行事がございますね、カラオケ大会だとかいろんなのをさ

れております。そういうことで、大綱的に非常に難しいかもしれませんけども、将

来的なこの老人の生きがいづくりについての町としての基本的な細々要りませんが、

大綱的なものが計画としてあるのか、今後つくる計画なのか、そのあたりはどうな

っておるのかお尋ねいたします。 

○議長（吉田美好君） 中村福祉課長。 
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○福祉課長（中村武志君） ご説明申し上げます。 

高齢者の生きがいづくりの今後の展開につきましては、グラウンドゴルフなどに

よる体力作り、老人クラブによる社会参加などの活動とともに、新たな大綱にあり

ますように共生と予防を推進するため、住民主体の通いの場を町内に多く展開し、

無理なく楽しく過ごすことにより、心身の健康及び生きがいづくりに繋がるのでは

ないかというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今、ガンバルーン大会の話も出ましたが、ガンバルーン大会も

非常に盛り上がりを見せているところでございます。楽しみ、生きがい、やりがい

を持つことは元気の秘訣だと思います。高齢化率が高いからといって極端に悲観す

る必要はないというふうに思います。ご高齢の皆様が元気で活発に生き生きと生活

できる環境をさらに充実させるために、さまざまなご意見をいただきたいと思いま

すし、町独自のそういう大綱も含めてですね、知恵を絞りながら考えていきたいと

いうふうに考えるところでございます。 

○議長（吉田美好君） 坂田君。 

○４番（坂田竜義君） もう高齢化率が４０何パーセントになりまして、県下では３位

ということでよく言われておりまして、非常にただお年寄りは元気ですし、ますま

す健康長寿でですね、で有名な町づくりのほうも一方ではぜひ政策的に進めていた

だきたいということで質問を終わります。 

○議長（吉田美好君） これをもちまして、坂田竜義君の一般質問を終わります。 

以上で、通告されておりました一般質問は全部終了をいたしました。 

これで一般質問を終わります。以上で、本日の日程は終了しました。 

お諮りします。本日はこれで散会したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

また、お諮りします。明日１２日木曜日は休会とし、午前１０時より各常任委員

会委員長の指示により常任委員会を開いていただき、終了後は委員長の指示により

散会していただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本日はこれで散会し、明日１２日木曜日は休会とし、午前１０

時より各常任委員会を委員長の指示により開いていただき、終了後は委員長の指示

により散会していただくことに決定をいたしました。 
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なお、常任委員会の会場は、総務常任委員会が委員会室、経済建設常任委員会が

第１会議室、社会文教常任委員会が第２会議室をご利用ください。 

明後日１３日金曜日は、午前１０時から会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後１時５０分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） ここで、１２月１０日に上程をされました議案第７８号、消費

税率及び地方消費税率の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につい

ての質疑の際、１１番、濱田憲治君よりお尋ねのあった件につきまして、中川社会

教育課長より説明の申し出があっておりますので説明を求めます。中川社会教育課

長。 

○社会教育課長（中川幸生君） ご説明をいたします。 

濱田議員よりご質問がありました議案第７８号についてご説明を申し上げます。 

別冊議案第７８号資料をご覧いただきたいと思います。 

別冊議案第７８号資料の１８ページでございます。 

１８ページの海洋センター船艇の種類の利用状況についてでございますが、平成

２８年度から本年までの利用状況についてご説明いたします。まず、平成２８年度

のカヌーの利用状況でありますが、利用者が２３名となっております。続いて、平

成２９年度が１０３名となっております。それから平成３０年度が１９０名、それ

から本年度が１１２名となっております。次のＯＰヨットから一番下のローボート

（４人乗）までは利用はございませんでした。今後は利用がなかった船艇も含めま

して、さらにホームぺージ等を活用しまして、多種多様な船艇をご利用いただける

ような周知に努めてまいりたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、中川社会教育課長の説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 各常任委員会報告及び質疑 

○議長（吉田美好君） 日程第１、各常任委員会報告及び質疑を行います。 

まず、総務常任委員会委員長の報告を求めます。総務常任委員会委員長、今田政

行君。 

○総務常任委員会委員長（今田政行君） おはようございます。 

総務常任委員会の活動報告を申し上げます。 

昨日１２月１２日に、総務常任委員会を開催しましたので、その報告をいたしま

す。出席者は執行部より宮嵜総務課長、下田企画情報課長、田上税務課長、山田住

民課長、池永会計課長と、議会より吉田起登委員、松永委員、濱田委員、私、今田

の出席のもとに、１０時より委員会室にて行いました。 
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まず、各課長より所管する令和元年度美里町一般会計補正予算書について説明を

受けました。まず、歳入で電源立地地域対策交付金とは別に、県補助金として熊本

県企業局水力発電所地元振興支援事業交付金として１,０００万円が本年度から３

カ年交付されるということで、本年の使途につきましては、森林体験公園施設の備

品として、安全器具ですけども、の購入費に充てるということでございました。ま

た、封筒広告料等の説明がございました。歳出では、宇城広域連合負担金、両庁舎

の光熱水道費、空き家バンク登録奨励金、総合行政システム帳票等印刷代、町民税

還付金等についての説明を受けております。また、空き家バンク登録件数２７戸に

対しまして、受け手希望者も多くおられるということでございましたけども、お互

いのニーズに対してマッチングが難しいということ。また、美里バス活性化協議会

を開催し、美里バス改善計画を報告、令和２年１月１４日から改善された運行を行

うということでした。また、住民票、マイナンバーカード等で旧氏の併記ができる

という説明があり、また、令和元年度指定金融機関の検査、収納代理金融機関の書

類審査を実施し、いずれも不備はなかったという報告があっております。 

その後、今後検討しなくてはならないであろう美里町防災行政無線について説明

を受けました。現在のシステムの問題点として、スプリアス規格の改正に伴い、一

部の機器が使用できなく可能性がある。設備導入後、１３年が経過しており、経年

劣化等により不具合や環境の変化による電波強度の低下、またはシステムの老朽化

による問題が発生し、年に２００回前後の苦情あるいは問い合わせがきているとい

うことであり、早急に検討委員会を立ち上げ、あらゆる方面からの検討を加え、よ

りよいシステムを構築していかねばならないと思ったところでございます。 

会を１１時４０分に終了しまして、昼食を挟んで午後から現地を視察をいたしま

した。 

まず、中央庁舎非常用電源整備工事現場を視察をいたしまして、１月２３日まで

の工期ではございますけども、本体部分ではほぼ完成をしておりました。停電確認

後、１０秒以内に発電機が始動し、庁舎内の容量の約６０％をカバーするというこ

とでございました。その後、下中郡（下原）区の耐震性貯水槽を視察。規模は１０

０トンでございますが、貯水槽の工事はほぼ完了しておりました。あと、中小路地

区耐震性貯水槽４０トン、小筵地区耐震性貯水槽の４０トンの現地を視察し、砥用

庁舎に設置の防災行政無線の無線局を視察し、説明を受けたところであります。 

その後、中央庁舎に帰り、１４時３０分に閉会をいたしました。 

以上で、総務常任委員会の活動報告を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。 

他の委員さんからの補足はありませんか。 
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[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 補足なしと認めます。 

総務常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。 

なお、各常任委員会委員長に対する質疑は、申し合わせ事項により、審査の経過

と結果に対する質疑にとどめることになっておりますので申し添えます。 

質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。 

以上で、総務常任委員会の報告を終わります。 

次に、経済建設常任委員会委員長の報告を求めます。経済建設常任委員会委員長、

上田孝君。 

○経済建設常任委員会委員長（上田 孝君） 改めまして、おはようございます。 

昨日、経済建設常任委員会を行っておりますので報告いたします。 

令和元年１２月１２日午前１０時より、経済建設常任委員会を行いましたので、

報告いたします。出席者は、経済建設常任委員会より、吉田美好委員、上村委員、

光井委員、上田の４名、執行部より長井建設課長、髙田林務観光課長、富永経済課

長、社会文教常任委員会に出席後に、北島水道衛生課長が出席されております。 

開会後、令和元年度美里町一般会計補正予算書（第５号）について、各課より説

明を受けております。主なものとしまして、建設課においては、事業予定の見込み

がないがけ地近接等危険住宅移転事業補助金、住宅耐震化支援事業補助金の減額、

道路新設改良費において、工事請負費のうち、社会資本整備総合交付金事業の減額、

道整備交付金事業については増額、補償、補填及び賠償金について、家屋補償費に

充てる立木等補償費の増額、住宅管理費において、八幡原並びに片平団地の給水ポ

ンプ交換にかかる町営住宅修繕料の増額、町有住宅復興団地改修工事に伴う引っ越

し費用に充てる工事請負費の増額等です。 

林務観光課においては、林道開設費において、林道早楠線土捨て場整備測量設計

委託料の増額、観光振興費において、老朽化で危険となった観光看板の撤去手数料

の増額、森林体験公園費では、９月の研修で山梨県のフォレストアドベンチャー・

富士で視察したスマートビレーシステムの導入に伴う諸費用の増額等です。なお、

この財源につきましては、先ほど総務常任委員会の委員長の報告でもありましたと

おり、今回の補正予算で新たに県から交付される熊本県企業局水力発電所地元振興

支援事業補助金が充てられるということでございます。 

経済課では、農業振興費で、熊本県土地改良事業団体連合会に関連する水土里情

報システムパソコン購入費の増額、獣害駆除数が大幅に増えたことに伴う鳥獣被害
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防止緊急捕獲支援事業交付金の増額等です。 

水道衛生課においては、環境衛生費において、共同墓地復旧支援事業補助金の増

額、水道施設整備費において、簡易水道施設整備補助金並びに簡易水道事業特別会

計繰出金の増額等の説明を受けております。 

委員より関連する質疑を受けた主なものといたしまして、石段の途中に設置され

たトイレの状況について、女子トイレは概ね良好に稼働しているが、男子トイレに

おいて想定したより使用頻度が高く水分量が多いため、撹拌するモーターがうまく

作動しないことがあるとのことです。設置業者と対応について現在協議中であるが、

今のところ現在は月に数回点検するなどして対処しているとのことです。 

午前１１時１０分説明及び質疑を終わり、休憩を挟み現地視察に向かっておりま

す。 

下永富で実施されている美里地区中山間地域総合整備事業の現地を視察しており

ます。下永富工区は、工事前の受益面積が１.９７ヘクタール、工事後で１.７５ヘ

クタールとのことです。３５筆の農地を１０筆に集約し、ほとんどの面積が１５ア

ールから２５アールになるとのことです。工期は２月２８日までで、今のところ順

調に進んでいるそうです。委員より、安全に留意し良好な工事を望む意見等が出さ

れたところです。 

正午に帰庁し、委員会を終了しております。 

これで、報告は終わりますが、報告漏れがございましたら、他の委員さんの補足

をお願いいたします。 

○議長（吉田美好君） 以上で、経済建設常任委員会委員長の報告を終わります。 

他の委員さんから補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 補足なしと認めます。 

経済建設常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。 

以上で、経済建設常任委員会委員長の報告を終わります。 

次に、社会文教常任委員会委員長の報告を求めます。社会文教常任委員会委員長、

坂田竜義君。 

○社会文教常任委員会委員長（坂田竜義君） 本定例会における社会文教常任委員会の

活動報告を行います。 

本定例会会期中に社会文教常任委員会活動をいたしましたけれども、１２月１２

日１０時から、第２会議室におきまして、福田議員、中川議員、髙田議員、坂田、
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執行部より吉永教育長、坂村学校教育課長、中川社会教育課長、中村福祉課長、松

永健康保険課長、北島水道衛生課長、北島課長は途中で経済建設のほうに出席のた

め中座されましたが、以上出席のもと会議を行いました。 

まず、議案第７９号、美里町一般会計補正予算（第５号）について、担当課より

説明がありました。 

水道衛生課から、共同墓地復旧支援事業補助金、ゴミ分別表等について説明があ

り、意見がありました。 

福祉課では、湯の香苑体育施設の改修工事、地域支え合いセンターへの運営補助

金等について説明があり、意見がありました。 

健康保険課では、インフルエンザ予防接種についての説明があり、意見がありま

した。 

学校教育課では、来年の教育の日関係での債務負担行為の補正、太陽光会社から

の寄附金の使途等について説明がありまして、意見がありました。 

社会教育課では、不用額、公民館補修補助金等について説明がありました。 

その後、現場調査といたしまして、文化交流センター「ひびき」駐車場整備の状

況、ひびきと社協との間のスロープ整備の現場、砥用小学校プール補修工事の状況、

湯の香苑体育施設の着工前の現場視察等を行い、委員会を終了いたしました。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 以上で、社会文教常任委員会委員長の報告を終わります。他の

委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 補足なしと認めます。 

社会文教常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。 

以上で、社会文教常任委員会委員長の報告を終わります。 

これで、常任委員会報告及び質疑を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 議案第７９号 令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（吉田美好君） 日程第２、議案第７９号、令和元年度美里町一般会計補正予算

（第５号）を再度上程し、議題とします。 

内容説明は終わっておりますので、これから質疑を行います。 

お諮りします。補正予算の質疑については、一括質疑で行いたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 
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[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。したがいまして、補正予算の質疑は一括

で行います。 

質疑はありませんか。 

１１番、濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） １１番、濱田です。質問をいたします。 

２３ページの商工費の２の観光振興費、看板の撤去のことで５２万円、ここの場

所と、３番の森林体験公園費の施設内誘導サイン等製作設置手数料、この誘導サイ

ンというようなイメージがちょっとわかりませんので、ご説明をいただきたいと思

います。 

○議長（吉田美好君） 髙田林務観光課長。 

○林務観光課長（髙田浩幸君） ただいまのご質問について、説明いたします。 

最初に、看板の撤去ということですが、国道２１８号線の霊台橋を渡りまして、

手前に最初の小さなトンネルがございますが、そのカーブのところに３面の三角錐

の看板がございます。もう腐食が非常に激しくて、基礎のほうからですね撤去をし

ないと倒れるということで、業者のほうに見積もりを取りまして今回の予算を立て

た状況でございます。 

それと、２番目のサイン等ですね。これは要はこちらのほうにジップコースがご

ざいますとか、アドベンチャーコースがあるというのも当然今つくっておりますが、

今回のシステムの導入によりましてですね、それの付け方の表示とか、あと不足し

ていたですね、各コースの看板というのを充てるということにしております。 

以上でご説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 濱田君。 

○１１番（濱田憲治君） はい、看板の撤去という場所、わかりました。倒壊する恐れ

があるということであれば、本当に早めに撤去するべきだと思います。誘導サイン

等の内容についてもわかりましたので終わります。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） ほかにありませんか。 

１０番、福田君。 

○１０番（福田秀憲君） ただいま上程中の議案第７９号について質問をいたします。 

最初に、５ページ、債務負担行為というものがあります。そこで、私、ちょっと

調べてみましたけれども、このパフォーマンス契約というのを、ちょっと教えてい

ただければと思います。 

○議長（吉田美好君） 宮嵜総務課長。 
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○総務課長（宮嵜幸仁君） ご説明申し上げます。 

現在、両庁舎のコピー機につきましては、備品の購入、物品の購入でも対応はで

きますけど、その使用料に応じて保守費がかかるというような形での契約になって

おります。これをパフォーマンス契約という表現でいたしております。内容的には

もう備品の代金と使用料と、それとその保守費を含めた契約ということで捉えてい

ただければというふうに思っております。 

○１０番（福田秀憲君） はい、わかりました。ありがとうございました。 

○議長（吉田美好君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 先ほど１１番議員からも質問ありましたけれども、２３ペー

ジの、森林公園の公園費ということで提示をされております。森林公園の需用費と

して、森林公園施設の整備修繕料、それとその下の備品購入費ということで計上さ

れております。これは県の企業局からの歳入で賄うというふうにお聞きしておりま

すけども、その内容をちょっと教えていただければと思います。 

○議長（吉田美好君） 髙田林務観光課長。 

○林務観光課長（髙田浩幸君） ただいまの質問に対してご説明いたします。 

まず、最初にですね、森林体験公園施設修繕料ということで上げさせていただきま

したが、これは今現在、ロングジップスライドというのがダム湖を横断しておりま

すが、そちらのほうの最初の支柱となります杉の木です。それにワイヤーが食い込

んで非常に勤怠して負荷がかかっているという状況になっております。そのために

ワイヤーを取り替えて食い込んだ状況を改善するという修繕になります。こちらの

ほうは、先ほどの企業局からの補助というのは対象にはなっておりません。 

続きまして、備品購入費のほうですが、主にスマートビレーに対する、今使って

いるスルービレーをスマートビレーに替えるというのが前提で、普通のハーネスは

そのままの状態でカラビナを交換するということで、備品購入費を立てております。 

以上で説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 今の、備品購入ということで今、スマートビレーとかいう話

が出ましたけれども、これは案全帯ということで、私たちが実際に見学に行ったと

きに簡単に付けて安全に、要するに安全帯を替えると、新しく購入するということ

で理解しています。ありがとうございました。議長。 

○議長（吉田美好君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） もう一つお伺いをいたします。 

その２４ページなんですけど、この町営住宅といいますか、応急仮設住宅のこと

で工事をやりますけれども、この工事請負費のところに事業として、工事費として
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これが５４０万円出てますけれども、これは当初予算のやつで足りないということ

でこう計上されているんじゃないかなと思うんですけれども、これの設計管理委託

料、これはどこに計上されているのか、ちょっと教えていただければと思います。 

○議長（吉田美好君） 長井建設課長。 

○建設課長（長井寿浩君） ご説明申し上げます。 

設計管理委託料につきましては、設計が終わっておりまして、自主管理、役場職

員のほうで管理を行うようにしておりますので、計上はしておりません。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） この５４０万円の説明は。 

○建設課長（長井寿浩君） すみません、５４０万円につきましては、今現在住まわれ

ている方の移動を行わなければ改修ができませんので、その費用として５４０万円

を計上しております。 

以上です。 

○議長（吉田美好君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） これは確か、設計はやってもらってますよね。そうすると管

理はやるとしても、設計料というのはやっぱりどの工事にも計上してあるんですけ

れども。なんかどっかにも、どこにもちょっと見えないようなあれがするんですけ

ど、なんか。当初の予算に計上されてましたかね、これ。 

○議長（吉田美好君） 長井建設課長。 

○建設課長（長井寿浩君） ご説明申し上げます。 

設計につきましては、昨年度の予算で設計をいたしまして、今年度は工事だけと

なっております。 

○１０番（福田秀憲君） はい。なんか本年度の予算を見てもちょっと見当たらなかっ

たもんで質問をさせていただきました。 

終わります。 

○議長（吉田美好君） ほかにありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 
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議案第７９号、令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり

決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第７９号、令和元年度美里町一般会計補正予算（第５号）

は、原案のとおり可決をされました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第８０号 令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

○議長（吉田美好君） 日程第３、議案第８０号、令和元年度美里町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）を再度上程し、議題とします。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８０号、令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８０号、令和元年度美里町国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第８１号 令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

○議長（吉田美好君） 日程第４、議案第８１号、令和元年度美里町介護保険特別会計

補正予算（第３号）を再度上程し、議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８１号、令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、原案

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８１号、令和元年度美里町介護保険特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第８２号 令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

○議長（吉田美好君） 日程第５、議案第８２号、令和元年度美里町生活排水特別会計

補正予算（第３号）を再度上程し、議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８２号、令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号）は、原案

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８２号、令和元年度美里町生活排水特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第８３号 令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） 

○議長（吉田美好君） 日程第６、議案第８３号、令和元年度美里町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）を再度上程し、議題とします。 
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これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８３号、令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８３号、令和元年度美里町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第８４号 令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

○議長（吉田美好君） 日程第７、議案第８４号、令和元年度美里町簡易水道事業特別

会計補正予算（第３号）を再度上程し、議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８４号、令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８４号、令和元年度美里町簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 
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ここでしばらく休憩とします。再開を１０時５０分とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３７分 

再開 午前１０時５０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（吉田美好君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第８５号 フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者の指定につ

いて 

○議長（吉田美好君） 日程第８、議案第８５号、フォレストアドベンチャー・美里の

指定管理者の指定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。髙田林務観光課長。 

○林務観光課長（髙田浩幸君） それでは、議案第８５号の内容の説明をいたします。 

議案第８５号、フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者の指定について 

地方自治法第２４４条の２第６項及び美里町公の施設の指定管理の指定の手続等

に関する条例第３条の規定により、下記のとおりフォレストアドベンチャー・美里

の指定管理者に指定することについて議会の議決を求める。 

施設の名称は、フォレストアドベンチャー・美里。 

指定の所在地は、神奈川県茅ケ崎市菱沼海岸２番地３２。 

団体名、株式会社フォレストアドベンチャー、代表者、代表取締役、金丸一郎 

指定の期間、令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。フォレストアドベンチャー・美里について、指定管理者

による管理運営を行うために、指定管理者の指定につき議会の議決を必要とするた

め提案するものでございます。 

議案第８５号の別紙資料をご覧ください。 

１ページ目は選定審査結果の総括になります。令和元年１０月２３日に行われま

した３社による二次審査、プレゼンテーションでございますが、その採点結果を添

付しております。 

また、２ページ目以降は、申請された３社の法人の概要をつけております。 

以上で、内容の説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８５号、フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者の指定については、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８５号、フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者

の指定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第８６号 町有住宅中央庁舎復興団地改修工事請負契約の締結につい

て 

○議長（吉田美好君） 日程第９、議案第８６号、町有住宅中央庁舎復興団地改修工事

請負契約の締結についてを議題とします。 

内容説明を求めます。長井建設課長。 

○建設課長（長井寿浩君） それでは、議案第８６号について、ご説明申し上げます。 

議案第８６号、町有住宅中央庁舎復興団地改修工事請負契約の締結について 

次のとおり町有住宅中央庁舎復興団地改修工事の請負契約を締結したいので、地

方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

１、契約金額、６,７５６万２,０００円。 

２、契約の相手方、熊本県下益城郡美里町名越谷６０番地、有限会社本田住建、

代表取締役、本田誠義。 

３、契約の方法です。指名競争入札。 

提案理由でございます。町有住宅中央庁舎復興団地改修工事に係る請負契約の締

結について、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を経る必要がある

ため提案するものでございます。 

次に、別冊議案第８６号資料をご覧ください。 
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１、工事の内容の主な工種数量です。１号棟から６号棟の合築、内部改修を行い、

１９戸を１６戸にするものでございます。２号棟、３号棟、５号棟の１ＤＫと２Ｄ

Ｋの６戸を合築し２ＬＤＫ３戸に、また残りの１号棟から６号棟の２ＤＫ、３ＤＫ

の１３戸の内部改修を行います。 

２、工期、議決の翌日、議決の翌日が週休日又は休日にあたる場合はその翌日か

ら令和２年３月１９日まででございます。 

次のページからが図面となっております。２ページ目からが各棟の配置図となっ

ております。赤色で着色してある棟が合築の棟で、青色で着色してある棟が内部改

修の棟でございます。 

３ページ目から８ページ目までの図面が各棟の図面となっております。上段が現

況、下段が改修後の平面図となっております。赤色で着色してある部分の改修を行

います。主な改修の内容といたしまして、玄関の改修、アコーディオンカーテンで

間仕切りとなっている部分を木製建具に変更し、合築する棟については、台所、浴

室、トイレの改修を行う工事でございます。 

以上で、議案第８６号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８６号、町有住宅中央庁舎復興団地改修工事請負契約の締結については、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８６号、町有住宅中央庁舎復興団地改修工事請負契約の

締結については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第１０ 議案第８７号 町有住宅くすのき平復興団地改修工事請負契約の締結に

ついて 

○議長（吉田美好君） 日程第１０、議案第８７号、町有住宅くすのき平復興団地改修

工事請負契約の締結についてを議題とします。 

内容説明を求めます。長井建設課長。 

○建設課長（長井寿浩君） それでは、議案第８７号について、ご説明申し上げます。 

議案第８７号、町有住宅くすのき平復興団地改修工事請負契約の締結について 

次のとおり町有住宅くすのき平復興団地改修工事の請負契約を締結したいので、

地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

１、契約金額、５,９２３万５,０００円 

２、契約の相手方、熊本県下益城郡美里町原町３４８番地１、有限会社平永建設、

代表取締役、平永続。 

３、契約の方法、指名競争入札。 

提案理由でございます。町有住宅くすのき平復興団地改修工事に係る請負契約の

締結について、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を経る必要があ

るため提案するものでございます。 

次に、別冊の議案第８７号資料をご覧ください。 

１、工事の内容の工種数量です。１号棟から７号棟の合築、内部改修を行い、１

５戸を１１戸にするものです。１号棟、４号棟の１ＤＫと２ＤＫの４戸を合築し、

２ＬＤＫ２戸に、２号棟、３号棟の１ＤＫと３ＤＫの４戸を合築し、３ＬＤＫ２戸

に、また、残りの５号棟から７号棟の２ＤＫ、３ＤＫの７戸の内部改修を行います。 

２、工期、議決の翌日、議決の翌日が週休日又は休日にあたる場合、その翌日か

ら令和２年３月１９日まででございます。 

次のページからが図面となっております。２ページ目が各棟の配置図となってお

ります。赤色で着色してある棟が合築の棟で、青色で着色していある棟が内部改修

の棟でございます。 

３ページ目から９ページの図面が各棟の図面となっております。上段が現況、下

段が改修後の平面図となっております。赤色で着色してある部分の改修を行います。

主な改修の内容といたしまして、玄関の改修、アコーディオンカーテンでの間仕切

りとなっている部分を木製建具に変更し、合築する棟においては、台所、浴室、ト

イレの改修を行う工事でございます。 
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以上で、議案第８７号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８７号、町有住宅くすのき平復興団地改修工事請負契約の締結については、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８７号、町有住宅くすのき平復興団地改修工事請負契約

の締結については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第８８号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及

び規約の一部変更について 

○議長（吉田美好君） 日程第１１、議案第８８号、熊本県市町村総合事務組合の共同

処理する事務の変更及び規約の一部変更についてを議題とします。 

内容説明を求めます。宮嵜総務課長。 

○総務課長（宮嵜幸仁君） 議案第８８号について、ご説明申し上げます。 

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更につい

て 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、令和２

年３月３１日限りで、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務を変更し、熊

本県市町村総合事務組合規約（平成１６年９月２９日熊本県指令市町村第１６号）

の一部を別紙のとおり変更する。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。一部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更

しようとするときは、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を経る必要が

あるため提案するものでございます。 
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次のページをお開き願います。 

熊本県市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約 

内容につきましては、説明資料の新旧対照表により説明させていただきます。 

議案第８８号資料、熊本県市町村総合事務組合規約の新旧対照表をご覧願います。

左側が変更前、右側が変更後となっております。 

別表２です。組合の共同処理する事務の第３条第１号に関する事務の中で、一番

最後のところで、「、熊本県後期高齢者医療広域連合」を追加するものでございま

す。 

議案書にお戻り願います。 

附則でございます。この規約は、令和２年４月１日から施行するといたしており

ます。 

以上で、議案第８８号についての説明を終わります。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

議案第８８号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の

一部変更については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、議案第８８号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務

の変更及び規約の一部変更については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 同意第６号 美里町教育長の任命につき同意を求めることについて 

○議長（吉田美好君） 日程第１２、同意第６号、美里町教育長の任命につき同意を求

めることについてを議題とします。 

お諮りします。本案件の当事者である教育長の吉永公力君に退席を求めたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 
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[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、吉永公力君に退席を求めることに決定をしました。 

吉永公力君に退席を求めます。 

（吉永教育長 退席） 

○議長（吉田美好君） 内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第６号につきまして、ご説明申し上げます。 

同意第６号、美里町教育長の任命につき同意を求めることについて 

美里町教育長に下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記。 

住所、熊本県下益城郡美里町名越谷１７６７番地。 

氏名、吉永公力。 

生年月日、昭和２７年１２月３日生。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。教育長を任命しようとするときは、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を得る必要があるた

め提案するものでございます。 

吉永公力氏の任期につきましては、令和元年１２月２２日までとなっております。

教育長につきましては、同法の規定により被選挙権を有するもので、人格が高潔で

教育行政に関し識見を有する者のうちから任命することとなっております。吉永氏

におかれましては、これまでも本町教育行政に粉骨砕身取り組んでいただいており、

その要件を十分に満たされる方であり、今後も引き続き、本町の教育行政の推進に

ご尽力いただきたいということでご提案申し上げております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

同意第６号、美里町教育長の任命につき同意を求めることについては、原案のと

おり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、同意第６号、美里町教育長の任命につき同意を求めることにつ

いては、原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

ここで、吉永公力君の入場を許可します。 

（吉永教育長 入場） 

○議長（吉田美好君） ただいま教育長になられることに同意を得られました吉永公力

君が議場内におられますので、ご挨拶をお願いいたします。 

○教育長（吉永公力君） ただいま議員の皆様からご承認をいただきました吉永です。

これからも地域住民、そして子どもたちのために精一杯頑張っていきたいというふ

うに思います。どうぞよろしくお願いします。 

ところで、１１月５日に子ども議会が開催されまして、三つの小学校の代表の子

どもたちがこの議場で町の観光、商業、人口減少、そして自分たちのふるさと美里

町のことについて質問をし、そして子どもたちなりの純粋な質問、提案をしました。

そういった子どもたちの将来の夢を実現していくために、導いていくのが大人の役

割であり、私の仕事だというふうに思っております。 

ただ、学校を取り巻く現状は大変厳しいものがございます。その課題を解決する

ために、学校長中心に学校には鋭意努力をしていただいておりますけども、現在行

っている事の主なものは、学校間の交流です。小小、小中、中中の連携を、それか

ら交流を通して、子どもたちが町内の知らない子どもたちと巡り合い、仲間意識を

つくったり、切磋琢磨することで気持ちを高めたり、そして改めて美里町を振り返

ることで、ふるさとに対する意識を高めるということにつながっているというふう

に思います。 

また、議員の皆様方のご配慮でＩＣＴの導入を順次進めているところです。タブ

レットその他を、ＩＣＴの機器を配備することが目的ではなくって、その活用を通

して視野を広げたり、それから情報に、これからやってくる情報化社会の中で、自

分で考え想像できる人材を育成していくことが目的だというふうに思っております。

子どもたちは将来、一旦町を離れるかもしれませんけど、その先には町に必ず帰っ

てくるという気持ちを持つような子どもたちを、学校と協力しながら育てていきた

いなというふうに思っているところです。 

これからも議員の皆様のご理解、ご協力を得ながら精一杯頑張りたいというふう
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に思いますので、どうぞこれからもよろしくお願いします。 

○議長（吉田美好君） ありがとうございました。 

吉永教育長には、今後とも本町教育行政発展のため頑張っていただきたいと思い

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 同意第７号 美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて 

○議長（吉田美好君） 日程第１３、同意第７号、美里町教育委員会委員の任命につき

同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第７号につきまして、ご説明申し上げます。 

同意第７号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて。 

美里町教育委員会委員に下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

住所、熊本県下益城郡美里町安部８７８番地 

氏名、野㞍絹子。 

生年月日、昭和３２年１月１日生。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。教育委員会委員を任命しようとするときは、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を得る必要

があるため提案するものでございます。 

現教育委員の高田幸也氏の任期が令和元年１２月２２日をもって満了いたします。

教育委員につきましては、同法の規定により、町長の被選挙権を有するもので、人

格が高潔で教育、学術及び文化に関し識見を有し、任命にあたっては年齢、性別、

職業等に著しい偏りが生じないよう配慮するとされておりますので、法の趣旨を踏

まえ、公認の委員として野㞍絹子氏を任命させていただきたいということで、ご提

案申し上げております。 

野㞍氏は、長年教職に携わられ、砥用中学校の教頭、砥用小学校の校長を務めら

れ、地域の実情に精通し、また、熊本県の知事部局及び社会教育課も経験されるな

ど、教育行政全般について理解のある方でございます。 

どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

同意第７号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについては、

原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、同意第７号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについては、原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 同意第８号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を

求めることについて 

○議長（吉田美好君） 日程第１４、同意第８号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第８号につきまして、ご説明申し上げます。 

同意第８号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ

とについて 

美里町固定資産評価審査委員会の委員に下記の者を選任したいので、地方税法第

４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記。 

住所、熊本県下益城郡美里町大沢水６２番地。 

氏名、澤野洋一。 

生年月日、昭和２３年１月１日生。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。固定資産評価審査委員会の委員を選任しようとするとき

は、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案

するものでございます。 

澤野委員につきましては、令和元年１２月２２日をもって任期満了となりますが、

引き続き、固定資産評価の公正な審査にご尽力いただきたいということでご提案申
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し上げております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

同意第８号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ

とについては、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、同意第８号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につ

き同意を求めることについては、原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 同意第９号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を

求めることについて 

○議長（吉田美好君） 日程第１５、同意第９号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第９号につきまして、ご説明申し上げます。 

同意第９号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ

とについて 

美里町固定資産評価審査委員会の委員に下記の者を選任したいので、地方税法第

４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記。 

住所、熊本県下益城郡美里町三加１６６２番地。 

氏名、緒方保信。 

生年月日、昭和２６年６月１１日生。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 



 － 121 －

提案理由でございます。固定資産評価審査委員会の委員を選任しようとするとき

は、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案

するものでございます。 

現委員の赤星金次氏の任期が、令和元年１２月２２日をもって満了いたします。

固定資産評価審査委員会の委員につきましては、同法の規定により本町の住民、町

税の納税義務がある者、または固定資産評価についての学識経験を有する者のうち

から選任するとされておりますので、法の趣旨を踏まえ、後任の委員として緒方保

信氏を任命させていただきたいということでご提案申し上げております。 

緒方氏は、砥用町及び美里町役場職員としての職歴を有し、広く地域の実情に精

通し、固定資産評価について理解のある方でございます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

同意第９号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ

とについては、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、同意第９号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につ

き同意を求めることについては、原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 同意第１０号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意

を求めることについて 

○議長（吉田美好君） 日程第１６、同意第１０号、美里町固定資産評価審査委員会の

委員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第１０号につきまして、ご説明申し上げます。 
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同意第１０号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについて 

美里町固定資産評価審査委員会の委員に下記の者を選任したいので、地方税法第

４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記。 

住所、熊本県下益城郡美里町大井早２６９０番地。 

氏名、南 英二。 

生年月日、昭和２１年１月１６日生。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。固定資産評価審査委員会の委員を選任しようとするとき

は、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案

するものでございます。 

南委員につきましては、令和元年１２月２２日をもって任期満了となりますが、

引き続き固定資産評価の公正な審査にご尽力をいただきたいということで、ご提案

を申し上げております。 

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。採決は起立により行います。 

同意第１０号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについては、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（吉田美好君） 全員起立です。 

したがいまして、同意第１０号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任に

つき同意を求めることについては、原案のとおり同意することに決定をいたしまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第１７ 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

て 

○議長（吉田美好君） 日程第１７、諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 諮問第３号につきまして、ご説明申し上げます。 

諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

人権擁護委員候補者に下記の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項

の規定により議会の意見を求めるものでございます。 

記。 

住所、熊本県下益城郡美里町大井早１６４１番地。 

氏名、田村陽子。 

生年月日、昭和２４年４月２４日生。 

令和元年１２月１０日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人権擁護委員候補者を推薦しようとするときは、人権擁

護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求める必要があるため提案するも

のでございます。 

田村委員につきましては、令和２年３月３１日をもって任期満了となりますが、

引き続き人権思想の普及啓発活動にご尽力いただきたいということで、ご提案を申

し上げております。 

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田美好君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りします。討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認め、討論は省略をいたします。 

お諮りします。田村陽子さんを適任とすることにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについては、田村陽子さんを適任とすることに決定をいたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第１８ 議員派遣の件について 

○議長（吉田美好君） 日程第１８、議員派遣の件についてを議題とします。 

お諮りします。別紙のとおり、議員を派遣したいと思います。 

また、派遣決議後に派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新

たに派遣が必要となった場合等の判断は、議長に一任していただきたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、別紙のとおり議員を派遣することに決定をいたしました。 

また、派遣決議後に派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新

たな派遣が必要となった場合等は、議長に一任していただくことに決定をいたしま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件について 

日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件について 

○議長（吉田美好君） 日程第１９、各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件

について、及び日程第２０、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件に

ついてを一括して議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、日程第１９及び日程第２０を一括して議題とすることに決定を

いたしました。 

日程第１９及び日程第２０を一括して議題といたします。 

お諮りします。各常任委員会委員長、議会運営委員会委員長から申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から申し出のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定をいたしました。 

以上で、本定例会に上程されました案件は全部議了をいたしました。 

したがいまして、会議規則第８条の規定により、閉会したいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（吉田美好君） 異議なしと認めます。 
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したがいまして、本定例会は本日をもって閉会することに決定をいたしました。 

閉会に先立ち、上田町長に挨拶を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 閉会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

本定例会に提案しました全ての議案につきまして、ご承認をいただきまして、ま

ずは御礼を申し上げたいと思います。 

その中で、今回、フォレストアドベンチャー・美里の指定管理者が決定をいたし

ました。フォレストアドベンチャーも今、美里町の交流人口を増やしていく中で、

なくてはならない施設となっております。ただ、今回指定管理者に出したからそれ

で終わりではなくて、やはり指定管理者の民間の知恵を活かしてですね、さらにた

くさんの方々にフォレストアドベンチャーを楽しんでいただきたいと思いますし、

我々行政、町もしっかりとその一緒になって、また新たな環境というものをつくっ

ていきたいと思っておりますので、その都度、その都度、また議会からのご指摘、

ご協力を賜りますようによろしくお願いを申し上げます。 

令和になりまして、もう残すところあと１８日となりました。インフルエンザも

流行っているということでございますが、どうか皆様におかれましてはお体にご自

愛をいただきまして、そして新たな年、令和２年を健やかにお迎えいただきますよ

うにご祈念を申し上げまして、閉会にあたっての挨拶とさせていただきます。 

大変お世話になりました。ありがとうございました。 

○議長（吉田美好君） 以上で、町長の挨拶を終わります。 

それでは、これをもちまして、本日の会議を閉じ、令和元年第４回美里町議会定

例会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時３５分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名いたします。 
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